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真珠袋の組織学的研究

四. メタクロマジー物質-の行動
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蛋自室{と，料i主主物質が貝殻の有機質を約成することは，すでに Bevelanderand Benzer 

(1948)が組織化学的に明らかにしている。 Kado(1953) はグリコーゲン以外の多糖類が

外とう膜に多く分布することをたしかめたが，その本質については明らかにしなかった。

また，生化学的な見地から，腕仁1(1956) はアコヤガイにおける Sulfomucopolysaccharide

の含量を測定し，特に外とう膜粘液 I~l に多量に存在することを確認している。辻井 (1955)

は脱灰した真珠層中に多糖類の反応があることをたしかめた。

以上のような先人の研究から，このような物質の行動を形態学的に追求する必安を感じ

たので，著者は今回特に良質の真珠を形成しつつある真珠袋の組織を選んで，メタクロマ

ジ -N~，色素の染色により，粘液物質の子L珠袋周辺における行動をしらべたので報Zfする。

材料及び方法

この研究に使用した材料は英虞湾多I，!&Zにて Hf:二以上前に核人れを行ない長射され二し、た

アコヤガイ (Pinctadamartensii) で，同定は 7月から12月までの1自に数回行なった。

i司定液としては緩衝オスミツク政 1必液 (PH=7.4)，緩衝ホノレマリン (PH=7.4)，ヘ

ンダ液，}レゴー液等を使用した。オスミツク肢の場合は固定液111で注/&l深く真珠袋と真珠

をはなし， 40分間同定した。その仙の固定液では真珠と点珠袋をはなすことなく ‘昼夜固

定した後，真珠を取り除いた。また必要の場合は真珠を除かないでEDTA2Na996依 (Na

OHでpH，=7.5に調節)で 2日間ほど脱氏し，脱灰されないi部分は包埋後取り除去りj片を

作製した。固定と包埋に当つては組織の損傷に注怠し，特に粘液屈がはがれないように細

心のパー意を払った。

包埋剤にはパラプインの他 n ブチノレメタケリレートを使用した。 7変容の場合切片は 0.5

- 2ミクロンに切り，うすく卵白グリセリンを塗布したスライドグラスに水で 80
0
C では

りつけ，流動パラフインでマヲント後， {立相走顕微鏡で観察した。染色はメタクロマジ一

物質の検出のために 1 万倍のトノレイジンフソレー蒸籾水溶液及び pH6.7 と 7.0 の燃 r~~~緩衝液

にとかしたものを使用したが結果は同じであった。

顕微鏡写真はライツのパンブ万卜を伎町し，普通照明のJm合は PlApo 100x対物鋭を

* Hiroshi Nakahara. Studies on tne histology of the pearl-sac， VII. Benavior of the meta-
chromatic substance. with English summary. p 545 Bull. Natl. Pearl Res. La:，. 6: 5L11-545. lS61 

1) 国¥/.真珠研究所業績 No.63. cr割以立f)¥ミ研究所報告j' 6: 541-545. 昭和36年5月)
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位相差の場合は Fl70x，または Apo40x を使用した。乾板は富士プロセスパンクロを

イ吏用した。

観 察

今回の観察は比較的真珠層の生長が速く ，また良質の真珠を形成しつつある材料につい

て行なった。

卜ノレイジンブノレー染色の材料について見る と， 奥野|ミ袋の周辺で顕著なメタク ロマジーを

呈するものは真珠袋上皮と真珠層の聞に存在する粘液 (Fig.1，2b、のM)と真珠袋の基底

部の結合組織の中にある粘液細胞とである (Fig1. 2bの G)。

1. Section of pearl-sac tissue of the cultured pearI. Collected on November 11th， 
fixed in 1% OS04 (pH 7.4 buffered)， stained with toluidine blue. 1000 x. 

E ; epithelium of pearl-sac. G ; mucous cells containing metachromatic granules 

S ; mucous cells secreting the metachromatic substance lost the granular structure. 

M ， mucous substan田 derivedfrom metachromatic granules， also shows metachromasia， 
having lamelIar structure. P ; nacreous layer (calcified) was here before fixation. 

2a. Same material of fig. 1. 1000 x. 

2b. drawn from 2a. Showing metachromatic substance (shaded). 

3. Same material of fig. 1， photographed with phase contrast microscope. 700 x. 
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真珠袋上皮の遊離縁と， 形成された真珠層の聞に存在する粘液は粘液細胞の活動の状態

によってその量に差があり，非常に少ない場合も ある。真珠層の生長のさかんな時期には p

粘液細胞の活動にしたがって量が多くなる。粘液層は層状の構造を呈するが，この構造は

上皮から速さ'かるにつれて著しくなる (Fig.1，3; M)。一層の厚さは 0.5-1ミクロンで，

時には微細な果粒が規則正しく配列しているように見える (Fig.4; M)。 この層状の構造

はすべての正常な真珠袋に見られたも ので，石灰化のおこる前にすでに真珠の層状構造が

4. Same material of fig. 1， Photographed with phase contrast microscope. 1550 x. 

Showing di仔'erenttype of granules in mucous cells. Y ; young granules. 

o ; matured granules. y ; secreted young granules. 

5. Section of pearl-sac tissue， collected on November 20th， fixed in formalin (pH 
7.4)， decalcified with EDTA， photographed with Phase contrast microscope. 450 x. 

p nacreous layer decalcified after fixation. 

6. Sectien of pearトsacof natural pearl. Showing same structure as cultured pearl 

450 X. Fixation and decalcification are same as fig. 5. 
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JI泊備されているとも考えられる。この織な粘液の層は明瞭な境界を以て真珠層に移行し，

それらの中間の部分は見られない (Fig.5; M とp)oEDTAにより脱氏された真珠層は粘

液層と同様メタクロマジーを皇し，染色悦は粘液よりもやや強い。真珠袋上皮細胞には多

くの来粒がみられるが，メタクロマジーを顕著に示すものはない。また粘液に掩われたi百

は苦IJ子縁状の構法を12する。 この部分は電子顕微鏡による観察を試みた結果 microvilliを

有することがわかった。

粘液細胞は活動のさかんな時期には，粘液来校の比較的小さなものから大きなものまで

種々の段階のものが見られる。いずれの場合でも果粒あるいは粘放はメタクロマジーを呈

するが，その染色性には著しい強弱の乏がある。染色性の強い果粒ほと、形が小さく， flri折

半ば大きい。また a偲の細胞の iドに前述のよラな種々の段階の果粒がiA在したり，部分的

に異なった性質の果粒に占有ーされることもしばしば見られた (Fig.3，4)。粘液細胞の内存

が 1:.皮細胞の間隙を通って外に出るiA合は，その細胞の内容のほとんど、が染色性の弱い，

膨大した来粒となっている。そして大部分の細胞では， I勾容の流出と同時に，全部の巣粒

は流動性を持って内容全体が液状となり， J二皮の遊離表面lに沿って流れてひろがるのが見

られる (Fig.1-4 ;8)。多くの場合，粘液が流動性を持っと同時に，粘液中に微細な粒子が

珂われる。この粒子は前述の粘液で層状に配列している粒子と同じものと息われる。

以上の様な経過で粘液細胞の内容は，真珠腐の前駆物冒と考えられる粘液層に移行する

ことが確認された。粘液細胞の果粒の中で染色性の強い小~のものは比較的若いものと考

えられ，これは次第に成熟して染色性の弱い膨大した果粒に変化して行くものと思われる。

この様な石い未成熟と思われる果fV:も粘液と共に流出していることがあるが稀である (Fig

4; y)、果粒の形態は固定液の種類によってわずかに差がある。ホノレマリン固定 (Fig.5) 

ではオスミツク酸回定のものに比べてやや膨大しており，果校聞の結合もゆるい。

ベ然真珠についても全く同様の構造が観察された (Fig.6)。また，外とラ膜についても

外とう脱線を除く却分には同様の像が観察されたが，これについてはあらためて報告した

し、。

考 察

前述の観察から真珠層に合まれるメタクロマジ一物質は真珠袋上皮の基底部にある粘液

細胞の果粒をその起源とすることがわかった。小島 (1950，1952) によって報告さわした外

とう膜に散在する粘液細胞の中で， *，主液細胞と大栄粒細胞と名づけられたものは今回の観

察で見られた粘液細胞に等しいものと考えられる。小島も推察したように，これらの細胞

は同ーの起源のものであって異なった発達段階にあるものであろう。 Tsujii(1960)は顕徴

収化法によって， Caが遊走細胞に多く検出されることを報告したが，今回観察された粘液

細胞が遊走細胞に近い性質を持ち，特にその若いものでは果粒;を持った遊走細胞によく似

ていることから，これら細胞の起源と Caの運搬の問題は興味深い!ことであり，更に出及

する必要があると忠われる。

旧しい・波多野 (1955)によれば，アコヤガイに吸牧された Ca45はすみやかに外とう l撲の

粘液 hにあらわれる。著者の実験でも(未発表)， Ca45を貝柱に注射した場合，注射後3051

ですでに多量の Ca45が外とう!撲の粘液'-1]に移行していることをオートグラブ法によって

たしかめている。
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カノレ乙/ウムと粘液が真1-*袋または外とう膜の[-皮附近において結合を保ちながら行動し

ていることは以上のことから容易に惣像することが出米る。また，真珠袋上皮細胞は，直

接真珠層を分i必ずるものではなく，真珠袋内に入った水や水溶物質を吸収する機能を有す

るとほ測する。これらの問題については今後の研究によって解明して行きたい。

摘 要

1) 真珠械を分潟、している真珠袋組織についてトノレイジンブゃルー染色により粘液物質の

u動を追跡した。

2) 克珠袋上皮の基底部の結合組織qJにある粘液細胞はメタクロマジー物質を真珠袋内

に分j必計る。分泌と同時に果粒状の物質は流動状の粘液となる。粘液腐は貞珠!脅の前駆物

質と考えられる。

Summary 

The observations on the behavior of the metachromatic substance of pearl・sac

tissues were carried out on the sectioned material stained with toluidine blue. 

Mucous granules， showing remarkable metachromasia， were formed in the mucous 

cells lccated in basement connective tissue of the pearl-sac epithelium. These mucous 

granules were secreted into the space surrounded by pearl-sac epithelium where the 

nacre is formed. Just after secretion， they become fluid and spread over the epithelial 

surface (figs. 1・4). Our observations further show that the metachromatic substance 

derived from mucous cells is incorporated directly into calcified nacreous layer. 
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真珠貝の生化学的研究

車.アコヤガイ軟体育I~のポーフイリン色素の分布*，1)

沢 f:H 保 夫

11<1 ，';:n珠!1Jf究所

序 文

設がli'i-Cì二としてよ~{ I51: ω長十I~ に平IJflJ されているアコヤガイ (Pinctada rnωtensii) u)日以』

心伎十u凶と呼ばれている加分は，紫黒色，黄褐色， ryj、福色等の縞を呈している。また

貝殻に哲男外線を)1(1身、jすると， これらの縞部分の聞に，鮮かなげ11赤色の蛍 tをi討す部分があ

るう田中・ i~jJ 十三 1) 2 1はこれらの色素について研究をおこない，少なく乙も 4種のボ

ーブイリンが}ll授に泌在していることを幸Riffしてし、る。著者二も前報31において，これらの

色素はホープイリンであり，この I1 1 で紫外線によって Illl亦色の蛍光を発し 407ml~ に Solet

bandをのする分光特性をもつものを市離して結iiflさせ， 分光特性やペーパークロマトグ

ラブイーによってこの物質を uroporphyrin[と決定した。 f互に uroporphyrin1を合むポ

ープイリンの大量が民殻に蓄積される過科はアゴヤガイの代謝機ti'，¥ω解明に司王要な問題で

あり，じこの過程を追求するためにアコヤガイの軟体;犯におけるホープイリンの分市をしら

べ，版、その他に興味ある事実をみとめたので，その付i'1~を報 (11 するつ

実験方法および実験結果

j式手icillij I民

清水1のアコヤガイは.':FvWt英虞湾岸の 4年生上iを用いた。アコヤガイの軟体部にはボー

プイリン色素が各所に分布していると考えられるが，特に軟休部の;~ミ褐色に着色している

i部分，すなわち外套膜の周辺部，羽目，貝柱:の周辺部にある黒色の粘詰j物質，定および心臓

部をそれぞれ分離採取した。このうち民性周辺部の黒色の粘調物質はスパチユラーでかま

取った。採取した試料の a 郎はそのま i直ちに反射担分光器で分光特性を求め，他はメタ

ノーノレ，エーテルで問時間のうちに脱水し， 'rr::にヰ3)品[で減[:E乾燥をおこなって保布試が!と

した。

新鮮試料の分光特性:採取直後ω新鮮試料はホモゲナイズすると411，皮褐色の乳状となる

* Yasuo Sawada. Biochemical studies on the pearl oyster III. The localization of porphyrin 

pigments in the soft body of the pearl oyster (Pinctada martensu). Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 6; 

546ー，552. 1961. 

1) 国立真珠研究所業績 No.64. G張、7真珠研究所報科 6・546...552. 1附和36年5月)
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が，これに HClを少量加えると微挑色ω乳状となり，紫外線によって鮮明なllIl亦色の:蛍

光を発する。またこの乳状ωものを 5mmのセノレを用いて RC-I型19ロ己色彩測定器を利別

して反射光でその分光特性を測定すると，第 1図および第 2欧iに示したもjf来を得るつ図よ
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りみてタト琵膜周辺諸， jEi!は次のようなi吹以を示している。これは明らかにアコヤガイ心H

:氏以{川市 (mμ)
タト主11'/)i'iJilll'¥j5 410 458 497 570 

HCJ酸性 406 450~470 495 550 

弘悶ひ 412 460 497 570 

HCJ般利: 407 462 495 545 

般にf了右ーするホープイリンと[，;j段ω性状を示すも ωであるが，心臓部および糾液はこのよ

うな吸収を示さなかった。

試料より色素の抽出:乾燥保存試料よりボーブイリン色素の抽出は，前報3;とi云j般のおjJ

/[: i去に1えった。すなわちまず乾燥試料を少量の水と似平1¥し，これをホモゲナイザーで乳状

とし HClおよび等量のメタノーノレをJJIIえて氷主1[1で 1夜放i苦して般可j詳の色素を拙/['，し

た。このJ払合ωHClの濃度は全体の液単よりみて約 2Nになるように加えた。抽出自主の

iMi伎はi4i心分離をおこない伐消を分離すると，』[長介、色ω色素溶液が吋られるが，心臓jj[l山

i夜以外は紫外線を照射すると見しいJfil赤色の蛍光を発する。なお粘液についても同様のJ栄
作をおこなって色素の拍山をこころみたが，ボーブイリン色素のイヂ夜は全然みとみられな

かった。*) 各試料の HC1-メタノーノレ抽出液は dil.NaOHを加えて 1jJ:t1lしていくと， pH 

3.5付近より出褐色から茶褐色の沈澱を生じ， pH 10以 tで色素の全部が沈澱する。第 3

図，第4悶および第5図は各pHの備によって生じた沈澱を 2N-HClに溶解したものの分光

特性であるが，各 pHによって生ずる色素の沈澱はその性質が異なり， pH7以上の溶液よ

り沈澱するものは 407mμ 附近に Soletbandをイ写ずるボーブイリンが主成分である。また

第 6[玄lはAおよび心臓郊の HCl州出淡の分光特性であるが， jヰの抽出液は腿や外套膜周

辺 ì~)のそれと似ているのにbZ し，心臓部の抽出液にはボーブイリン特有の吸収はみとめら

れない。このようにして得た沈搬はf，'d多くの不純物を合有しており，クロマトグラフイー

による分離操作の際に吸着!留の乱れを生ずるωで，まず沈澱を 2N-HClに溶解させて後少

持 粘液は探取する時に充分に注忠、しなし、と，総の制l¥J十や凡打二周辺lIliの黒色の粘調物質が混入してく

る。これらの物質は相当量のボープイリン色素を含んでおり誤差の原因になるので， この実験ではこの
J民入をrlL¥来るだけ防ぐために，充分洗浄した兵を軟体部をいためなし、ようにして見殻の片方を取りはず

，G， 2伺体ずつ肉部を合せて小さなビーカーの|二に心;て，布ii校をPl然落下させて採取した。
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~P; 6 !'XI. .C間十三上び足の HCl+111:'1:伐の分)じ
特性 (2N-HCl的被)• 

量の精製タルクを充ばしたガラスブイノレターで癒過し不純物を取り去るのこの伶第 7闘の

ごとき装置で，直径 2cm，高さ 10~15cm に充したタルクの黙を通過さすと，色素の岐
着がおこり上部より A，B， Cの:一二つの吸着帯を生じる。

Band Cは溶媒 (2N幽 HCl)で民間していくとすみやかに移動して流山ずる。これをFrac-

tion C と名付ーける。 BandBは FractionC のij)t11'， 1.ム少量の水でタノレクを洗い次に 1

%Na岨 acetateで展開すると移動を起し流出する。これを FractionB とする。更にタルク

柱を 10%NH40Hで展開すると，始めて BandAの移動が起り iiftl~! "する。これを Frac-

tion Aとする。

各 Fractionはふたたび HClの濃度を調節して，タルク・クロマトグラムをくり返して

精製し， Fraction B， C f土 NaOHでIわ和して沈澱させ，メタノーノレ，エーテノレで乾燥す

る。 FractionAはこの操作では完全に沈澱しないので， HCl慢性夜より少申!のタノレクに
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第 71羽.カラム・クロマトグラムの装置.

吸着させ乾燥する。各Fractionの2N-HCl溶液の分光特性は，第 8[な]，第 9図および;;;no
図に示したごとくであり，その吸収位置は第 1表に示した。各試料共に FractionA およ

び]:成分とみられる Bはその吸収位置が同じであるが， Fraction C iiI各試料の吸収

が少し異なっている。
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第 9囚..Ll柱周辺部の果、色粘調物質の酸可泌性

色素のクロマトグラふによる各流出波

の分光特性 (2N回 HCl溶液). 
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;jP炎 各試1，'1の駿，iJi制生色素のクロマトグラムによる流出i伎の!吸収格

f~J~l 

吸 11)( {立 ;霞 (mμ) 
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外支服周辺部|

上1十七周辺部[lの
黒色の粘調物質

よE

心臓

放川山
北
約
制

Fraction Aの Methylester :タルクに吸着させた FractionA を硫酸・メタノーノレ泌

被(1 : 18)で抽出し宗治で 1昼夜放置して色素をエステノレ化する。 このj昆液は常法に従

って少量の水および CHCJ3を加えて振り，生成したエステノレを CHCJ3，f.こ移す。この CH

C13 t容液は水および 1% NaHC03 で洗浄中和して後にアノレミナ柱を用いてクロマトグラ

ムをおこない，泌入している不純物を除去した CHCl3 溶液よりポーブイリンのエステノレ

をあiilltl させる。このエステノレの CHC13 溶液の分光特性は~nl図に示したごとくであり，

その吸収位置は次に示すごとくアコヤガイの貝殻より得られた uroporphyrin-I-methy!es幽

terのそれと一致する。

吸収位置 (mμ)

燃の porphyrinmethylester 407 502-504 536-537 574 626 

貝殻の porphyrinmethylester 407 503 535 573 626 

(Uroporphyrin-I・methylester)

Uroporphyrin-I-methylester 406 501 536 571 627 
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Fraction B， Cの性状:Fraction B， Cは前述の FractionAの}Jd合と同様にエステノレイヒ

をおこない， CHC13で抽出すると反応物の CHC13捺液が得られるが，水および 15'ぢNaH

C03で中和洗浄するとほとんど全部の色素が沈澱し， CHC13層にはほとんどエステノレ化

された色素は残らなかった。

更に FractionB， Cは酸性にした水やアルコーノレには溶けるが，無栂性有機溶媒には不

溶である。またこれらの取酸溶液に班鉛米を加えると還見されて1!!(色となり，日I視領域に

4~'有な吸収帯を示さないものに変化する。この還元された色素の無色溶液は，過酸化水素

水のような酸化剤を加えるとふた Lび発色して，もとの分光特性を示すようになる。また

亜鉛末で還元したこれらの色素は，少量のブォノレマリンを加えて加熱すると赤紫色に着色

し，紫外線によって緑色の蛍光を発するようになる。以上の諸性質よりみると FractionB， 

Cは前報3)および高木2)の報告したアコヤガイの貝殻中に存犯するポノレブォビリン色素の

性質と一致する。

考 察

前報31および高木・田中 1)によってアコヤガイの貝殻には多量のボープイリン色素が含←

有されているのをみとめ，その一成分として uroporphyrin1を結晶状にとり出し確認し

た。これらの色素の具品へ蓄積される過程としての貝の軟体部中のポーブイリン色素の分

布をしらべたが，制，外套膜周辺部，貝柱周辺部の黒色粘調物質，足に多く蓄積されてい

るのがみとめられた。これに反し心臓部の黒褐色に着色している部分は貝殻や軟体部に存

在しているポープイリン色素とは異なった物質である。また高木・問中1)はアコヤガイの

車li液中に少量の J沢一フイリンの存在をみとめているが，他の軟体部の混入を注志してさけ

て粘液のみを取り出すと全然ポーブイリンの存在はみとめられなかった。

貝の軟体部に存在するポーブイリンは，貝殻中に含まれるものと同じく Uroporphyrin1 
および赤紫色の FractionB， Cの3積であるが，その含有量よりみて主成分は FractionB. 

であり， Fraction Cはその分光特性や化学的性質からみて FractionB の分解産物である

と考えられる。植本4)によるとアゴヤガイの生理機能の強弱は問、の黒褐色の着色度と関係

があると報告されているがこの黒褐色の物質は FractionBを主成分とするポーブイリン色

素である。ここのよラに FractionBはアコヤガイの体内で直接呼吸に関係する鯛や， :t113ミ沈
着に関係のある外套膜に極めて多く分布しており，アコヤガイの呼吸代謝に三重要な役割を

はたしているものと推定される。更にアコヤガイの貝殻についてこれらポープイリン色素

の分布をみると，主として貝殻の稜柱層に多く真珠層にはほとんど存在しない。一方養殖

真珠においても良質のものには，ほとんどポープイリンは検出されず，わずかに真珠層中

に有機物を主体とする不純物を巻き込んだフソレ一系の真珠や，真珠層に稜柱層を巻き込ん

だ m ドロ珠"と称するものには微量のポーブイリンが検出される。それ故に真珠の色調は

従来述べられてきたポーブイリン，またはポープイリンが微量の金属元素とむすびついた

ものかかによるといラよりも，むしろ炭酸石灰の結晶によって生じる光の反射や干渉によ

るものと考えられる。このようにボーブイリンは真珠の色調を決定する要因ではなく，実

体色として真珠の色調を分類すれば真珠層中に黄色の色素7)を含有するクリーム系の真珠

と比較的この色素の含有量の少ない白色系の真珠に大別されると考えられる。

終りに当仁木研究に終始御指導をいたどいた京都大学問中正三教授および当研究所高
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山市夫所長に深謝する。

要 約

1) アゴヤガイの軟体部のポープイグン色素の分布について研究した。

2) 軟体部のポーフイリシ色素は，貝柱周辺部，賦，足，外套膜周辺部に多く分布し，

貝伎の色素と同じ Uroporphyrin 1を含む少なくとも 3葎のポープイリン色素よりなって

いることがみとめられた。

3) 偲，貝柱周辺部は他の郊分にくらべて特にポーブイリシの分布が多く，これは見の

生理機能の強弱と閣係があるといわれている摺や良住周辺部の黒色物質の主成分で-ある。

4) 心!臓部にある;耳鳴色の1励賞は，ポーブイリシとは別の物質であることがみとめられ

アこ。
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lV. アコヤガイの肉質成分の季節的変化について*， 1) 

沢田保夫・谷口宮三郎

国立真珠研究所

序 文

真珠養殖において，貝の体内における真珠の成長の過税や，生産された真珠の品質の良

否は，母体である貝の肉質の季節的変化と密接な関係があるー我が国の養殖真珠に主とし

て用いられているアコヤガイ (Pinctadamartensii)の肉質の化学成分に閲する研究は，出

1:1ユ・波多野112)が紀州、|田辺湾産のアコヤガイを用いて肉質の構成成分，:7)季節的変化をしら

べ，その消長よりみて 1年を肥大期 (9月-1月)，成熟期 (2月-6月)，生殖期 (6月

~8 月)の 3 J切に分類した。また鈴木3)は英虞湾産の 3年生貝について肉質の化学成分の

季節的変化と底質，プランクトンとの関連性について報告している。これらの研究はいず

れも貝肉全体の分fJTを行なったものであって，更に肉質の各部分について詳細に季節的変

化を述べられたものはない。アコヤガイの肉質の各部分についての構成成分の分析をおこ

なった研究では，問中・波多野1)の貝柱に含まれてし、るグリコーゲン，脂質の季節的変化

をしらべた報告と，足利4)が肉質の各部分別の分析をおミなってこれらの値の夏季の生活

力の盛な 8月と冬季の生活力の低ドした 1月との比較をした報告があるが，未だ季節的な

変化をしらべた伺究はない。

著者等は英!実湾産のアコヤガイについて，生長の非;者に盛な 2年生長および 3年生貝と

これに真珠核を入れたものの 3者についてその化学組成の季節的変化を各臓器別に分けて

分析し，貝の年令による生活力の差異と真珠核そう入子11tiによる生活力の低下について比

較したので報告する。

試料 および実験方法

試料に用いたアコヤガイは，国立真珠研究所多徳島臨海実験室間近の漁場で採招し，ひ

きつづき問所でー育成された 2年生貝 (1958fT:'8月採苗，以後これを稚貝とよぶ)，および 3

年生艮 (1957{干8月採苗，以後これを母貝，更にこれにそう紋手術をおこなった貝を珠貝

とよぶ)を用いた。 3年生貝は1959年5月中旬に直径 4.5mmのJ去を用いてそう紋子術を

* Yasuo Sawada and時liyasaburoTaniguchi. Biochemical studies on the pearl oyster. IV. The 

sea60nal variations in the chemical components of the pearl oyster. Bull. NatL Pearl Res. Lab. 

6: 553-560. 1961 

1) 国立真珠研究所業績 No. 65 (国交真珠研究所報fT 6: 553-560. 昭和36年 5月〉
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行なった。

試料採取 1959年 6JJより Tr]:)J1 [目，税J1，flJ:}{， 珠貝の各群について LWf:当り 50個体

ずつ問殺し，直ちに貝柱，惚，外套膜周辺部，その他の肉質部(以後内!服部とよぶ〉にわ

けて段取し，水洗後江主紙上で出米るだけ水分を除き，硫酸乾燥器IIIで減配下で乾燥した。

乾燥後の試料は乳鉢ですりつぶし粉末状として以後の分析に供した。

;毘分および灰分:試料は常法通り乾燥器Lj-Iにて 105-1100C で乾燥して点分を求め，次

に電気炉'11で'/1;'法により灰イヒした。

組脂肪:ソックスレー抽出器を用い，エーテノレで15時間抽出をおこない，粗脂肪を持た。

含水炭素.試料を 5%HCl と共にガラス告に入れて封?ヰし， 1:弗!騰水lilで 3時間加水分

解をおこない，q:l和後 Ba(OH)2， ZnS04で除蛋白し，ベルトラン法によって含水炭素を

Glucose のJr~で、定量;した。

第 1表 アコヤガイ軟体部の化学成分の季節約変化(稚lJJ

Component' 'Carbohvdra te 
(as glucose) protein 

(%) (%) 

一下

十十

5. 7 
3.2 

qδ

ハ
U
n
u
o
o

n
o
aり
巧

4
0
d

6
6
7
6
 

31 VlI '59 M 
G 2.8 16.8 9.3 十 64.8 
A 3.7 9.0 4. 1 2.2 71. 3 
B 3.9 9.8 8.2 2.8 69.1 

31 vlll '59 M 2.8 20.8 5.9 0.2 64. 1 
G 2.0 18.4 8.0 寸一一「 67.6 
A 2.4 8.6 2.2 。 86.4 
日 3.2 11.2 7.4 3. 7 68.2 

30 X '59 M 
G 2.6 16.0 3. 7 1.4 71. 4 
A 
B 6.5 10.5 11. 9 59.9 

30 xl '59 M 14.3 2.8 5.5 67.0 
G 13.3 5.4 2.2 67.4 
A 6.3 1.7 10.4 69.4 
B 7. 8 8.6 8.5 66.5 

7 1 '60 M 1.9 14.3 3.0 4.1 62.3 
68.5 
68.5 
64.2 

2 lV '60 M 
G 
A 
B 

M:外套膜周辺部 G:鰍 A:員注 B:内臓部.
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粗蛋白.試料を金属セレニウムを触媒として用い，キエーノレダーノレ法によって全家素を

定量し，これを6.25倍して粗蛋白とした。

実験結果および考察

減圧乾燥後の{札外套!民周辺お，貝校，内臓部の i五:量比は大休 1: 2 : 6 : 16である。

これらの名部分について稚貝 I手貝， f朱見の分析結果は第 1表， *2表，第 3友に示した

ごとくであり，更にこれを各成分別の季節的変化として稚H，ほ貝， 1朱見を比較したの万

U~ 1図より第15悶までである。

粗蛍自は a般に乾燥試料rI160~70%の比率で存在しており，稚Jl， f;J:貝，珠貝共に冬季

に最低値を示している。これは鈴木3)の報告と同様の結果であるが，夏季日の出現す

る7月に全体的に蛋LJ監の低下がみられ，および偲ではこの傾向が更に強くあらわれ

第 2表 アコヤガイ軟体部の化学成分の季節的変化(母只)
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ている。また珠貝にあっては 5月巾旬におこなったそう核手術の貝の衰弱が各臓器にみと

められ，この様子が夏季における A般の衰弱より強くあらわれている。特に貝柱において

はその後母貝よりもはるかに少ない蛋白最で冬季まで続いている(第 1~ 4図)。 粗脂肪

は鈴木かのおこなった貝肉全体の分析によると 6月ころがその含有量の最高を示してい

るが漸次冬季まで減少している。しかしこの差はこく少なく 2%伎のものであり顕著な季

節的変化はみとめられないが，これを艮肉の各部分にわけてその消長をみてみると，第 5

図より第 8図に示したごとく臓器によっての季節的な差異がはっきりとみとめられる。す

なわち紙，外套j民周辺部，貝柱においては秋季に脂肪の最低値を示しており，良住では夏

季より秋季にかけて相当長期間低い値を示してし、る。これに反し内臓部では逆に秋季に脂

肪の最高備がみられる。更にまた脂肪の抽出u寺の抽出液の色調をみても常に内臓部の抽山

液は濃い緑褐色を呈しているが他の部分ではいずれも茶悔色を呈している。これらの点か
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第 3友 アコヤガイ軟体部の化学成分の季節的変化(珠艮)
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らみて貝の体内における脂肪は，その化学的な性状や，脂肪の代謝機構が異なっているも

のと考えられる。含水炭素については紙に合まわしている量は非常に少量であって季節的な

消長は顕著にあらわれないが，外套膜周辺部と貝柱に存在する合水炭素は 6)Jより 9月こ

ろまではほとんどみられないくらい少ない。しかし10月になれば合水炭素は急激に増加し

て10%位の合章一を示し，これ以後 4)jころまではほぼこの状態を持続している。しかし内

臓部では合水炭業の増加は他の部分より少し平く 8月ころより始まり 12)J， l)Jの厳寒t(fl

に~ .皮その減少がみとめられる(第91ま1~1手H1図)。これは明らかに低水侃による -1内的な

只の生活力の低下を示すものであり，鈴木3)もこの事実を認めているが，他の部分ではこ

のよ 5な時期における含水炭素の合量;の低下はほとんどみられなし、。 灰分はー般に春より

夏にかけて増加し 7)j 8月に最大となり，それし以後は減少して冬季に入って増加する傾向

を示している(第四図 ~15関)。 この傾向は似機成分中のカノレνウム最と密技な関係をも

っており，またマグヰ、乙/ゥムの量とは逆の関係をもっているいことは興味のあることであ

る。

以上の結果を綜合すると稚貝とほ貝では各成分について季節的な消長は市にF仕上iのみが

強い生活力を不しており，にi容の日動加に入ったころにはそω差が顕著にあらわれてい

る。また同じ 3年生貝においても珠貝とほ貝とを比較してみると，あきらかにそラ紋手体了

による衰弱がラかがわれ，この回復には数nを要し，更にそれし以後の生活力の低下がずっ

とあい、ているのがみとめられる。この研究に用いたそう核手術は3年生貝にl直径 4.5mmの

核を 1個そう入したものであるが，実際の養殖ではこの程度ω大ささの秒、なら数個か，あ

るいは更に大きな肢を 1~2 個入れるのが普通であるから， f~に対する負wは挺に大ぎな

ものとなり，そラ絞手術によっておこる生活力の低下はこの結果以上に大まくあらわれる

ものと考えられる。

終りに当り，終始御指導をいただいたi:C;j山市犬liji長および試料採取に協 }g、ただし、た丹伊

下手，同飯保両氏に深謝する。

要 約

1) 三柔県英!実湾践の稚f~ (2千「・4ミP[)， 付貝 (3年生具)および子科jJj_(3J'[生凡〕

の肉質を腿，外套膜河辺部，貝1主，その他の部分にわけ，それらの化学友分について季節

的変化をしらべた。

2) 各器官の季節的変化をみると，生活力の強さは稚貝， +;j:貝，手術上tO) 阪に:-l~べらオし

ることは予恕どおりであったが，特に手術貝においてはそう絞時の衰弱が相当強くみとめ

られ，これの回復は数ヶ月かかり，以後の生活力はFtJ:貝より低下して越年してゆくことが

H12めら;jcた。

3) 粗脂肪の変化は紙，外套股:周辺部，貝柱においては夏と初冬に増大するが内臓部で

は逆に初秋に増大が認められた。
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図の説明

第 1閃.外在!院のtl'l:1:長白質の季節がj変化.

詳~2 凶.総のfJ1.M(J'j:~の季節的変化.
第 3閃.貝柱の判l蛍出資の季節的変化.

第 41滋.内臓部の中日蛍白質の季節的変化.

第 5同.外資!撲の粗脂肪の節的変化.

第 6I~ど1.憾の組脂肪の季節的変化.
第 7図.上よれの粗脂肪の季節的変化.

第 8[苅. 11~ IjÎ託部の粗目白肪の季節的変化.
第 91三1.外套膜の含水炭素の季節的変化.

第10図.貝柱の合成炭素の季節的変化.

第11悶.1/す臓部の含水炭素の季節的変化.

第12問。外資膜の灰分の季節的変化.

首~13関.惚の灰分の季節的変化.
第14関.貝粍の 1，足分の季節的変化.

務15f!l.内臓部のり〈分の季節的変化.
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真珠貝の生化学的研究

V. アコヤガイの無機成分の季節的変化について*， 1)

沢旧保夫・谷口官三郎

序文

アコヤガイ (Pinctadamarteπsii)の化学組成の季節的変化はjえの養嫡や休l付における真

珠の形成に非常に主要な関係をもつのである c I:E 1 r1・波多野1)2)紀州、!は田辺湾のアコヤガ

イを分析して，合有されてし、る告機物や無機物の季節的変化について報告しており，また

鈴木3)は，三重県英虞ìill~産の 3 lf生貝について同様の研究をおこなってし、る。著者等もがI

報においてアコヤガイの肉質の脂肪，含水炭素および粗蛋白の季節的変化を稚貝(2 ir二生
日)， r手貝 (3年生貝)，珠 貝(3年生貝に真珠核をそう入したもの)について各臓器別に

迫究した。この結果各臓器はそれぞれ特徴のある季節的変化を示し，しかもその消長は民

の!生活力と重要な関連性をもつことがみとめられた。周知のごとくアコヤガイの貝殻や~(1

J~ミは95絡の炭酸訂版と5%内外の貝類特右の Conchiolin と呼ばれる I1更蛍白質および微量の

成分より構成されている。 従って貝肉lいの1m機成分の季節的消長は，アコヤガイの只殻や

1宝珠の形成されてゆく過程と密接な関係をもつのである。このような観点より nの石氏沈

着に直接関係のある外套IJ莫や，休l付への無機物の導入をつかさどっている拙，あるし、はよ1

住宅:個々の臓器の季節的な消長を研究することは，貝殻や児珠形成機構を知る上にE要な

ことである。

著お等はアコヤガイの1m機質の季節的変化を 3年生只およよびこれに真珠核をそう入

した珠FLについて各繊諒別に比較検討したのでその結果を報告する。

試料 お よ び 実 験 方 法

試料のアコヤガイおよびその処理についではすべて前報4)と同じある。各臓器別につい

て，常法に従って篭気力iでE!<化した試料を 2Nの梅酸で繰り返し処理を行ない，まず7](，

強般に不溶性の位般を分離した後，燐，カノレi./ワム，マグネ乙/ワム，鉄，マンガンをそれ

ぞれ定量した。

燐:モソブデン駿アンモン法で燐を燐モリブデン酸アンモンの形で沈澱させた後，次に

O.lNの可性ソー夕、で溶解し過剰の訂'I4:ソーダを O.lNのjst自主で逆泊定を行ない燐般の形

* Yasuo Sawada and Miyasaburo Taniguchi. Biochemical studies on the pearl oyster. V. The 

seasonal variations in the inorganic compつnentsof the pearl oyster. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 
6: 561-.566. 1961. 

1) it司立真珠研究所業績 No.66. ([玉1立真珠研究所報告 6: 561ー…566. 昭和36年 5月)
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であらわした。

カルシウムの定量:(1:会的アンモン法を)fjいたっすなわち，試料 111のカノレ乙/クムを移肉宝石

灰の形で沈澱させ，これを 6Nの統的で詳し， ft_成された{惨敗を過マンガン険カリで jl，~Î

してこれよりカル乙/ヴムを求めた。

マグネシウム.試料中心マグネì/ワムを燐内定マグネ乙/ワムの JI~で沈澱させ，これを 0.1

N の塩肢で、溶解後前述の燐ω定量法にもとづいて定量ーした。

鉄:10労炭障をソーダと 10タl5 g~f.般ソーダで取者fHtfê 昨副主治l として沈澱させた後稀M~般に溶解

しロダン鉄として発色させ，これを 475mμ で比色定註した。

マンガン:試料を強アンモニアと過階化水素で、合水過燃化マンガンとして沈澱させ，こ

れを硝殿銀とj品E五回全カソでj品マンガン階カリとして発色，鉄とい11ぷ526mμ で比色定:旨し

?と内

第 1友 アコヤガイ軟体部の熊機成分の季節的変化(珠貝)

Componentl Ash 
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実験結集および考察

英成的産の 3i 1:::f:U3. CI+Hl)とこれにl白径 4.5mmの氏珠絞 1ケをそう入したもの(珠

H)をi手j報と同様，外套IJ英周辺吉15，貝柱その他の内!階部にわけて，それぞれの灰分liJ

の砧酸，燐酸，カノレi/ワム，マグネi/ウムにつし、てその季節的消長をしらべたが，その夫

験結果は第 1友および第 2友に示したごとくである。返にミれを各臓器別にわけで各成分

りIJに季節的j市長を示したのが第 1~1 より第1012;]までである。 íít同支は全試料についてその存

(Eは微量であり，特徴のある季節的変伐をノF さなかった。また欽，マンガンの合有量は~(:

試料111常に 1%前後であり，イ|二間を通じてほとんど変化がみとめられなかったc

燐のj首長は第 1図および第 2図に示したように夏季および冬季に低し、M:をノJミし， この傾

向はほ只，珠fi:J七にみられる。しかし肢はにおいては，そう校手術をされた直後 (6月〉

は民不の雨水JHや I:~ 然排卵による去弱よりもはるかに低い値をぷしているが， f~:H ではそ

第 2~長 アコヤガイ軟体部のh!t機成分の季節的変化 (1立見)

Component; Ash Si0
2 

PZ05 CaO お190

Date (%) (%) (%) (%) C%) 

9 ¥1 '59 M 16.6 0.8 13.9 
G 12. 3 O. 5 19. 1 
A 6. 7 O. 8 21. 4 3. 3 6. 4 
B 9.9 0.5 17.5 3.9 7.3 

9 vn '59 M 18.0 0.7 12.8 11. 2 2.5 
G 15.0 0.7 7.3 3.5 
A 8. 2 O. 9 19. 8 5. 0 6. 2 
B 9. 7 1. 3 15. 6 5. 5 8. 4 

10 ¥1m '95 M 17.3 0.4 11.5 9.3 3.6 
G! 14.2 0.2 20.7 6. 3 5.5 
A 5.9 0.2 -- 3.3 7.7 
B 9. 4 1. 1 13. 7 3. 8 6. 3 

9 JX ';)5 M 12.7 0.8 17.0 7.6 3.0 
G 15.8 0.5 7.7 6.8 4.1 
A 6. 5 2. 6 16. 9 4. 6 6. 0 
B 

9 1X '59 M 14.7 0.5 22.9 6.3 8.9 
G 16. 3 O. 5 15. 3 5. 0 5. 6 
A i 5. 1 1. 9 19. 2 2. 4 8. 8 
B!  7. 1 1. 3 11. 7 4. 5 9.4 

11 XU '59 M 14. 1 O. 4 6. 2 6. 0 8. 5 
G 16.311 0.2 17.9 4.3 6.6 
A ， 5. 9 1. 7 21. 4 2. 9 11. 0 
B I 7.9 1. 6 11. 2 5.0 9.8 

7 1 '60 M 12. 8 O. 8 4. 8 3. 4 8. 0 
&7 a9 ~8 
14.7 2.9 9.0 
17.4 2.6 11.3 

10 11 '60 M 9. 3 O. 8 5. 0 3. 3 9. 5 
0.5 11.9 4.1 7.2 
2.0 15.7 2.9 10.2 
1.4 14.1 4.0 8.9 

注:11話機成分は灰分に対するfl分'*で/]くした。
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う核手術によるボ弱がないためか比較的高い値を示し，夏季にそなえての燐の蓄積がみと

められる。その後アコヤガイの生殖JttJである夏季はn体内の燐の合千f量は低ドし，いわゆ

る肥大加である10月頃より燐の蓄積があらわれる。この増加は冬季に入り貝のの低

Hこともない-，度減少するが， 2)] 頃よりの成熟JVn，こ人ってゆくとjlv'こ次の生嫡JlJjvこそな

えて蓄積されてゆくのがみられる。

n肉仁ト!のカノレシクム， マグネ乙/ワムの季節的変化は第 3図より第10図に示したが，町民

瓜ru七にカノレνヲムの市長は!火分のそれと同様の消長をノ示している。 1米只についてみると

各臓器qJのカノレ乙/ワムはそう核手術11寺の後 1ヶ月ほどは比較的低い似を不し，その後急激

に増加して 8)Jにその合合量が最高となり以後減少してゆくが，吋fLのカノレνウムは珠貝

のそれと異なり 6)Jころの減少はみとめられない。また貝休i付に分布するカノレシワムを比

報jiJf ):;1; 真¥/ IJ5.j 564 
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第2附.j守只軟休部の燐聞をの季節的変化.第1関.珠Ll軟休部の燐般の季節的変化.
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較してみるとi白接貝殻形成に関係する外玉三膜は他の郎分よりはるかにカノレνワムの消長が

はげしいことが認められる。また珠貝における内臓部のカノレi/ヲムは，ほHの内臓部にお

けるカノレジワムとは異なりむしろ外音艇の消長に似ている。これは 5~~珠の成長がその門部

でおこなわれているためと推定される。このようにカル乙/クムの分布は，休内のいずれの

i部分においても 8)Jころを最高に以後減少してゆく傾向にあるが，マグネ νウムの消長は

これと逆にむしろカノレi/クム量の減少してゆく秋より冬にかけて漸次増加ずることがみと

められる。特に外進!岐においてはは具 lえJ~lJtにこの傾向が他の応分よりもll'fi著にみられ

るので，カノレ乙/クム，マグネ ν ワムの相互関係は f::l 殺や， LJZ珠の~:_íuaJ;着機構に非に重

要な供j迫性をもっていると推定される。

本研究に当り終始御指導と街j協)]をいただい

真珠Hの生化学的研究 V沢削・谷口5 )j 

111活犬J町長および試料処}iJ!に協力をい
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昭和 36主ド

ーゼ』ー成分
-{コー マゲ皐シウム

-0ー カルシウム

第10灰:.rま良内臓部の1m機成分の季節的変化.

ずこだいたけ下手，災保両氏に深謝するつ

要 約

1) アコヤガイの只肉の総，タト奮Il英周辺部，貝柱およびその他の内臓i:¥1iについて1m機成

分の季節的変化を町民，珠艮にわけて比較検討した。

2) 灰分1:11の燐，カノレジヲム，マグネ乙/ワムの?首長は各臓器によってそれぞれ特徴のあ

る李節m長がみられ，カノレνワムとマグネi/クムはその合有量において互に逆の傾向があ

ることがみとめられた。

3) 外套膜111に存在するカノレ乙/ウムは貝殻形成と密接な関係にあることは当然であるが

真珠核のそう人されている珠貝においては，カルi/ヴムの消長はl手貝のそれとは異なりむ

Lろ外資!肢のカノレVウムと酷似したyi'i長を;示した。
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アコヤガイの食性に関する研究

VI.低比重海水がアコヤガイの糞量に及ぼす影響吐)

太田 繁・福島洋太郎料

国立真珠研究所 東京水産大学噌殖科

現在真珠養殖の行なわれている漁場は，養殖施設のffui波性からして主として湾奥が使用

されているが，真珠の品質の点からしでも適当に陸水の影響を受ける漁場で生産されたも

のが外洋性の漁場で生産されたものよりも良質の真珠の出現ネーが高いことは一般に認めら

れている。しかし，かかる漁場は河川水が注入している例が多く，多雨期には海水の比重

の変化も激しく，アコヤガイの生命は低比重海水のためしばしば危険にさらされる虞があ

る。このため業者はこれに対する対策については常に注意をし，またこれに関する試験研

究(1)(2) (3) (4) もおのずからアコヤガイの致死限界の究明に重点がおかれて来た。そして

この研究の成果は今夏論ずるまでもなく真珠養殖技術の実際面に法く取入れられ，大きな

功績を残した。しかしながら一方において，生産される真珠の品質が養殖期間中における

環境諸条件の累績に左右されるものであることを考えれば，たとえ低比重海水がアコヤガ

イの生命に一寸寺的な危険を及ぼさない範囲でも好ましくない条件を明らかにすることは，

漁場の選定並びにその利用区分や養殖方法の上に重A要な事と考えられるので，低比重潟水

がアコヤガイに及ぼす影響の限界を明らかにせんとした。

研究方法は著者の…品人(太田)がかねてアコヤガイの食性に関する研究に当って，海水

の比主の変化によりアコヤガイの糞量がかなり敏感に影響されることをしばしば経験した

ので，糞の量的変化を測定する方法で研究に着手した。実験には設備や;万法になお多くの

改良すべき点、が残されており，必ずしも充分な結果とはいえないが今後の研究の参考に資

したく，その概要をここに報告する。

報告に当り，種々御便宜を賜わった国立真珠研究所長高山活夫氏に浮く感謝の意を表す

る。

供試材料並びに実験方法

供試材料は養殖 3年良(母貝)で，大きさは 36-38grのものをそろえ，実験の直前に

養殖いかだより取上げ，終了後はすぐにいかだに返し，貝の健康管理には充分な注意を払

* Shigeruδta and Yotarou Fukushima. Studies on feeding habits of Pinctada martensii. 

VI. The effect of diluted sea water on the amount of feces of pearl oyster. With English sum-

mary. p. 572. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 6 :567-572. 1961. 

1) 国立真珠研究所業績 No.67. (国立真珠研究所報告 6:567-572昭和36年 5月)
材現在1Il111奇真珠(神戸)
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い，これらの貝を10個 1組として実検に供した。実験終了後は各組の貝を混合して出来る

だ Pナ民の組み合わせが片寄らないように注意し，また実験糟内に牧容することによる見の

f0鰐を考慮して問ーの且を 2回連続して使用することを避けた。

seawaすer+pαrticfes
(yeosf， tCllcl 担 owa1er fresh water 

岡田町
@ぬ山 E CNo.I-3l 「

Fig. 1. Showing a set of apparatus for experiment. 

A... ...sea water， B... ...fresh water. C... ...sea 

water (holds particles in solution)， 
E......breeding tank. 

実験装置は第 1図に見るように設置し，各試験槽 (E; No.1， No.2， No.3)への注水

量は槽内の流速が毎秒約 4cm*になるように調節した。

f足比重海水は水道水 (7](源f土井7]() で徐々に稀釈し(B)，約30分間で川定の濃度とした。

したがって，供試貝が実験濃度の稀釈潟水に馴致するには充分な時間でなかったかも知れ

ぬ。実験i時間は夏・秋とも 4時間で，実験中は1r時間毎に比重を測定し，出来るだけ比況

をー定にするよラに調節したが水圧の関係で大体 0.00010-0.00030の範囲内の変動が測定

された。実験は 8月と10月の夏・秋 2回に分けて実施したが 8月の実験の場合は水温が26

_28
0
C で， この範囲の水漏lLでは実験槽内で炭取された餌料でも早いものは実験1I年間内に

排他される場合があるので (5) 実験槽内における餌料不足が糞量に影響することも考え

られるため，実験槽内の懸溺濃度がほぼ 1-2mg/tとなるように東洋紡酵母・イースト的・

タルク等を餌料槽 (C) より補給した。

排消された糞塊は偽糞と混同しないように約30分間隔でスポイトで採集したが実験槽IkJ

における実験のため他からの糞塊の混入は全く無かった。採集した糞塊(供試貝10個分)は

ホノレマリンを加え充分沈澱させた1:-.で容量を測定し，さらに化学天秤で乾量を衡最した。

実 験 結果

2 回 lこ分けて実胞した実験結果を -f，Ji表示したのが第 1 表である。この結果より低上l: i~:

海水が糞量に及ぼす影響を各実験勾:に，各濃度における供試貝の糞量(容量〉の実測値並

びに対照海水槽(詐通海水)における糞量(乾量)に対する低比重海水中における糞量を

百分不明でそれぞれ現わしたものが第 2，3図である。

アゴヤガイの糞量は対照海水 r~1 のものも各実検毎に相当大きな I~匡で変化があるけれど，

木本:主主i妊により)jlj途実施した海水の流速と糞量についての実験において流速がilj:秒4cm伎が資設が
最も多い結果を得たので本実験においては流J去を毎秒4cmとした(太田，未発表)
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これは野外の実験においても経験す

ることであるゆ。 しかし各実験に

おいて海水濃度を異にする水槽間で

比較してみると海水濃度がある程度

以ドに低下すると糞量がかなり顕著

な減少を示すことが全般において認

められる(第2図)。この減少の過程

において対照海水の濃度に近い稀釈

海水のものには対照海水中における

糞量よりかえって幾分増加の傾向を

示しているものもあった(第3図)。

以上の実験結果は海水濃度が低下

した場合はアコヤガイの糞量に影響

し，その影響の限界は比重 (σ15)で

およそ1.01800-1.02000 (S児。，24.596

-27.195)の範囲であることを示し

太fLI・福島一一アコヤガイの食性i乙関する研究5 )'J 
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考察

アコヤガイの低比重海水に対する抵抗性の研究に関しては，鯨の繊毛運動について結

城〈1) ，小林・松井 (2) また心臓持動については川本 (3) ，小林 (4) の研究があり，さらに

[8 (6) (7)は実証的な試験により母貝の成長や真珠の品質に及ぼす影響について論及してい

る。 前記の研究の中で，低比重海水の影響がアコヤガイの憾の繊毛運動に著しく現われる

限界について，結城はS，20児。，小林男松井はS，22.6問。からとほぼ一致した結果を報合して

いるが，本実験における糞量の減少傾向では第 2，3図に見るように比置付15)1. 018-

1.020 (S，24.6児。-27.2出。)の範聞でやや顕著な減少が認められた。

小林ら (2)は細の繊毛運動の実験において，総i片を実験液に浸漬する|時間を 30分間と20

IL'j' ~3~ との2通りにして実験したが， 30分間浸演した場合の影響が20時間の場合より影響が著

しく，また小林ゅの心臓持動についての実験において摘出心臓を普通海水から直ちに稀

釈海水に移した場合と徐々に作泊さした場合とで、は急激に作用させた時の方がややI:ii]い出

分濃度で仕事量が低下することを報告している。本実験では所定濃度の低比重海水に調整

するまでに約30分間位しか要していないので，供試貝が低比重海水に恩11致するための充分

なlI~j間が与えられていなし、から，小林 (4) の報告におけるごとく acc1imatization の問題を

当然考慮に入れしねばならないけれども試みに小林ら (2) の惚の繊毛運動における克験にお

いて，実験液に30分間浸漬した実験の結果と，本実験の結果をその時の普通海水に対する

稀釈!支分率)に換算して比較してみると， 90-80%稀釈海水ではほぼ一致しているが

70%稀釈海水では糞量の減少度が繊毛運動のそれよりもかなり大まい。

第 31到に見るように，士、IJ1fii海水よりも比京のやや低い海水においてかえって糞量が噌加

している例がある。このことは，この場合の海水比重を最適比京とすべきか，あるいは比

疋の変化による刺激で一時的のものと解すべきかは J 応別にして，小林らの総の繊毛運動

や小林の心臓持動の実験において，前者は90%，後者は80%の稀釈海水において繊毛運動

の比較値や心臓の仕事量が最大となっていることと同じ原因に附るものと考えられる。

'五験例の11]で，第 3図の 6-8， 12の例に見るように比較佑の減少度が他の実験例に比

べて小さいものが見られる。これらのltで， 6-8は対照海水の比主がもともと幾分低く，

これに牧容した只の糞量も他の例よりも少ない場合である。また， 12は対照海水槽の貝の

奨量も著しく少ない場合である。このように対照海水中の貝の糞量が日によって大ぎな差

があることは野外における糞量の測定 (5) にもしばしば見られることで，実験の影響より

もむしろ自然環境の影響(6-8は台風， 12は前日に180mmの降雨)と見るベさであろう

が対照海水の比京の低い場合に減少率の少ないことは小林の実験における acc1imatization

の問題とも関連するものと考えられるo 第 2図の夏 (1-8) と秋 (9-15)の実験にお

ける減少度を比較してみると，秋の実験がやや高い海水濃度で減少の傾向を示しているよ

うにもうかがえるが，実験例が少なく推察の域を出ないので，アコヤガイの季節的活力と

抵抗性については今後の研究にしたいと思っている。渡部(畠)は英虞湾の迫子浦漁場にお

ける養嫡点政の真珠質の分泌量が 6-7 )jに減少することの原IEIとして，比重の低下と産

卵期における生理現象を推論している。このことを比重の低下のみについて検討するなら

ば同期間中に出現する可能性のあるアコヤガイの生存を危険にするような異常低比重の直

接的な影響もむろん考えねばならぬが今般の実験結果から同期間を通じての現象である連

続的な低比重海水の影響の累積も過看出米ないのではなかろうか。
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以 Lの実験結果を総合するに，小林ら ;itびに結城の闘の繊毛運動による実験結果よりや

や高い海水濃度で糞最:の変化が認められたが，これは前断のごとく acclimatizationの関係

に閃るものかも知れぬ。本主においては現在のところ貝の給餌の技術的なildがオ¥解決の

ため長時間にわたって徐々に海水をF希釈することの[ふ1~1f性を欠点として認めねばならぬ。

しかし養補場における山水時の海水比をの低ドは湖汐流の関係で比較的に急激に交化する

場合も多いので，本実験の結果により日倒的な限界を j;~一定する '}l:が 1 1:1 ;jミると考えられる O

要約

1.邑海7](rllにおけるアコヤガイの糞量と荷釈海水111における糞量とを定量的に測定

し，稀釈海水1:11における糞量の減少程度からアコヤガイに影響を及ぼす稀釈潟水の濃度の

限界をしらべた。

2. アコヤガイの糞量に及ぼす稀釈潟水の影響は比重 (σ15) で1，01800-1，02000(5， 

24.6児。-27.2出。)からやや顕著になり，舵(の繊モ運動による結城 (5，20見。)，小林 (5，22.6

見。)の報合より幾分rt!Jめの海水濃度で影響が認められた。

3. 2の結果は小林 (4) の報告におけるごとく馴れの問題にも凶るものと思うが従来比較

的に等間仰されていた比主の組問内でも技館量に直接に影響するから，長時間jにわたって，

あるいは頻繁に低比主潟水が出現する場合には，たとえj士の生什には危険がなくとも成長

や真珠の品質に影響があるものと推察される。

Surnrnary 

The effect of diluted sea water on the feeding of pearl oyster was investigated 

quantitatively with special regard to the difference uf the amount of true feces. The 

results are summarized as follows: 

(1) The effects of diluted sea water on the amount of true feces were conspicu-

ous below 1，01800-1，0200 specific gravity (5，24，6-27，2包0).

(2) According to the re3ults obtained in this experiment， following consideration 

may be possible. In such circumstances the low salinity sea water is frequently occur-

red， growth of shells and quality of pearls were disturbed， even if the shells were not 

perished. 
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アコヤガイの食性に関する研究

V1[.環境海水の流速によるアコヤガイの糞最の

変化(予報〉町

太 田 繁

国立 真 珠 研 究 所

筆者はアゴヤガイの食牲に関する研究において，アゴヤガイを垂下養殖するi具合に 1合

のいかだ内においても貝の垂下位置によって糞量に差があることを明らかにし，その差は

貝によって摂取される懸濁物質の垂下位置による量的な差よりもむしろ環境海水の流速に

より多く影響を受けるのではなかろラかと推察した(1)。 これの当否については室内実験

において明らかにするよう実験を継続lわであるが，その後，丹下・商飯 (2)は特別に考案さ

れた積算流速計料を使用して 1合のいかだの内でも外側と中心部では潮のifEれの速さに

かなり顕著な差のあることを測定した。この測定によると，いかだの外側から111心部に移

るに従って流速は減少するが，その減少の傾向はさきに筆者が報告 11)した糞量の減少傾

向と似た傾向を示したので，今般はさらにこの関係を確かめるための実験の・つとして，

流速を阻害した場合についての定外実験を実胞したのでその概要を報合する。

報??に当り，研究の機会を与えられた国立真珠研究所長高山活犬氏に厚く感謝の意を表

する。また流速の測定につぎ助言を賜わった丹下技官並びに測定の労を煩わした位|飯保氏

に深く誘i窓を表する。

材料及び方法

材料は養殖3年貝(母貝)の中から出来るだけ同じ大きさの貝を40個選別し(平均値:

殻高 59.2mm，殻重 26.1gr)，各20偲を金網かご (27x 27 x 10cm)に牧容して第 1区!の位置

に垂下した。君主下深度は同じいかだの他の養子長かごと同様に約 2mとした。試験員を牧容

した二つの金網かごのうち，一つは図に見るようにさらに周聞のみ6.6mm目の金網を張っ

たわくの中につるしたが，このわくの巾に入れるかごは実験ぽに交互に取り替えた。

アコヤガイの糞の採集方法 1'i前$[~ 13 )の方法に準じ，かごのままネット内に4時間つるし

本 ShigeruOta. Studies on feeding habits of Pinctad，αmartensii. VII. Differ巴nc，" of the-
amount of feces due to the current in cョlUreground (a preliminary report). Bull. Natl. pearl 

Res. Lab. 6: 572幽 575. 1961. 

1) 国立真珠研究所業績 No. 68. (国立真珠研究所報告 6: 573-575. U日，fI:136年 5)J) 

2) 本研究は農林水産試験研究振興費，内情貝類漁場の特性区分とその生淳一に隠する研究の企部とし
て行なった。
料 協和商工株式会社製作，構造および機構については別報する。
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第1閃. 試験用かごの垂下位置と'ifrT方法.

て採集した。限集には出米るだけその日の湖の流れの影響を受けやすい時間を選んで実胞

し，採集した糞の沈澱量投ぴに乾燥量を求めた。流速の測定は糞の採集日の翌日に，金制

かごのwドi;i:置に前記の流速計を設置して実胞した。

実験結果・考察

第 2 区i は 11月 30 日 ~12月 1 日に測定した流速の記録である。関に見るよラに No.l の位

第2図. 流迷の測定記録 No.1...…対照， No.2・・わくの中(第 1図参照)

置に設置した流速計は16~171侍と 5~8 時の間に比較的に強い流れを 2 [~]記録しているが

(16~1711，\における流速は約8cm/sec) ， No.2の位置における流速はこの流速計の精度では

記録出来ないまで枠の金網のために減速されている。流j去の狽u定はi混迷計の整備に不充分

な点があり，実験停に必ず、しも24時間連続した完全な測定は記録出来なかったけれど，各

実験ともほぼ第 2E!?:Jのような記録をした。

一方，採集した糞量を第 1表に示した。貝は実験fすに垂ド位置を交互に取り替えたにも

かかわらず，表で明らかなように No.2の位置につるした場合の糞量は No.lの位置につ

るしたものに比べ，各実験毎の減少率にこそ差はあっても例外なく少なくなっている。
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月日

第 1表糞量の比較

護量 l 沈 j殿量

7 

28 

(cc) I 必
20貝/4時間

57 

59 

61. 0 
35.0 

57.0 
34.8 

タ。

77 

71 

61 

69 

文献

前報(1)において1台のし、かだ

の内でも蚕下位置により糞量に

差があり，それが潮向と関連が

あったこと，また丹ド・西飯 (2)

が 1台のいかだ内においても位

置により流速にかなり顕著な差

のあることをd制定していること

などから，本実験の結果も流速

の影響によるものと推察してい

る。しかしながら，第 2凶に見

られる流速の大きな差は 2回の

は!になって記録されているがここ

のよラな差のみが直接糞量に影

響したとは考えられなく，むし

ろ本実験に使用した流速計に記

録されなかった微速の流れやそ

の持続時聞に問題が残されてい

ると考えられる。

(1) 太田繁 1959. アコヤガイの食性に関する研究 lV.養殖条件(いかだ内における尽の垂下位置

並びに漁場)によるアゴヤガイの糞最の変化(予報)• 国立長珠研報 5: 439--442. 

(2) 丹下学・西飯保未発表.

(3) 太問繁 1959. アコヤガイの食性に関する研究 l アコヤガイの糞の量の季節約変化. 国立真
珠報研 5:429-433. 



アコヤガイ Pinctadamartensii (Dunker) 

の生殖腺に関する研究

lV. 生殖腺抽出物質が生殖機能に与える影響町

植本東彦・小川恕人

国立員;珠研究所 国立遺伝学研究所

高等動物においてみとめられるがごとき所謂性ホルモンが，果して}!!t脊椎動物において

も確認できるかと云うことは興味ある問題である。また，真珠養殖に当って lij:貝の掛卵時

期を計画的に決定できると，そう核作業の能率，円滑化を計る上にEj~ めて好都合で品うる。

筆者らがアコヤガイの生娘腺の成熟並びに放出に関与する「ホノレモン」物質を追及したの

はの、土の国由によるものである。 既報のごとくアコヤガイ生殖腺のエーテノレ可溶ij!ff拝発性

塩基成分が，著しい排卵精促進効果を示す事がわかったので1)，今回は同成分の効果の判

定のために組織りJhによって顕微鏡観察をおこない，また，同成分の分離法を改良，精製

を進め，知見を補い得たので報告する。

稿を J~けh るに当り，研究の機会を与えられた開立真珠研究所長高 IJI 日夫氏に感謝のなを

表する。

材料及び方法

(1) アゴヤガイ生殖腺成分の分離

昭和33年2)j中旬(真珠採取期)に， 4年生アコヤガイの生殖腺組織 737個体分(生鮮

重量 780g) を採集後!直ちに 3倍容のアセトンに投入， 1週間放置後粉砕し充分組織が乾燥

するまでアセトン抽出を繰返し(1000ccずつ計 3回摘出)白色粉状の乾燥組織を保存。

この乾燥組織粉を次に 800ccのエーテノレで 5回抽出し，残波は捨てる。 ヅ7樫色透明のア

セトン抽出分約 5500ccは， 60
0
C以 lごでアセトンを去り(減圧〉褐色?If!分を1Mえた不透明

黄色液，約 600ccを得た。これを分液漏斗を用いてエーテノレ抽出分と合してさ硝で乾燥後

1000ccになるまで減圧濃縮する。

エーテノレ拍Ll'，分を 100ccの 2NHCl熔液で 4回振り (4回目より i伝析併Jm，出恭成分

をエーテノレ分画より塩酸塩のj彩で分離し，直ちに 2NNaOHで-llJ和遊離塩基として再びエ

ーテノレで振り返し(100ccで 5凹)エーテノレをせ硝で乾燥してから減圧濃縮して透明黄色

油分1.5gを得た。

* HarはhikoUemoto and Yoshito Ogawa. Stucii"s on the gonad of the pearl oyster Pinc-
tada marte17sii (Du司ker)，IV. E百'ectsof the gonad extracts on the reproductive fllnction. Bは11

N atl. F e lrl Res. Lab. 6: 576-585. 1961. 

1) 間¥1.真珠研究所業績 No.69. (同友真珠研究所報'(1j_ 6: 576-585. 昭和36年 5月)
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|付怪1.7cm，長さ 12cmのアノレミナ住にクロロホノレム， エーテノレ， メタノーノレ及びそれ

らの混合溶媒を展開剤としてカラムクロマトグラフにかけ 3分闘に分つ事を得た。即ち

表 1のごとく，まずクロロホノレムで展開したとま溶出したものを梅基 1.，エーテノレ展開で

溶出したものを塩基}[.，メタノール展開で溶出したものを塩基J[.，とした。

それぞれの収量は 0.8g，0.2g， 0.4gであり，塩基 1.のみは黄色であるが他は無色である。

なお 3者共収品を含む粗結晶体である。生理実験はこれらの 3分阪について前報 (1) と問

要領でおこなった。

植本・小川一一アフヤガイの生摘腺に関する研究lV5月
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(2) 生盟実験

実験に使用したアコヤガイは，三柔県産の 3年生母艮で，昭和32Sl二秋から英虞湾御陵{甫

に越冬し，翌年4月以降当研究所多徳島臨海実験所地先の海域に移された民であった。

性腺抽出物の 3種の結晶は，予めオリブi由懸濁液としたものを用い， 1.f[fti133il三6月 6日

に 1個体 O.lcc宛注射器をもって足部筋肉内に注入した。注入後15日目 (6月20日)及び

30日目 (7月 5日)の 2回にわたり表 2のごとく襟本の採取を行なった。

標本の採取表 2
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同定はズーナ液，包持!はパラフイン，染色はハイデンハイン・鉄へマトキジ vンーライ

トグリーンニ京染色及びアザン染色によった。 一部の材料はブオノレマリン固定によってゼ

ラチン包埋，凍結切片ーとし，ナイノレブルー，ズダン黒B及びIVの染色によって， it入した

Jm質の検出に用いた。

観 察

(1) 生婚!践の発注段階の分布

生殖腺の発達過程における段階の区分は，さきに次の 7段階に区分した2)。第 1M (成

長前期j)，第 2別(成長後期)，第 3期(成熟期)，第 4，[出(放出l出)，第 5JUJ (放出後期)，

iTS 6期(法胞前期)，第7期(液胞期)であって，第 1及び第2)出は生組能}Jを有せず，生

子向J国は第 31明をもって始まり第 5 期に終る。第 4 期は生殖~JJの最盛期に当る。第 6 l!flは生

勉JUJ直後の時JUJであり，第 7，HJJは次期成長期への準備期間に当り，共に生殖能力を持たな

い。以上の区分に従って実験群及び対照鷲の状況冶区分し，更に各段階の個体数の百分率

なとり図 1を得た.実験開始後151:1白 (6月20日)の各群の状況は，主験及び対照の各群

;([ιムL
実 LLJL 
当骨 Kry5ta.1..1I . 

君草

Jikム

L-h 

Jtに第 3+切に分布の11:1心があると思われる

が，実験若手は 12.5%ないし 15.3%の第 5J(Jj 

に属する個体がみられ，対照詳との相違を

みせている。 30日目 (7月5日)にあって

は，それぞれ第 4期に分布の中心がみられ

るが，実験群と対照群とは5f:}5期及び第 6

期の分布に明らかな差がみられている。こ

れらの分布の相違については，考察の演で

詳述するの

(2) 実験群の組織{象の観察

足部筋肉内に注入された薬液は，収足筋

j奪回の胞状結合組織1)すに大小様々の油球と

なって分散し，遂次皮下筋肉，足糸腺， 1/1 

!鴎腺，腸管等の間質中に移行し，次いで生

殖腺の周聞から猪;胞と櫨胞の間隙に移行す

る。これらのldl球の周聞は，極めて多くの

血球によって覆われ，この血球塊は櫨胞を

押しのけるごとくに増大する。それに伴つ

図 1 て足糸線下の部分から生嫡腺の後退がみら

れ，漸次内部に及んでゆくごとくである(附図1--8，9--10， 13--14)。この場合， lal球の

侵入に伴ってその部分の生嫡腺に，猿胞の成熟と生殖細胞の放出があった明瞭な形跡を有

する個体が，特に Krystal-I群に多く観察された。しかしながら発達段階の判定に当つて

は，生殖腺全体の状況を観察して判断した。

生殖線への油球の侵入程度については 4段階に区分し，それぞれ下記の基準を作った。

一…油球が生殖腺及びその周聞の組織内に全くみられない。

十…油球は生殖腺の周囲の組織内にみられるが，生殖腺内にはみられない。
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十十・・油f求は生タi直線内及びj司聞の組織内にみられるが， i由球による議抱の圧迫その

他の影響はみられない。

1汁…j由球は生組腺IAJ及び周同組織内に多量にみられ，生嫡腺に影響を与えている。

これらの区分に従って観察すると，実験開始後15日目と30E1日との聞には，特に大きな

尤:はみられないようであった。これらの油球の侵入程度は，組織内における分散の科度の

みを志味し，薬物の効果は考慮されていない(表 3)。

表 3 t主入成分の侵入程度

十

1 。 13 

8 7 1 。 16 

10 4 。 。 14 

8 4 1 。 13 
30日目 Kr. lf 10 4 1 。 15 

(7月5日)
9 4 1 1 15 

鴻胞間i療に侵入した油球の同開を覆ラ l血球は，法胞の結ノトをもたらせ，次いで漉胞内に

侵入し生締結i胞を崩壊あるいは喰食し，猪胞の退行を{jfすごとき行動をとる。その結果鴻

胞は消滅し，漉胞の存在が判明しない部分を生じてくる。この現象は，生殖腺が充分に発

達せずに鴻:胞間隙が広い個体あるいは生嫡期を終 fし鴻胞間隙が大きくなった個体に，よ

り多く観察された(表 4，附図 11… 12，15--17)。

表 4 ;it_入成分の影響

J采川山入)]

15日目 I Kr. II 
(6 )]20日)I ~~:置

Kr. I 
30臼目 Kr. II 

(7月5日) Kr.置

ャ…・全体に観祭される
(ト)・ ・・部分的に観察される

ー 一全く観察されない

11 

5 10 

油球児聞に集まる血球には 2種類、みられ，比較的大裂の絞内に網状あるし、は頼粒状の染

色質をよ告するもの及び細胞質が透明で円形の小肢を有ずるものとであり，油球に伴って現

われる血球は主として前者であった。これらのうち後者は単以球であると思われたが前者

については同定出米なかった。正市'な状態にあっては第 6~MJJ あるいは第7tÞlにおいて生鏑
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腺に多量に出現する血球は;として後者であり，これらは鴻胞の形成に関与するものであ

る。また，実験貝の鴻胞の退行に関与すると思われる血球は，主として前者であった(附

図19… 20)。

ナイノレブルー及びズダン色素による脂質の検出の結果，組織内のi白球はナイノレブルーに

よって鮮紅色を呈し，またズダン思Bによって濃青黒色に，ズダン IVによっては鮮燈色に

あらわれ， ?白球閣内にil弱状に観察された。また，組織標本において血球がみられた油球の

周聞は，大ノJ¥の細かい球状の脂質が認められた。漉胞内部は，その内側，特に生嫡原細胞

及び母細胞のみられる部分に，微細な球状または不定形の脂質を認めた。これらは正常な

場合の脂質の反応にくらべ，脂質頼粒としての形も大まく不整であり，また多量である。

これらは生殖細胞内部にはみられなかった(間関21-26)。

考 察

(1) 生殖腺の発達段階の分布

実験開始後15日目 (6月20日)及び30日日 (7)j 5日)における実験詳 (Kr，1， [， m 
群の合計)と対照詳との生殖腺発達段階の分布!の差を検定した。検定に当つては，各若手・

各段階の出現率を百分率で求め，これを逆iE弦変換した数値を用いて x2岨検定をおこなっ

た。検定の結果は表 5に示した。これによれば，実験開始後15日目と30日目のそれぞれの

採取月日

15臼問 (6月20日)

30日目 (7月 5臼) 4 

表 5 X2 検定

-対照群問

X2s 

36，419>が(0，01)

42， 276>X2 (0，01) 

実験群内

5，541くれ(0，05)

20，416>が(0，01)

実験・対照両群間に有志の差が認められた(危険率 1予約。更に15臼自の尚詳について生

子l電線の発達段階の第5及び 6;闘を除外して再検定した結果では差が認められず，この両群

間における差はこの第 5及び 6期の部分の出現率の相違によって生じたものであると考え

られた。すなわち，主として実験群の生殖活動が下り坂になりつつある傾向を示すもので

ある。 30臼自の両群について同様な検定をおこなった結果は有志;の差があり，実験群にお

いては対照群にくらべ第 3JtEJの出現率が低いことを示した。また他の段階での出現率が対

照群よりも多くなっており，全体的にみて対照群より生殖活動終了の方向に向いていると

判断された。

実験群内では15日自の Kr，[， IT， m群間に差は認められず， 30白目に至って Kr，直前ーと

他の 2TI'f:ーとの間に有志:の差が認められた。これは Kr，班群における第3J切の出現率が Oで

あったことが差を生じた原因であった。

以上の検定結果から，投与した物質は貝の生殖腺に影響を与え，その生殖腺の発達を促

す効果があると認められたが，個々の物質問には効果の上で大きな違いはないと考えられ

た。



5月 植本・小}II一一一アコヤガイの生子l直線に関する研究品l 581 

(2) 抽出物の効果について

上記の結果は，生殖腺の成熟度の構成の分布のよ;からみた結果であって，投与した薬物

の影響という点から生殖腺内の状況を観察し，生殖細胞の放出能力を検した場合について

述べる。

投与した油球の生殖腺への侵襲，それに伴ラ議胞の圧迫・縮小及び退行によって，生殖

能力に影響を受けたか否かを検し表 6にまとめた。これによれば，影響を受けてその能力

を一部欠く状況を示すものが， 15日目の各群において31%ないし64%，30 日目で27~ぢない

し46%みられ，全く能力を失った個体は30日目の群で15%ないし20%もみられた。

表 6 生殖能力

(十〉 + 

Kr. 1 2個 (15.4%) 4個 (30.8労) 7個 (53.896) 13個 (100%)

(615月日20目日) Kr. 1 011 ( 0 11) 811 (50.011) 811 (50.011) 1611 (10011) 

Kr. I 011 ( 0 11) 911 (64.311) 511 (35.71/) 141/ (10011) 

Kr. 1 2偲 (15.4%) 6個 (46.1%) 5個 (38.5%) 13個(10096)
30白目

Kr. 1 31/ (20.01/) 61/ (40.01/) 61/ (40.01/) 1511 (10011) 
(7月5日)

Kr.亜 31/ (20.01/) 41/ (26.71/) 81/ (53.31/) 15// (1001/) 

一一←ー…ー
十…・・正常に有する
(+)…… 1部その能力を欠く
一…・・全くない

すなわち，投与した物質は，正常な形によって生殖能力の低下をもたらしたものではな

くて，血球の行動によって癒胞の退行をきたし，その低下をもたらしたものであった。ま

たこの現象は抽出物の種類によって差異はなかった。

以上のような血球の行動，すなわち血球の増加，その生殖腺への侵入と瀦胞の崩壊とい

った現象を，そのまま抽出物質そのものの生理的影響と判断すべきであろうか。

異物の侵襲に際して血球がその周囲を覆う行動は，アコヤガイのそう核手術に際しても

亦常にみられる組織像であって，注入したオリプ油の油球について同様の現象がみられた

ことは当然であると思われたが，ただ，そラ核手術の場合には生殖線漉胞の退行現象は起

らないのである。従って血球のその後の行動，つまり生殖腺への侵襲とそれを崩壊・退行

させる現象は，注入した物質による効果であると考えられる。しかしながら，この注入物

質はオリプ油懸濁の抽出物であって，オリプ油そのものの影響をその効果から差引かなけ

れば，抽出物そのものの効果を判然とすることができない。不幸にして当該実験において

はオ Yプ油のみを注入した群を作らなかったために，この最も重要な点において結果を不

明瞭なものにしてしまった。この点について更に追試する予定である。

要 約

(1)アコヤガイ生殖腺からエーテノレ可溶難揮発性塩基成分を抽出し，これを更に分離し

で3穫の粗結品体を得た。

(2) これらの物質をオリブ油懸濁液とし，アコヤガイ足部筋肉内に注入し，生嫡腺に与
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える影宅?を組織標本によって観察した。

(3)生殖思表の発達段滑の区分に従って，その構成の分布を実験・対照両群について比絞

した。検定の結果は，抽出物質の注入後15日及び30日目共に有意の差が認められ，実忠実主1

の生嫡腺はその成熟が促進され， J1JEに生殖能 }Jの低下の傾向を示した。

(4)住帰能力の低下は，鴻:胞の生殖細胞の放出刀、外に，主として注入油液の生殖腺内へ

の侵入にはじまり，血球の集合，その集合による議胞の圧迫，強胞の縮小と崩壊等の退行

現象によってもたらされた。

(旬以上の結果から，生猶腺抽出物質のオリフ札1;琵溺液は，生殖細胞の産生に影響を与

えることがわかったが，オリブ油の生J;]l的作用が明確でなかったために，抽出物質のみの

効果の判定は困難であった。

文 献

1) 小川l恕人・原FH雄凶郎・ FriJ井敬雄 1958. アコヤガイの性ホノレモン)， 医学と生物学 46 (1) : 
42--45. 

2) 植本来!歩 1958. アゴヤガイの生組腺にi却する研究 lf. 1]ij¥'L真珠lj}f報 4: 287-307. 

附図の説明

1-8. 料品懸濁油政の生被腺への侵入状況 x6ふ ハイデシハイン・欽ヘマトキ νリン…ライト
グリーン染色 1-4:合， 5-8:♀ 1 -侵入程度十十， 2-γL 3~--:{- ， 4一一 5--+，6.---:." 7----':， 
8-- . 

9-10. 精巣の鴻抱間隙にあるyrJj球とそのj苛凶を覆う lill};Jc )( 110. 

11. 精巣の縮小と退行 x110. 

12. rmJ求のil妻、胞内部への侵入 x312. 

13. 卵巣内にみられた油球と血球 x110. 

14. J'iIJ巣泌胞内への油球及ひ血球の侵入 x110. 

15. 卵巣内に侵入した油球と，その周辺提言、胞の返行 x110. 

16. 卵lヨ細胞内に侵入した血球，附附14，15にもみられる x500. 

17. 精巣の退行 x260. 

18. 中嶋腺(肝臓)間質中に侵入した油球 x110. 

19-20. 油球均四を覆う血球 19ーx500，20ーx260.

21-25. 凍結切j十による油球(象 21-22-X250， nile blue染色. 23-x 290， sudan lV染色. 24-

x 290. sudan N・haematoxylin染色. 25--x 230， su dan black B染色.

23. 精巣内にみられる脂質頼粒 x280， sudan N..--haematoxylin染色.



5月 植本 ・小)11一一アコヤガイの生殖!腺に関する研究 lY 583 

附図



社ト

図豆

(
t

 
σ
3
 

ロ時間目出骨応

宮
、

封同同判例阻

4y

∞ 旧



5月 植本 ・小川一一 アコヤガイの生殖腺に関する研究 W 585 

附図 17-26 



真珠養殖過程中におけるアコヤガイ

の生活活動の変化が真珠形成に及ぼ

す影響

1I. 表IIiI構造と光沢の季節的変化*， 1，2)

J
I
1
 

出 浩 爾

Ililな負;珠 iJ十究所

真珠安勉が他ω水産物養勉と著しく異なる事は生物休日体の土台肉量;が問題になるのでは

なく，生物体内で作られる氏珠の色，光沢，巻ま， 2立びJI:;;7)'問題になる o i;'Eって生物件、に

与えた一定の条例がl直線的に製品の良Ntに結びっくよりも，むしろ互いに関与した幾つか

の生活代謝出動と真珠袋上皮細胞臼休に限定しうる変化との総不11として現われるため，

I米安捕の合理的集約的経引を確立するにはDI:k.代議Jを仁II'I!自に多方而にわたる研究をおこな

い，因果関係を明らかにする必要性がある。アコヤガイ Pinctadamartensii (Dunker) に

よって養殖した点珠の色は「渉色，実体色及び巽常形成物の色 pigment U)存在と他の原

はlによる三つの湯合が考えられるーのへの投映の つに火別する事が可能であり，こ

れらの組み合せによって幾多の色彩が出現してくる。ことに光の反射は結l'if'，tJXの厚さ及び

積みifcなりの規則j性， 1iJddlのjf:;;，大きさ及び配列によって大まく 1].:イ1される。しかも 1伺

の点珠の品質を詳イIffiする局台には形によって部分的に多色性を示すから， )伝はIちに変形に

関係するだけでなく，厳密には色彩に関係してくると云わねばならね。ここで呉氏品質に

関与する安素が|司」経路において決定されてくるとは考えられない。すなわち石灰分泌日

動の高低，異質屈の形成，色素代議jの有無及び点珠の形は個々独-¥/:した経路において決定

されてくるが，局所的にみるならば真珠形成に関与していると皮細胞に限定して問題を取

り蚊う事が可能である。 真珠袋と皮細胞の活動は生物体の碁本的な物質代謝の cycleや生

活運動のけiにおいておこなわれているから前者は後者によってその機能に影響を受け強く

制約されるであろラ。もちろん核入れ当初jにおける真珠袋形成のような特殊な問題は移植

細胞自体のんが強張されるかも知れないが，やはり生物日休及び移純部{立の状態が大まな

影響を与えていると思われる。こうした機待の一部に変化がおこれば産出される点1えは油

珪素に変化を生ずるよりも，品質全体に影響を受けるのが・般的であるように忠われる。

* Kdji Wada. The in自uenceof the life-activity upon pearl formation in the pearl culture of 

Pinctadαmartensii (Dunker) II. The seasonal changes of crystal growth and luster of the pearl. 

With English summary， p. 600. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 6: 586-606. 1961 

1) 国立真珠研究所業績 No. 70. (国立真珠研究所報告 6: 586-606. 昭和36/，::5 ) J ) 
2) 昭和35年度及ひ36年度日本/Ki:'f学会年会で一部を講演
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191Jえばわ灰沈着に変化がおこれば，巻きにi直接変化をおよぼす事はいうまでもなく， ~~R I]}j 

成長が影響され結Sl'，HlZの!手さ，積み豆なり，結品の形等々に変化を生ずるから，色，光沢

fこまで影響が及んでくるであろう。

l~íJ報8) で述べたように， InJ ・漁拶Jで、主主成したnでも生}W状態に去を生ずると克珠形成は

個休によって異なってくるから，その結果として市7こ貞珠品質に大きな個体去が現われる。

すなわち夏季にほ集['1:1を構成している個体の平均生活代謝出動より著しく低ドした貝での

山政形成の問題を一例としてとりあげてt指摘した。しかし母集団を構成している大部分の

個体は類似した生活史を経過してきたならば類似した代謝活動を示すと考えられるから，

これら大部分を，l:iめている個体がj策境の季節変化に対して代謝活動がどのように変化し，

ff珠1111質に影響ずるかを論じる事は養殖業界ではいたってJ主要な問題と考えられる。ここ

に結品成長の季節的変化がf.l珠の品質，特に光沢にどのように影響するかを観察し，浜上

げ11寺川や漁場の[li'J発のための・資料を挺供ずる。なお山珠の構造と色， )¥':沢王立び結jlZ成長

の基礎問題については別の機会に報告する。

本文に人るに先だち，御指導ドさった|主|立去珠研究所出;111活犬所長， J立ひに主教育大

学四学部鉱物学教主須藤俊男教授に感謝する。なお光沢量の測定にあたり碕々便宜を与え

られた東京}'q朱検査所古坂象:二郎所長，並びに遊佐技官にj亨く御礼申しL:_げる。この研究

の .:J~) は農休水産技術会議の昭和135f l:[JiI内留学 I[j におこなわれた。研修 Ifl荷々の御便宜を

Fさった道家調査課長並びに大賞技官に深謝するり

観察 及び結果

1) 実験工lの外部jl~l1主的特徴

t克た験p加J列j間を通じてJ克ミ持5験食剣1
に十ポ恥石ji;ド養!成戊してあつ7たこ 3千年!ドて-4{句!局生のアゴヤガイ Pinctαdσ mar付tel仰ns“Slμi(Dunker) で， Text-

fig.1aにみられるような稜柱尉鱗片状突起が比較的よく成長しているものを使用した O

鱗j十状突起は冬，UJJ生活機能が低下しているとき柔軟性を失い，ぜい弱となりわずかな外

)Jに対して脱法しやすい。冬眠党院後，新しい柔らかい鱗片状突起が介殻内i(，iに成長して

くるが，成長1115J切の個体~~~の i隔が大きく 3 月中旬から 5JjJ二 fl]にわたってし、る。一般的に

は，夏から秋にかけて訂版代謝機能が盛んになり新しい鱗片が次々に成長するが，冬に入

りI写び成長は遅くなり聞くなる。しかしある個体は生活機能の回復が遅<，夏になって

弱し鱗片状突起の成長を見ないものもあったが (Text幽 fig.1b)，これらの個体は実験に使

用しなかった。

2) 上l体pHの季節的変化

只休の pH は l~íJ報の (2) 項におし、て述べたと同じようにしてガラス電極 pH メーターに

よって測定した。測定は1958iド6)Jから1959年 8)jにかけて行ない，会出とも 5個体につ

いて調べ，その平均値をとった。その結果を海水の pH及びノ'1<.ihitと比較して Text-fig.4に

/}ミしたo

n体の pHは 1{r:に2凹の顕著な周期的変化が認めれれる。すなわち，第 1年目は 7) j 

k旬から 7) J 1[1句にかけて7.2-7.3の最大値を示し，その後急速にド降して 8JJ F切に最

小{出をiJ'すが， 9)Jに人って上昇し始め， 11月から12)Jにかけて極大備に迷ずる。その後
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Text司貧富・ 4. 貝体の季節変化曲線.

再び下降して 1月下旬から 2月にかけて極小を示す。 3月から 4月にかけては個体差のl隔

が大きし冬眠覚醒期及びその後の生活活動の個体差が大会い事を示しているが，除々に

pHも上昇し，降び産卵直前に最大値を示す。しかし測定の第 1年自の貝体 pHの夏期極

大値が 7月上旬にあり，極小値が 8月下旬にあるのに対して，第 2年自には極大値が 6月

中旬にあり， 7月下旬に極小備があって，ともに約 1ヶ月のずれを生じている。これに対

して海水の pHには貝体の pHの変化に見られるような周期的な年変化は認めがたく，む

しろ測定当日及び前日の気象及び海象によって支配されている。たとえば， 1958年 8月初

日急速に pHが低下したのは前日に接近した台風の影響によると思われる。

以上からわかるように，自然の状態においては謁般に環境水の pHと貝休の pHとの間

には関連性が認めがたく，貝体の pHは環境水の温度及びその他の要素の変化に伴う貝の

生理変化に影響をうけて変動していると考えられる。例えば1958年と 1959年の夏に昆られ

た貝体 pHの最大値及び最小値のずれは，この両年における生殖線の発達経過及び浮遊稚

貝の発生状態の差とほとんど一致している事から，この時期における貝体 pHの変動に産

卵行為が影響を及ぼしていると考えられる。また冬期の具体 pHの下i習は物質代謝活動の

低下によると考えられる。

3) 季節別民体 pHの日変化

前項において貝休 pHの年変化を調べ生活活動の季節変化を考察したが，各時期におけ

る貝体の pHの臼変化を調べる事;により，更に季節別の貝の生活活動の状態を知る事が可

能と思われる。 Tab!eVIに季節別貝体 pHの日変化を比較して示した。小林 (1950)1)が

指摘したように，夏から秋にかけての貝休 pHは1日2回の周期的な変化が見られる。し
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1958， vrr/30~w/31 

i頁再l氷…乱
[J r侍 IJ.-.l._

I pH (oC) 

Table v1 季節別貝体pHの日変化

1958， X /30~ X/31 1959， I!26~ I127 1959， V /21~ V /22 

時…民両混|日瓦一両面1 瓦瓦五
pH (OC) P "<J pH ， (OC) C:I "'f pH i COC) 

7.10! 12.5 21日 09:0030 IJ 11: 35 7.11 29.9 30日10:00 7.24 18.4 26日10:15 7.08 19.5 
14:55 7.08; 29.0 13:05 7.36 18.8 13: 10 7.02 12.2 11: 05 7.00' 21.1 
18: 10 ' 7.06 28.6 15:45 7.18 18.5 • 16: 20 7.11 13.5 i 14: 15 7.15 21.5 
21: 05 i 6.90 28.2 18:45 7.15 18.5 i 18: 55 ! 6.82! 13.2 17・25 7.28 20.2 

31 [J 00: 00 ' 7.06 28.0 22:20 7.30 18.5! 22:10! 6.92! 13.2 20:25， 7.14 19.5 
02:50 7.32 27.5 31日01・20 7.11 18.3 I 271]01:25 7.01! 11.5: 23:20 7.24. 19.2 
05:40 : 7.15 27.5 04・30 7.4.0 18.3 Oi: 25 6.92 10.6 22日 02:10: 7.25 . 19.0 
09:00' 7.09 28.3 07:40 7.23 18.3 07:50 7.10 12.2 05:05 7.30 19.0 
12:15 7.27 31.2 10: 35， 7.30 18.7 10:50 7.00: 12.2 08:25 7.14 19.5 
15:35 6.91 30.2 13:35 I 7.27 19.1 13:40 7.00 12.0 11・40 6.91 

16:00! 7.20 19.2 16:00 6.95 10.6 15・00 7.00 

かし 7月ト11Jに測定のものと10)j下旬に測定のものとでは pH偵の絶対値に廷が比られる

し， 日変化Ilfi線も多少のずれが生じている。この差は貝休の生活出動の両季節における差

であり，また各々 のIl、IJ出における日象の去に士、}する貝体の生活活動のえ:によると思われる。

1月下旬における民休 pHの日変化には局期性は認めがたく 5月下旬にiJliJ定した時には

内び局j国的な変化が認められた。これら各時期における pHの絶対値の 1主いは，それぞれ

の季節における貝休の物質代謝の特徴とみなせる。この事は足利 (1951)2) ，何合 (1951)

3) Tanaka et al. (1952) 4)及び鈴木 (1957)5)の民肉付1の化学成分及び carbonicanhydrase 

活性度の季節的な変化と比較して 11):]らかに r--:iいtlる。

4) CaC03沈着誌の年変化

カノレνウム沈着量の)J別変化を見るために直径 6mm，重量260mg土0.5の般を 3千J':艮の

生剣1裂や IIJに 1個あて般人れし，毎月 1IliJ30伺休を採取して歪量を測定した。なお実験は

1959i!二7月から1960iド6)jにかけて行なった。その結果を TableYIT 及び Textイ19.5に示

した。すでに渡部 (1950，1952) 6 i 7)は立1止の巻きと水JIiiとの関係について調べ， 6-7月

の間を除けばその前後の期間で真珠のそ主きは s=(T-13)kなる式で表わせる手iを指摘し

150 

a
 

g
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-
帽
重
量
剛

50 
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〆
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/ 

/
 

曹司IttX 'll:Jl 1 J.--&J1 VW  

" 
Text司五g.5. ;r-:i万く沈者量の累積曲線.Ii皮線部分は惟jL.

*核入れはプクロにおこなった。
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プニ。また 6-7)jに水似のわりに分泌量が少ないのは産卵期にあたる事と海水の比重の低

トーが影響を及ぼしていると報公している。

Text-fig.5によってもわかるように石1)(沈着量の年変化は生物の年令に伴なう成長に→

般的に見られるような S字削1線を示しており， 8 tJから 9)~に変出点が見られる o ir:間を

通じての石氏沈着量は7]<.1品だけのl函数ではないが， 1I支部が指摘しているように年変化に及

としては A番重要な因 F と考えられる。もちろん水漏，繊度，その他の[:;i~[子が生

物休の石Ek代議j に :W~響する結束として季節的な変化を生ずるのであるから，これに反応す

る生物の年令や生J:lJ:!状態の売によって行灰沈着rllj線は多少異なるであろう。

5) I司会液*の Ca+ふ量及び pHの年変化

生物休における鉱物化の機備をI!J-jらかにする事を目的としては:液中のCa"'量及び pHを

測定した。 Ca++の測定は第一・報 (4) において述べたと問機にして測定を行ない，実験

は前項に並行して行なわれた。

測定航は Table \11 に示した通りである。この結;;f~を自において測定した石灰沈着量

のJJ別絶対値と対応させて Text-fig.6に悶示した。ほ液1[1の Caトす量は pHと負の十日l喝を

示しており夏に最ノト偵 340γ/ccを持ち，冬に最大{成 480γ/ccを示す。ミの結果はほ液の

CaTT量及び pHの[1変化においても観察された事実である 81。 ヅ~-， I'}:I夜中の Ca-'+量と

石氏沈着量との間にも負の相関が見られる。すなわち Ca"+量が最小u自を示す 8月から10

月にかけ石氏沈着量は最大値を示し Ca一員が;最大怖を示す 1月ド(なから 4月にかけて

石灰沈着はほとんど見られない。また実験期間を通じてほ液の Ca'十最:は常に周囲海水の

Ca+十量より r:;Jい値を示していた。 一般的に百って， )詩貨物1型化学においては，結晶成長速

度はほ液中の溶質の濃度によって支配されるし，アノレカリ土類炭酸取のjz-合その反応速度

は炭骸ガスの溶解度に支配されている 9)。軟体動物介穀の鉱物化機構については異なった

経路を通してカノレi/ワムと炭騒が上皮組織をj返してほ液中に供給せられ，ここで両者が酵

素のブ]を得て反応し鉱物化すると見られている 101。 したがって，この鉱物化の速度はG]:

液 r[1のカノレ乙/ウムと炭酸との反応速度に支配され，その反応速度はカノレ乙/ウム及び炭陛が

Table ¥J[ 石氏沈-給量， fサ淡の pH及び Ca 量の季節的変化

母 液 |CaC03伯爵ー
年 n 日 mg/month pH Ca--(γ!cc) 

1959， VH /28 7.69 390 11. 10 

"111 6 7.90 410 
四 28 8.04 340 19.98 
K 9 8.19 360 
l¥ /26 21. 32 
X 28 7.99 370 17.49 
'il /25 7.95 420 10.51 
x1l ! 24 7.75 450 5.52 

1960， 1 26 7.50 450 
目 18 7.19 480 
目 30 7. 79 480 
u 9 7.98 400 10.80 
~][ /12 380 

*外J会膜と介殻との間に存在する液は結晶成長にi直接関与してし、ると考えられるのでほ液とiザλだの
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Text-fig. 6. ほ液のpH.Ca-量及び石灰の絶対沈着量の問にみられる季節変化.石灰沈
着曲線中のf波線部分は推定.

どの様な状態で供給されるかに支配されており，またその際生化学的要素が問題となって

くるであろう。いずれにせよ，石灰沈着速度の 番大である夏から秋に母液中の Ca"ム量

が最小であると言ラ事は供給された Ca+寸がすみやかに鉱物化する事を意味しており， 仕上

液中の炭酸イオンがこの結晶化をすみやかに進行させるに卜分な量を常に供給されている

事を意味しているであろう。冬にほ液中の Ca++量が最大であるのに石灰沈着量が増

加しないのは，石灰代謝機能の低ドによって吋:;夜中に Ca++の供給がなくなり， CaT 十長

は pHに影響されこここでは母i夜中の CaH と介殻而の CaC03の結品との間で化学反応

が行なわれると考えられる。すなわち夏は溶質の供給をラけた開放系の仁11での結品化であ

るのに対して，冬は閉塞系のヰlでの結品化と考える事によって，これらの現象をある程度

解釈出米る。もちろん生物体での鉱物化であるから溶質の外界からの吸収，Fl:):i夜中への移

動，母j夜中での結品化にあたって常に生化学的要素が土台にある うまでもない。

;欠にほ液の pHと，貝体 pHの間に見られる関係と結晶成長との関係について論じてみ

る。貝rtpHが年:2自の周期で変化するのに対してほ液の pHは年 1聞の周期で変化して

いる。そのうち良休 pHの夏季における酸性化に対してほ液の pHは除々に上昇している

と，冬期において両者の pHが共に酸性化する事は興味ある事実である。そして夏期に

おいては石灰沈着最や結品成長に多少の影響があるにしても石氏沈着速度は急速に増加し

ているのに対して，冬期l土石氏沈着はほとんど見られず，介殺の結品の)潟蝕溶解が見られ

る。

6) 結晶成長の季節的変化

表lI!lf辞造を支配する要素は， -tとして帖品側々の成長とミれら結品の集合状態で‘あり，

conchiolin膜の沈着である。したがって個々の結品成長を電子顕微鏡で観察すると問時に

集会?模様を垂直投光告の使用によって直接観察した。

英虞湾多徳島附近の水面において， fャ殻内面に結品I&.長が見られるのは早い個体で 3月

上勺]であり (Fig.14)， 遅いものでは 4JJド川にわたっているc このように冬眠覚棋時期
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は個体によって著しい差を示す。冬眠覚醒にあたって比較的厚い conchiolinの膜を形成し

てのち鉱物質の成長を見る場合 (Fig.15) と， このような conchiolinの厚い膜を見ない

で冬眠以前に形成された!悼の kに鉱物質が成長してくる場合とがみられる。冬眠覚醒直後

における結品の成長は石灰沈着曲線からもわかるように非常に遅く，ミうした条件のもと

でぽ CaC03は大きな結晶に成長しないばかりでなく，完全な白形をとる事もまれで，ほ

とんど1μ以下の小さい不完全なが(品に成長している (Fig.14)。石氏沈着の始まった当初J

は集合般機は不明瞭であるが次第に現われ，ステップ間隔の非常に広い不規則jな模械がま

ず最初にJlil.われて来る (Fig.9)0 4月1[1旬から 6)jにかけて水協の上昇にともない石氏沈

着山線も徐々にと昇する。ミのころになると，初めのうちは比較的大きな白形の結晶が現

われ，鉱物[じが煤んになるにつれて結晶の形は丸味をおびてくる (Fig.16)。 その後生殖

腺の発注及び産卵行為によって貝休 pHにも著しい変動がみられたと同機に，成長してく

る粘品にも個体主主が大まく現われる。 叶史的には Fig.17にみられるような白形ないし円

形の結品が成長してくるが，大部分は腐蝕像や不完全な成長の結品をともない，著しいも

のでは枯Jill1の溶解がみられ・時的に成長が件 I1こするか，その速度が低下するものと考えら

れる。しかしながら1iJj(沈着曲線の上には顕著に硯われていなし、。この11札明ころまでは集

合模械も倒木走が著しく，規則的な模様を示すものもあれば Fig.10にみられるよラに不

規則な間保，どノドすものもかなり認められる。 石!火沈着速度のー番早い 8Jjから 10月|二旬

にかけて士11dll土角の Aい長六角形 (Fig.18) ないし [Jj形の 4，u前後の大きさに成長するも

のが多い。集合綴様にみられる特徴はステップ間隔がせまくなり ，d&~巻模織の場合には{国

々の渦芝きが非常に大ぎく発達し，小さな渦巻は大きなものに併合されるか消滅して行く。

鉱物化は10)JT旬漬から目立って遅くなってくるが，これにともないがi品は大ぎな自形に

してくる (Fig.19) 0 Fig. 19にみられるように結品にJ5;Iわれている面，すなわち (00

1)， (110)， (010)而は非常に、1':らであるそ院が目立つが， 12月下旬ころになると同図にみら

れるような不完全な形の 0.5μ 以ドの小さい結品がこの大ぎな結品の縁及び隅に成長して

くる。その後もこれらの小さなfdilltiはほとんど大きく成長せず，本JJJ1111の緩や隅に更に沢山

成長してくるのが吋史的な現象として認められる (Fig.20)。 しかし稀に (001)jfJiの中

央部に不定IfoSの小さな粘11Aが沢111成長してし、るのもみられる。この時期には結品の成長と

溶解との両{年:を呈するものが多いが，明らかに結lli古の成長が認められる。 1月下旬から 2

JJになると結JIiの成長はほとんどみられなくなり，腐蝕と溶解によって不定形になり

表面には不焼却lな凹円]が認められる (Fig.21)。 ヅ1;，12月下旬頃までは Fig.11にみら

れるような規則的な集合模織を示すが， 9)j頃のものに比較してステップの間隔が広くな

ると同時に，個々の渦巻は小型になってくる。不完全な小結ltlが増加するに従って集合模

様は不明瞭になり，腐蝕溶解が進むにつれて認めにくくなる。 Fig.12は腐蝕当初にみら

れた比較，:rj鮮明な集合模織である。冬11民覚闘によって再ひ粘品成長が始まり，前年度の集

合模践とはー見ほとんど関係なく不規則な集命松本去を示しながら新しし、結品似の形成がみ

られる (Fig.9)。

今 Text晴 fig.6のイ11:;(沈着山総と結品成長とを対応させてみるとJくの事が言える。すな

わち 8~ 9)J及び 2Jjの雨時JtJを坑にして石灰沈着最の絶対値が類似した時期には知似し

た結品成長及び集合をとる傾向がみられる。すなわち 1月と 3月が類似しているし 4

) J国が12月頃に，また 6月頃が10)J頃に類似している o r:5葉を換えて言うならば，冬眠'it

8-9}jに近づくにつれて現われる結!弘の成長及び集合の逆の経過が10月から 1)jに
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かけてみられる傾向があると百える。しかし，石灰沈着量が相対応する時期の環境の変動

の機子は同ーに見えても個体差があるから，石灰沈着量が [r引直であるからとて結品の成長

に大きな違が屡々みられる。例えば 1月は結晶成長の最後であり 3月は結晶成長の最初で

あると言う事は，後者において結晶核の形成がまず問題となるので全く条件が異なってく

る。また 6)iから 7月にかけての水源の上昇速度は10月から11月にかけての水温の下降速

度とは異なり，その環境変化に反応する生物日休が前者では物質代謝機能の低下した状態

から活発化するのに対して，後者は旺援な状態から低下していくと言う全く逆な状態にあ

る。

i欠に成長してくる結品の大きさの年変化について観察してみると Table噛のごとくで

ある。冬眠直前の 1)-Jにおいては0.5μ以下の小さな結晶の成長が大部分を占めており， 2μ

Table VJs 結晶粒の大きさの月別出現頻度

大 き さ (μ) 
Jj 

~ 0.5 ~ 2.0 ~ 4.0 ~ 6.0 6.0 ~ 

133 48 2 
I {JRlj 78 不 古住
直 79 

lV ~ i1 12 68 23 22 4 
v1 ~ Vlf 12 26 11 2 
九世I~ 民 63 109 46 
x ~ xl 45 64 38 5 

X[ 152 71 35 57 37 

以[0コ結品が認められない事は，前述のごとくこれらの小結品がほとんど大きさを噌加し

ていない事を志Hょする。 2月は結品の腐蝕溶解のために実測出来るものがほとんどなかっ

た。 3)Jに入ると新たな結f{Jr~l の沈着があるが，大きなものでも 2μ をこす事はない。 4 月

以後 7)jころまではいろいろの大きさの結品が成長しており 8月から 10)jころにかけて

は 3-4μ をr['l心に 6μ 位までに成長する。 11月から12月にかけては大きさの中心は 61-"fこ

移るが， 12月下旬になると急速に 0.5μ 以下の結晶の成長が目立ち 1月に至る。

今 TableVs[ 1I1の各時期における結品村の大きの出現頻度の modeを石)火沈着量と対応

大

1

6

R

E

E

l

山

2 ， 
~----- ~::..t:"):t::~ー

Text-fig. 7. 結晶粒の大きさと石灰沈着速度との関係.
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させて凶示してみると Text-fig.7のごとくになる。この匡|からわかるように，鉱物化が

時んな時は 3~4μ の大ぎさの結品が成長しているが，鉱物化が遅くなるにつれて大ぎな

結晶の成長を見る。更に鉱物化が遅くなると結晶の大まさは 0.5μ 以下になる。

130C 0)7JくJA1と結晶成長との関係を論じてみる。挙71<.1，品が 130Cを越すころから粘iE1成長

ωみられる個体が多く，鱗片状突起の形成がみられるころには活発に結晶成長が行なわれ

ている。実験を行なったよドは12月 t旬にすでに表面水晶iは 130Cをわったが介伎の結品成

長はゆっくりと行なわれてし、た。このi時期には完投貝をつるした深さにおける7](i[~~tは表面

水漏より 2~ 3 oc rl:jかった。その後次第に水漏の美がなくなり 12月下旬から1月にかけて

差がほとんどなく 3-4}Jにかけてはかえって実験貝をつるしてある深さの水漏の忠が

表泊jより 20C 前後低かった。この事:を考慮すると，実験貝のつるしである深さの7](ilITtが

130Cをわったのは12月仁ト1旬からト句にかけてで， ミの時期にはまだ大きな同形の結!日の

沈着が見られた。故に水制が 130Cをわる事により結晶成長がただちに終るとは考えられ

ずその後半月から 1カ月 {¥'r:の間不完全な結晶成長が続く。その後水慌が 130C以上に上昇

するまでは，結!?山成長は件史的に;[1民生物的要素の強い化学反応で行なわれているように思

われる。

小林 (1950)11、はf支柱!爵鱗片状突起の形成と水(rTJとの関係を調べ， においては12月

仁fI白j頃水婦が 130Cになると冬眠に入り，翌存 15'Cになるとそれからさめるが個休差が

相当に見られる事を指摘した。ミれに対して介伎の鉱物化の面から見るならば，外套膜上

皮細胞を通して供給されたカノレ νワムによって成長してし、ると思われる給品は12月下{りか

ら1月上旬にかけても認められ，また奈は早し、もので 3)cJ中台Jにすでに認められる。した

がって鉱物化の出から冬眠期間を抑制すると，多徳島附j!J:で 1月ト市]から 3月[:1J]までの

1-2カ月間である。また冬flKに入るi時の水漏は 130C をわった後であり，覚醒は 130
C

をi法えてからで，覚出の7kihi1は冬眠に人る!時の7ki品より 1-20C 高めと見られる。 こ

の事は員体 pHの年変化からも Aえるであろうっこうした蒸は鱗片状突起が介般物質の多

量:の供給がある'~'，によってJ巳成されるのに対し，介殻出iでの結品n記長は比較的わずかな供

給量によって行なわれるし，両者の成長がかならずしも一致しない事をぷ味している。い

ずれにせよ，アコヤガイの冬眠に対するJ]¥.i，民l土13つC であると考えてよかろう。

7) 各時期に形成される「爵

結晶成長は冬季節において著しく異なるから，得時期に形成される層構造及び光学的性

質を推論してみる。

冬眠時期及びその直前直後に形成される属;は小さな結晶の不規則な集合及び溶解から成

る。個体の物質代謝機能の低下科度によって異なるが， 典型的な冬期形成層は Text-fig.

8aのごとき沼状情造から成ると考えられる。すなわち， (1)冬眠直前に形成された小結

品から成る粉末層， (2)冬眠時における溶解にともなラ粗[自j，(3)覚醒時に見られる厚い

conchiolin膜，及び (4)覚限l賞後に成長した小結晶の粉末層，の 4要素から成っている o

Fig. 13は 1958"[:7月16日に般入れし1959今12月261"1に採取した真珠を薄片にし，偏光顕

微鏡の償交ニゴノレのもとで観察した像である。実験中は避寒する事ーなく多徳島附;iJ:iこ養成

してあった。形成された真珠層の:全休の厚さは 0.45mmで，絞表面から0.17mmのところ

に10μ 前後の厚さから成る特殊な尉線が形成されている。般入れ及ひ採取口から，この特

殊「同線は冬期限成された屑と 7考えられる c ノii度交ニゴノレのもとで顕微鏡の故物台を 360度
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回転する間十こ，冬期形成顧の上ドにある層は定位置で 4度の消光が起こる。これに反して

冬期]形成層は消光をまちまちに行なラ小粒子から成っており，同全体として消光を示す事

がなかった。この事たは冬期形成層を除いた他!爵を構成している結晶は同…・結晶軌を互い

に投行にして規tlJLiJ二しく紫積しているのに汁し，冬期形成!習を構成している給品約:にはこ

うした規則正しい累積をしていないで光に対して著しい散乱層として働く事を怠味してい

るであろう。よって今後この腐を冬期散乱層と名付けるつ

(a) 

表制に(，イc，るlIij Jミili[:こ路/I¥-Jる時

ミム:、
長詩話通語争議容量会ι同

'b， 

R 

" 
" m 

Text-fig. 8. 各時期に形成される層階迭と光学的性質. (a)冬期散乱層， (b)夏期散乱
騒， (c) I良秋から初冬形成層.

産卵期及びその前後に形成される婦は比較的規則的に集合した結品の累積から成ってい

るが，多くの結晶は腐蝕像を伴っているし不完全な小結晶の沈着も見られるつしたがって

この同期に形成される層と属及び結品と結晶ω接触而にはいわゆる粗凶が存在し散乱層と

しての性質を琉わずであろう (Text-fig.8b)。

これに反して晩秋から初冬にかけて形成される層は大きな白形の結晶が規則的に集合し

た結品収の整然とした累積から成っているから，入射光の大部分は'[f反射し互いに干渉し

て優れた光沢の層となるであろラ (Text-fig.8c)。このように夏期形成層と晩秋から初冬

にかけての形成層を構成している層状構造には差が予想されるにもか Lわらず， Fig. 13 

において冬眠以外の/1寺tVJに形成された層には著しい特徴が見られない。その館山は前述の

ごとく，冬期形成層を構成している結晶の集合状態には規則性が乏しいのに対して，その

他のl時期に形成された腐は同'結品納を同 ')J[ilJに規則的に配列した結!日の集介から!点る

ためであろラ。

8) 光沢量の季節的変化

的報において真珠の光沢を感くする原因について論究したが，今回l土史珠の光沢の季節

約な変化を調べ，員三に主として物理的側而から点珠の光沢のみ;質を追究した。真珠のよう
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な球団の光沢及び色彩を測定する事には現よj'でも未だ横々の問題が残されている。 ープj球

而の試料について相対的な比較測定を行なうには・つの大きな悶難がある。すなわち，ど

の部分をいかなる基j惨をもとにして滋択し比較するかと iすう問題である。これらの問題を

極く合理的に解決するため，4>:実験材料には介~&の‘定の部分を取り比較を行なった。し

かも介役表出と主主珠表I(I!での結iTi成長の相互関係を調べた結果は大差なかったので，今回

得られた結果は真珠自体に拡張して解釈しても大先ないと考えられる。

光沢の測定にあたっては東芝製の精密ヰrJ光電色かじ:十 (CG-2嗣 Miリ)12iを使JHし ri式料r(!1

の[目立に45度の入射光によって測定を行なった。なお光沢を光沢量と(後尖鋭j立の ~[TIlrri から

調べ，表1m構造と対比を行なって検討した。材料はがj述の克験片介妓111央却を予約2cm

の円形に切り取り使用したの )1と沢の月別測定的の粘与牲を TablelXに示したっ
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真珠!議の光沢が 1年111で A番良くなる!時期は10)J下旬ころから12片にかけてであり，:It

沢量は 100払j夕、f::.1ζ速するものが多い。 1月に人り急速に光沢は悪くなり， 1)-Jド旬から

3月上旬にかけて光沢量は最小となる。この時期には20-30協にまで落ち若手良かった

fI寺j切に比べて去~まになってし、る。冬H民党限後間もなくして光沢量は急速に大きくなるが

その後 7月-9)J _cflJにかけてもほとんど変動が見られず50-70仇をノj十九むしろ光沢量

は7月-8月にかけてイi寺減少する傾向さえ見られるが 9月下旬以降徐々に i二押し， 11

)cJ t良に三Eって故大に述する。こ与で 3)'Jに屡々 100払を越「非常に光沢の良いものが現わ

れてし・る事は注目に備する。真珠層の光沢量を機械的に測定した結呆は以上のような傾向

をもって年変化寸る。象尖鋭度を測定したが，点珠においては適正な 111~1 が得られなか

った。

光沢呈の変化は結品成長の変化， 言いかえれば表而構造の変化と良く ':i'kしている事が



5 )J 和1+1-アゴヤガイの生活活動の変化が真珠形成に及ぼす影響![ 597 

わかる。すなわち結品が火ぎな日形に成長し比較的規則正しい桟様を不す11月-12月頃の

光沢呈は最大であり 1月に入って不完全な小結占ir'l;O込増加し集合1葵織が不mlilJになるにし

たがって急速に低トし，っし、に!潟蝕溶解に引って;技ノトになる。冬眠rt限後不完全な小結品

が不規則に集合している間は)日尺は思いが，その後 3-4μ の結比較的規則的に成長

寸るに伴ってむ速にJミくなる o 7 - 8)Jにかけてた沢長がーl時低トするのはお!1!jj!の時刻!及

な結1kliがJ)(われるためであろう。

これらの事は Table tX 111の光沢41iの1!1'lfこそり!法判ω去主を対!ぷさせる事によって

lえに明らかになる。例えば Figs.16， 17， 19及び14はそれぞれ TableIX '11の No.23， 2， 

141えび20と同」試料の去1[11である。 ヅ')3)Jにしばしば光沢最の大さいものが担われたが

その ij.式料について樹祭したお日当~，表 1(li に比較的厚い conchiolin 肢が形成されていた (Ta

ble lXの NO.21と Fig.15は同 ;式判)。これに対して光沢量の小さいものはおIiAAの

的解カミら成っている， J~ がわかる (Table L'¥ωNo. 17とFig.21と同 山什 Iノ0

以[ょの観察からわかるように，点珠のうléiJ~は点!古己によって大きく j， ê有されており，

J欠の 4要玄、によって主に支配されている。

a) 結!1111!の)f:;}之び大企さ

b) 結!fif1の宗主ii及び配子

c) 結品の腐食~!渋自Jf

d) conchiolin IJ史

これら 4要素は lてl支*iiJlJ包のィ;;火代謝機能によって支配されており， .F~~j J兆五之び個体の生児状

態によって異なってくる。

9) 研/情処JlJ!による光以民の変化

において， )ILすとはま三い2Jに支配されてし、る I告を切らかにしたが，土庁占日以と
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-conchiolin肢が交互に累積した!酉状構造から成るから国間に入射した)'，':1土各結晶似によ

って l支射されふたたび表而にtbて来て我々の目に人る。したがつて市

入射j光巳の1仕]子A二-反身射、'JやA散女乱に関弓し I'H朱のj光t沢に影?響壁をb及之iぼますと考えられる。 この 'tl:を明らか

にするため，自で使用した試料の表II"iを綿布に MgO粉末をつけて 1分間ずつ研磨し，

その光沢量の変化を調べた。 Table:¥に研磨後の光沢量，(敬尖鋭度及び処]"11的の試*11こ/j

する光沢量の増加率を示してある。なお， 表'-)lの試字、l番号は TableJX 'I-iの番号に相当す

るo fVf映する事により光沢長はi常加するが，光沢註心〕増JJllネz(土保取11主JUJによってさとーが見ら

れる。 自般交的に l号寺A うならば 7)月1カかミら 8)川]にかけてのJ噌曽b加i打1率は1.3(倍古 1前ji日iJi僚乏であるが， そのf後乏

J¥'悦{iI}加[口i件ヰこが工白し10月カか冶ら12)凡jには2.0佑倍♂i前ji泊刊iJ令11.役き及浸丸i土し-，光t沢泣にして200先弘後をノ五すo f!l研7珂f磨による光

臼沢::冠五丑-が 企 3寄3ノ大ぎ?く計九泊増}目U5n I 加する II!jJUJは 1)Jから 2)Jにかけてである。 これらの変化から次の ijr

える。

(1) r~1 肝処 }1]! を行なうすi によって Y亡れは長くなる。 (2) 1) Jから 3)Jにかけて採取し

た/，};料は点lrlIに形成されている冬期散乱!yjを除去する手iにより光沢を良くする事が出来る。

(3)夏季形成闘は人身、j光に対して散乱効果を持つ。 (4))りては夫jiri/えび悩く

十守によって主として/，二ィ討され， 卜1討に散i1iLI尚がι11Cしてもほとんど

散乱回が内l織する 11寺，そのとにどの程度新しい何が形成されればその 見られなく

なるかについて論じてみる。 '11原 (1961)13、によれば11)Jから翌必 5)Jまでに巻く

J)jc同'1-1央郊の厚さは月、lぺ均 5μ であるから，今回光沢量をi}llj走した No.23)之び24について

は冬WJ散乱闘 Uこ新たな If~ì が約 15μ 前後しか形成されていないと考えられるつこの試料の

光沢単:はすでに臼然表lhlで大さくなっており，研磨処J'11.によって 2.0倍近くなる。また夏

季形成屈は研磨処}1.gを行なっても光沢量;の増加率が小さいっこの 'J{':三から点I~ミ l留の光沢は

去I(ji)土び傾く去!fjの光学的'11J質によってえ:1'¥じされていると"える。

考 察

ィ生物界における鉱物化の特徴は生命JlL象心 I1 ' でおこなわれている事であるつ生物ω ~il;物

化組織 "1" の結品質の 1\~ :7iJを詰lべると，その組織の成長と良く -致している事がわかる 14)

15)，16)，17)。しこラして，鉱物化組織とそれを形成ずる組織や細胞との後触状態18)，1 g) 

-organic matrixと inorganiccrystall山 sとの結びつきの関係1g) ，20) 石氏分泌機構上の

差，個体発生史及び生態17)，21l J:，の売などが結品の成長や配列を規制してくると考えら

れる。

軟{本動物，特に;斧足類の場合外套映と介まえの間には鉱物化に関与しているほ液が比較的

多く存在している。このほ液の物理化学的性質は外套膜の機能，動物の生理状態によって

変化するし f法被の仁11に外套!肢の tensionによって流れが生じ，これらが結品の成長や配

列を強く支配している 19)。 しかも軟体動物のような変iffit動物の物質代謝や生活活動は環

境に大きく制約されている事は言うまでもない。物質代謝機能が低下した個体や時期では

外套膜を通して熔質の供給がとまるし，外玉三!肢の tensionも見られなくなるであろラから，

こうした閉塞系の成長の場では結晶の溶解と不定形の小結晶の方向性のない沈着が生ずる。

これに反して物質代謝機能の盛んな個体や時期には溶質の供給も議んに行なわれるし，ほ

液IjJIこ a定方向の流れを生じ，結晶成長に先行して organicmatrixの形成がみられる。こ

うした状態のもとでは，結品lま同千占11品袖を!霞の成長方向に規則正しく主主べて成長してい
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る。

真珠の光沢は iごとして表立tihえび傾く表屈の光学的性質によって決定される 22)。 しこう

して隠の光学的性質は1百を偶成している結品の枕度，集合状態，及び累積状怒によってι
右されている。動物の石川分泌活動に差があれば結品の成長や集合状態は異なってくるし少

漁場が異なれば，また四季による環境ブkの変化によって動物の物質代謝機能は変動ナる。

その結果，の光沢は個休，季節及び漁場によって著しく異なってくる。衰弱只から得

た2伺の山1)1;I同の光沢量を測定したお!;県は16.8%0及び10.2%0を示した。この{出土冬jlJJ散乱

回より史に小さいが，その同心性質には類似した点がyく認められる 8)。この事実は動物

の物質代謝機能の低下をもたらす機構が異なるにせよ，低下l時には散乱層が形成される事

をよ1'1床しており，安:1羽における衰弱民と冬WJ代謝活動の低下した個体とは良I朱の光沢のト会

に|円j仙の彫響を与えてし、る。そして外套!炭や真珠袋の石氏分泌機能にもたらされた変化に

強弱があれば，そこに形成された桝にも去を生じて散乱!川としての性質に強弱を生ずる。

したがって冬朋及び夏期散乱開が必ずしも形成されるとは限らない。

前報において衰弱11寺に形成された散乱腐の包沢におよほす影響について論じ，光沢は~

0.3mmで既に回復する事を述べた。この結果と今凹機械的に得た光沢の回復との間には

かなりのひらぎがみられるのは，肉限観察には心J五i学的要素が影響するためであろう。す

なわち真珠屑の色，而の簿[HI度_，辛i付の限度，その他の要素が肉限判定に影響を及ぼす。

事実， 4-5)=Jに採取した試料を肉限観祭すると，冬期形成131からの散乱光が目に入る。

，散乱闘の存在が貞珠の包に及ぼす影響は前報で論究したとおりである。ここの }t~(， から

よ':1)えの光沢は表凶|及び1百五く表層のう!と学的性質に支配されているが，色には珠層 111Vこ形成

された散乱回，実体色をもった関及ひ異質!習がかなり後まで影響する。しかし k述のごと

く，肉限観察による光沢 心}1j[学的光沢 には単なる物問的側面にたった光沢の外にiJ(lJJ:E

将のJ亡、FI!状態 を及ぼ寸多くの!安14が加わるため，必ずしも機械測定によって川われ

~:':と一致しないであろう o i.兵上げII!JWJについて検討するならば，来の)l亡川及び巻ぎ

の}，\から英庶出、で、は従米の浜上げ II~JUJ である ll- 2)Jころは非常に妥15であると:考えられ

る。すなわち11-12}Jにかけての規則的な!??阪形成によって色沢は良くなり，しかも 8-

10) Jの巻ぎの良いIIIJJ~J に i 分に巻かせている。しかし 10月ド旬からll)Jにかけて段取十る

のは色沢心両か btfって12月中旬までおいたえJが良し、。この点は価格との問題もあり

真珠の品質からだけ云々する事は出来ない。

;欠に真珠屈の光沢を肉眼観察した時と機械的に何た(院とを対応させ，険予をの資料を促供

する。

(1) 冬期散乱 !~:!5i はいわゆるそそ糊被 1) "の状態を示しており，その光沢量は30弘前後で

あるつ

(2) 夏期形成!持はよくそRボケ珠"となり，その光沢量は50%0前後である。

(3) 豆[1)]衰弱只によって形成される屑は衰弱の程度で異なるがいわゆる~利被り"の

状態をノドし，その光沢量は20%0弱である c

(4) 肉眼的に光沢が良いと感 f る f~は光沢最にして 100 %0以上である。

U、fはfト殻真珠!門の半面で得られた結束であるから， t051dこ拡張する場合には球同iであ

る'11‘七十分に考慮十る必要があるこ



~OO Ijij u: 真 珠 研報 昭和 36年

摘 要

1) 介殻の鉱物化機構を調べるため，結品成長 I手液の pH及びCa+"石灰沈着量;等の

季ifri..内変化を調べた。

2) }O¥U米!認の光沢量の季節的変化を調べ， J!i珠光沢の本質を迫究した。

3) 点I朱のた択を物問的側i同からみると，表Ifil及び傾く表層の光学的性質によって決定

される。

4) 国の i'Jf生質は腐を崎氏している結!同校の大ささ，集合状態及び累積状態によっ

て文配され，結"品のIfさ蝕溶解及び conchiolin般の存在が大きく影響する。

5) 結吊の腐蝕溶解により，料riJiが形成され，光の散乱がおこる。

6) conchiolin)j突は被!肢と同じ効果をもち，光沢を良くする。

Summary 

1) The seasonal changes in crystal growth and luster of the nacre were investigated 

by means of electron microscope and the gloss meter (CG-2幽 A type) ， and the relation 

between the superficiaJ structure and luster of the pearl were discussed on the viewpoint 

of optics. 

2) The size and the form of crystal grains are varied with the difference in the veJo-

city of CaCOs deposition. That is， round crystals， its si:te being about 4μ， deposit under 

the Jarge amount of CaC03 deposition， whereas crystals of tabular idiomorphic form with 

well developed faces grow up to 6μin size in the period from November to December. 

But small crystals 0.5μwith imperfect forms appear in January， and thereafter dissoJve in 

hibernation. Sma]] crystals below 0.5μdevelop at first after hibernation. 

3) Th巴 lusterof the nacre chiefly depends upon the reflection of Jight on the surface 

and the planes of lamellae near the surface of the pearl， and is controlled by the aggrega-

tion， the particle size and the form of mineraJ crystals in there. 

4) The luster of the pearls which are collected during November and December 

shows the highest， whiJe that of the pearls in hibernation， J anuary to lVlarch， shows the 

lowest. 

5) A dissolved surface and the lamellae formed in winter below 13cC of the water 

temperature have the scattering effect for light. 

6) The re6uJar growth pattern on the nacreous surface appears to play the roJe as 

the diffraction gratings for li耳ht.
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Explanation of Figures 

Figs. 9-13. Photomicrographs of the seasonal changes of the growth pattern and the section 
of the cultured pearl. 

Fig.9. Irregular growth pattern newly formed on the old grow1h pattern after hibernation. 

x60 

Fig. 10. Irregular pattern in spring. X 60 

Fig. 11. Concentric growth pattern developed well during the period from August to Decem司

ber. x60 

Fig. 12. Dissolution feature of tne growth spiral in hibernation. x 60 

Fig. 13. Thin section of the cultured pearl in the pearl oyster (Crossed nicols). The light line 

which run in the nacreous layer of the pearl indicates the layer formed in winter below 130C of the 

water temperature. X 90 

Figs. 14-21. EJectron micrographs of 1he seas仁川1changes of 1he crystal growth on the na閑

creous surface. 

Fig. 14. Imperfe('t and small c:rystal fint deposited after hibernation. X 4500 

Fig. 15. Formation of the thick membrane of conchiolin on the dissolved surface of the old 

nac re in early孔1arch. X 16000 

Fig. 16. Deposition of round crystals in the period from spring to early of autumn. >< 4500 

Fig.17. Etching surface of aragonite clys1aJs in the spawning season of the pearl oyster. 

x4200 

Fig. 18. Hexagonal form of aragonite crystaJs in summer. X 17000 
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Fig. 19. Aragonite crysta¥s of tabu¥ar idiomorphic form with well developed faces grown in 

early of winter. x 6000 
Fig.，20. Small crystals grown on the corners and edges of the large crystals se~!n in Fig. 19 in 

January and February. X 4500 
Fig. 21. Dissolution of the small crystals growl1 011 the face of the large crystals in hibernatiol1. 

X16000 
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ァトラサイクリンの使用による

真珠層の生長度の測定*1)

原 二
ー

バ
寸
仁

iE1 立}'~沫研究所

テトラサイクリンが生体l付に注入された場合，脊推動物においてはr月格や尚等の社ilズイヒ

を起しつ Lある組織に沈着し，それらの組織は紫外線照射の下で明るい黄色の蛍光を発す

ることが知られている (Milch，Rall and Tobie 1957， Bevelander， Nakahara and Rolle 

1960等)。最近 Harris(1960)は 4種類のテトラサイクリンの誘導体を使用して骨におけ

る時刻描記に成功した。一一方Jitli脊椎動物でも Bevelander，Goldberg and Nakahara (1960) 

はウニの必種 Echinarachniusparmaの幼生にこれを使用し，官'格に沈着して蛍光を発する

ことをみとめた。しかしながら濃度の高い場合は骨格形成が阻害されている。

著者はテトラサイクヲンをアゴヤガイ (Pinctadamartensii)に応用し，時刻描記に成功

した。ここのことはすでに簡単に報告したが(中原 1960)，今回は若干の測定結果をもまと

めて報合したい。また，この方法はすでに養殖万ffiiの研究においても利用され始め，成東

をお lさめつ Lある。

この研究の遂行にあたり，終始懇篤な指導と援助を戴いた凶立真珠研究所高山市夫所長

に士、Iし深く感謝の怠を表する。またこの研究の端絡を与えられ，数々の千j怠義なf])j言を賜

わったニューヨーク大学 GerritBevelander教授に併せて感謝する。

方 法

使用した薬!詰は TetracyclineHCI (Achromycin)で AmericanCyanamid Co.の製品で

ある。アコヤガイ 1偲体当り 2mgをO.lccの潟水にとかし，溶解後30分以内に貝柱に注射し

た。注射のすんだ貝を紫外線下で観察ずると，注射後間もなく且肉[t1に黄色の蛍光が出始

め，が~3 日聞この蛍光は持続するがその後は色、に消失する。貝殻及び;真珠の蛍光は 1 日後

から黄色の蛍光がみられるよラになり，この蛍光は見の生ぎている間も，また取り上げて

乾燥して後も長く残留している。今回の研究では約 2年.l/J上は残っていることがたしかめ

られた。

テトラサイクリンのit射は貝体に.It与的に悪影響を及ぼすことが考えられるが，子術と

同時に注射を行なったもの30ケについて対照と比較した結果は真珠陪の生長について淳一は

みとめられなかった。また 1個体当り 2mgの注射によって 1週間以内に死ぬ個体はみられ

Hiroshi Nakahara. Determination of growth rates of nacreous layer by the administration 
of tetracycline. with English summary， P. 612. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 6: 607-614. 1961. 

1) 国立真珠研究所業績 No.71. (悶立~I珠研究所報告 6: 607--614. 昭和36年5月)



608 国立真珠研報 昭和 26年

なかった。しかし 1個体 4rngを注射 したものでは 4日目までに100個の仁1"14個が死んだ。

従って実験には 1個体当り 2rng程度が限度 と思われる。

1回，または間隔を置いて数回注射され貝は一定期間養殖してから，貝殻と真珠を取り

とげ，これを観察に供する。観察に最もよい方法は薄片を作ることである。薄片は厚さ50

ミクロン位に作り，パノレナムでマクン卜する代りに流動ノミラフインを使5か，ま たは全く

封入剤を使用せずに観察に供した。真珠層の厚さの測定のみを行なう場合には，真珠を半

円形に切断し，その断面をクノレトロパークを使って観察することで充分間に合った。しか

し写真を撮影したり ，紫外，可視光双方を使つての比較観察を行なったりする場合にはす

べて薄片を使用 した。

紫外線用光源としてはライツ社パンフォトに附属するアーク燈を主として用い。趨高圧

水銀俊も一部使用した。フイノレターは紫外線透過用 としてライ ツUGフイノレターを，紫外

線除去用として UVプロテクティブブイノレターを使用した。 写真撮彰に当つてはパンフォ

トに附属する 35ミリ 撮影装置を使用し，富土 ssブイノレムを使用した。 真珠屈の厚さ ，す

なわちテトラサイクリンによる線と線の間隔の測定には，接眼マイクロメ ーターを使用し

た。

第 1，2図.テトラサイクリ γを4回注射した真珠の簿片標本.注射，その他の日付は本文(測
定結果附考察)を参照されたい.90x. lA， 2A:蛍光による写真.線a，b， c及び dはテトラ

サイクリンによる黄色の明るい線.nは真珠核である. lB， 2B:それぞれ同じ真珠を可視光で

綴影しlA，2Aとつなぎ合わせたもの.1Bにみられる層線xは貝そうじによって現われたもの

と恩われる.
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以上の方法によりテトラナイクリンによって時刻描記を行なった真珠または貝殻の標本

を観察すると ，アコヤガイの真珠層の個有の蛍光はわずかの差はあるが大体緑色が主であ

る(元村 1950，沢田 1958)が，テト ラサイクリンの沈着した層は普通の真珠層に比べは

るかに明るく ，しかもあざやかな黄色の線としてはっきり区別することが出来た。写真の

1A， 2A， 3Aの線 a，b， c， d， 4，5にそれぞれみられる 4本の線はテトラサイク Yンによる線

である。

真珠層の聞にしばしば含まれるりょう柱層や有機質も真珠層より明るい蛍光を発する。

しかしこれらは多く灰黄白色を呈し，テトラサイクリンによる鮮黄色の蛍光とはっきり区

別する ことが出来る。図 1Aでは般に接した巻き始めの部分にりょう柱層による明るい蛍

光がみとめられる。また，図 2Aでは真珠層の聞にはさまってかなり厚い有機質の層が存

在するが，この一部がやム明るい蛍光を発している o .i 

第 3-5図.アコヤガイ員殻神片標本 3A，4及び 印は蛍光による写真 3Bは3Aと同じ薄
片を可視光で撮影し，つなぎ合わせたもの 4本のテトラサイクリンによる蛍光の線が見られ
る (3Aのa，b， c， d， 4. 5の明るい線〕目3Bのxは貝そうじによる層線である.
3は貝殻の端先に近い部分， 4は背商に近い部分.5は閉殻筋に近い部分である 3， 5: 90x 

4: 70x 
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測定結果附考察

の生長を調べる l/的から，養子!古1-11の一群のアコヤガイについて次のような日米科で

テトラサイクリンのn射を行なった。

政入れ子体:j 9 )J29f! -10)J 4 H， 1958肢は5.8mm1ケ人れ

第 1[oJ(i射 11月2611 1959 (第 1-3関 a)

第 2戸/11 5 ) J 11 FI 1960 ( 11 b) 

第 3[口I11 7 n 29 FI 11 ( 11 c) 

第 4[u/ 11 10月 1FI 11 ( 11 d) 

訳/'.げ 11月29Fi 11 

:長補地点t土英成湾多深度 2mである。 1959作12月 2円から1960{/:4 ) J 19 FI まで -;'W~

心貝を L前!県南部の須賀手IJへ政策した。 1960年 6)J 30 [ 1には“民そうじ"の珠に及ぼす彩

(後述)を見る目的で，約1.5時間jの全r!1民出をともなう比そうじを1Jなった。

日、 i二のようにして何られた88個の点珠について測定した結果を第 2表にノT;;す。数値はい

ずれも1{闘の l-~珠について 4 点を測定し、手均したものである。これら令部の算術平均を見

ると，核入れから第 1回千i:射まで-254ミクロン。第 1[rJ/it射から第 2[ll/まで -15.5ミク

ロン。第 2[ii/から第 3凹まで-32.5ミクロン。第 3恒iから第 4同まで -112ミクロン。第

4回から浜 Jまで-59ミクロとなる(それぞれ弟I-V9JJとして附表 1に示す)。 ここれらの

手均偵を一ヶ月当りの生長度に直したものが第 6図のヒストグラムに示されている。

8 9 10 11 

第 6fヌ!. ヒストグラム(実線)は養嫡L~~i珠における点f!t

!醤の 1ヶよj当りの平均生長度，点線はヒストグラムから推
定した生長良:曲線である.十・・各月の 2m層の平均水温
(OC)横軸は1959年12月から1950年11月までの各月を， 指定

軸は ケJi当りのよ実珠層の生長度と水温を示す.

る12)j-4月は生長が非常におそいことがわかった。

また Inj~主l のよ}川和土ヒストグラ

ムをもとに十した中長!支 11+1~慢

である c

こ与に見られるとりり交の季節、J

変化は Cahn(1949)によって版

(lfされた出旧の実験結果とよく

似ており，大{本の傾向は!J<i品(0)

!下と 'Hrであるが， 5， 6月は

ほど!日U7Jく耐の10，11月に比べて

著しく生長がおそい。波部 (19

52)は 13つC以ドで真珠!函の分

泌が件 11すると述べているが，

今同の結果からも水似の{氏ドす

第 2it長に示された個々の真珠の生長度について見れば，各季節におけるや長度心変化一

一生長度曲線の型 ーがきわめて A 定していないということである。 1いには No.9，13， 38 

66， 84， 87等のようにほ U第 6闘にみられる平均に近いものもあるが，多くのものは干均

からかけはなれた生長!支の変化を示す。たとえば No.2，58等は第 n!VJ(12)cJ-4月)にと

びぬけてよく生長しているが他の時期には、li均に近いかまたはそれ以トである。また， IriJ 

様なことが第班期 (5-7月)について No.23，52等にみられる。 他のlf:jWjについても，

また個々の珠につし、ても同様にとびぬけて生長が速かったり遅かったりするωがみられる。

このよラに個体美の大ぎいことは今後のx験についても j上色、を安ずる事と忠われる。今!日l
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のソミ験では，遊楽についてω|月らかな影響はみとめられなかった。

貝伎については比較的小数の縞祭をしただけで， r1下車問は今後の研究にまちたいっ貝殻各

部の114珠)「AWiiHYjをも含む)の生長度についてはその←仰!として第 7図をあげて胃く。こ

。ntenor

;ぉ 71';(1.1il占lの只につし、て7月25日から12月24Hまでの貝殺点珠

層(佐官は間層も介む)の生長を等高線状に刑判して示す.単
位はミクロ γ(μ)

れは 7月25[:1から12)j24仁|までに生長した真珠屈の厚さを等両線:はにl附いたものである。

これからわかることは見殺の周辺に近い部分が生長が速く中央部は生長がおそい。特に11)

ji交筋1tljv土故も生長がおそい。また， ILT縁部は著しく生長が述、い。 貝伎の周辺部で主に薄く

なっているのは_t!i珠)尚が新たに伸張して出来た部分である。

i~( 1こH殺各却の生長の季節的支異をしらべた-{:9IJとして第 8図をノj汁。 只妓 tの各}~、l に

おける生長度は第7[;>:1のものとほど・致し，各季節における生長度の増減は第 6区!にみら

れるよ'u5kのそれとほピ占欽する，しかしながら問殻筋の郎分だけは他の部分と異なった変

化を-jる (1，k， d)。第 8 閃にあげた材料のJ~介， (U米における生長jえは貝殻の最も低い

第8図. 11聞の以殻 kの各点 (a-o)，及びこのf1.から得られたよえ珠につし、ての点珠層の生

長度を第61苅と同様のヒストグラムでみミす.
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部分(閉殻筋部を除く)よりJlf:に低い。このことは他の材料でも大体同様で，その数仔IJを

第 1長に示す。上1殻における測定/，i，V工第8図の oに相当する。

5i'1 1 1: ([~. yの時期については第 2哀を参照)

11 l[ N 

No. 15 (i 珠';t見
279 22 26 119 107 

93 163 174 116 

12 ( r;f; 345 3 36 127 62 
l 5¥υjι し 35 140 221 58 

14 (( 珠殻
174 19 12 55 33 

105 105 186 116 

55 {立 367 25 13 160 87 
35 105 280 151 

11jjill土ミクロン (μ〉

各季節による売も凡伎の)jがに比べ程度が弱いよラである。

最訟に， t~íJ"こ;dSべた“対そラじ"について少しふれたい。関1Bの b ， c，の問には可視光

できわめて明りように与えとめられる回線xがある。また第 3図の貝殻の標本にもミの忠良が

みとめられる c しかし第 2図にはこれが不明りょうである。 11個の薄片を精密に調べた

果，その 1(10)7個に，この付置に明りように悟i線をみとめることが出来た。これは貝が上l

そうじとそれにともなう'仰い露出によってーi時的な哀弱が起こり，それが原閃となって形

成されたものであろう。このtJf(な線はT トラサイクリンii射の!点l宣，其他にもみとめられ

そ。利rn(1959)は己この械な!同がよの表jhi近くに形成される場合には，それが光の散IiL

を起こすために， 114珠のう!と沢 を及ぼすことを報合している。従って浜上げ前には

この械な!日が入らない様にするのがJ白斗と思われるが， Hそうじと，日裂の関係は犯

に比五ji 況とい倹"、j が必 rt~: と考える。

摘要

1) テトラサイクリン心ii射によって， l~l殻及び1υ の 11 '1五IJtlおこを行ない，点 U)

生長j交を測定した。テトライクリンは 1個体叶り 2mgをii射し，一定期間千七刑を行なって

後，真珠及びH¥設の薄片標本，または切断凶iを蛍光顕微鏡によって観察し，テトラナイク

リンの沈着によって!とF.じた22色の線を日襟として 定期間の山珠隠の沈着の岸さを測定し

た。

2) における の生長EZの平均は12月-4)jは非常に小さく。 8，9月にJ泣も)こ

まい。 5，6月はほど同7kilf:'cである 10，11月より小さい。また生長伎の季節的変化について

は個体差が大まい。

3) 貝伎の点r末広T の生長度は民主~Jーの {，'t: 慢によって大きな差があるがより概して大

きし季節による差は真珠よりや L少ない。

4) 貝そうじを行なった!な置に真珠r~fi 内に!神線が人るのをみとめた。

Summary 

In the present study， tetracycline was utilized to define the amount of growth of 

the nacreous layer in a stated time interval. 
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Pearl oysters in which the pearl nucleus had been inserted were injected with 2mg 

of tetracycline HCI (achromycin) dissolved in O.lml of sea water at each time. Tetra-

cycline is selectively incorporated into newly formed nacre and can be identified by 

the fluorescence. 

After sampling of the shells and pearls， they were sectioned by grinding， and ex-

amined with the aid of a compound microscope in both visible and ultraviolet light 

They were illustrated in pearls， figs. lA， and 3A， and in shells， figs. 3-5. Note four 

bri1liant fluorescent bands in each photograph， indicative of the four injection~ of 

tetracycline administered. Figs. lB， 2B and 3B also show the photograph of the same 

section taken with visible light. By means of this method， the author measured the 

growth rate of the nacreous layer of shells and pe乱rlsin each season 
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H主主IJtI前記をした養補点珠における真珠躍の厚さの測定結果(単位ミクロシ)

1 ;巻き始め (9.29--10.4，1958)から第 1Ic]注射 (11.26， 1959) まで，

11;第 1[61注射から第2回 (5.11， 1960) まで !n;第2凶~第 3回 (7.29， 1960). 

IV;第 3出~第 4[IJJ (10. 1， 1960). ， ;第七昼]より浜上 (11.29，1960) まで.

色;'W一向，ピンク cークリーム y--黄，金. b-…!明! No.1--43V，ti壇家したもの， 44--88は

しなかったものO
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インドフエノール法による海水中の

アンモニアの定量*1)

沢 出 保 夫

国立真珠研究所

序 文

生物はその生育環境によって代謝の最終段階における窒素の排池の形が非 4市に異なって

いる。鳥類や拠虫類においては窒素の最終産物を尿酸の形で，また陸上の哨l乳類では尿素

として耕三池するが，水生動物においては一般にアンモニアの形で排出している。これは毒

性の強いアンモニアを大量の環境水でうずめられるからである。浅海増殖において，養殖

のおこなわれている水域の生産力についての研究をおこなう場合に，水中のアンモニアの

分布を知ることはアンモニアの生物に対する毒性という点より考えて~:要なことである。

従来水中に含まれているアンモニアの定量には，主としてネツスラ一法を試水にそのま L

用いている1l2)3)。しかるに真珠養殖等に利用されている沿岸の水域では，アンモニア(7)

含有量;が普通 1t当り 30μg前後であり，試水をそのままネツスラ一法で、発色させたので

は定量が非常に困難である。またここの方法を直接沿岸水に利用するとしばしば法液が混濁

するという不使さがある。このよラなことから従来のネツスラ一法を海水特に沿岸水に利

用するいろいいろの新しい試みがおこなわれているか41。

著者は真珠養殖漁易における密殖問題の研究の一端として，養嫡されている漁場の内外

のアンモニアの分布をしらべる目的で，従来のネツスラ一法とは異なった試水の蒸留法と

インドブエノーノレj去の組み合せを検討して，これがアンモニアの定量に用い得ることをみ

とめたので報告ーする。

分 析方法

1. 試水の濃縮

海水中には普通アンモニアは 30μg/t位しか存在しないので，試水をそのま L発色操作

にもっていっても比色定量はほとんど不可能である。そこでまず試水中に合まれるアンモ

ニアを濃縮する必要が生じるが，三宅2)はミの方法として蒸留法を採用している。ここの方

法によると発色操作において発色を防害するような物質は除去出来るが，留液の量が相当

* Yasuo Sawada. Colorimetric analysis of ammonia in sea water by the phenol-sodium hypo-
chlorite reagent. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 6: 615--618. 1961. 

1) [;g立真珠研究所業績 No. 72. C[司史真珠研究所報許 6: 615-618. 昭和36年 5月)
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大量になる欠 J¥/J，がある。日式ノ'](L[Iのアンモニアの合最は少ないのでた量の試水をHjl、て比較

的慌!日fjに:1¥来るだけ少量ーにアンモニアを濃縮する必要があり，このために第 1図に示し

O.4}m~so .. 

第 1ゃく1. 海水巾のアンモニアの濃縮操作ニ

た装置を用いて試水の濃縮を行なった。

まず海水 1-1.5tを 2t存のクライゼンプラスコにとり，これに 20-30gの Ca(OH)2

を水で乳状にしたものを加え， 40-450Cに Waterbathで暖めながら 30-35mmHgの減

圧で40分間蒸留する。留分と共にtHてきた NH3はそれぞれ 10ccの 0.4N-H2S04の入っ

ている 21lli1の校付フラスゴでtlfiJとされる。蒸留後アンモニアを吸収した硫換は直ちに50cc

容のキエーノレダーノレプラスコに移し， 0.5-1ccになるまで Sandbath土で除々に濃縮する。

濃縮液は更に 20cc 代の jU:~~沈澱 :I~\i-; に移し，氷 1[1 に冷却して後 NaOH で I 十 1 和し次の発色操

作をおこなう。

2. 発色似イノト

インドプエノーノレ法によるアンモニアの発色はや干々刷究されているが，その発色機柿は

i'fくのように符えられている。

(1)NHf1Tr-ち-OH →NHz-( ちOH
ー -2H

Aminophenol 

(2) HO 

(3) HO 

、+NH.， 、OHー >HO〆下 NH うOH
2H 

Dioxγdiphenylamine 

"'-NH 〆Yy-OH ぅHO〆 "'-N ご '':-0
2H 一二 / "'  '"ーコ/

lndophenol Blue 

すなわち NH3が phenolと1又)よ;して p-Aminophenolになり， ここれが更に phenol と反

応して Dioxydiphenylamineをへて lndophenolblueを作ると考えられてし、る。このイン

ドブヱノーノレ反応は種々改良されているが，著者は波多野・桐田5)の)il.去に従った。まず

氷冷した濃縮r[J利1後の試料に 0.03MMnS04 0.1cc， アルカリドl:ブエノール *1cc，およ

び次並指素敵ソー夕、料0.5ccを順次に加え前ちに密松をして沸騰水中につけて正確に 5分



5 )J ì)~rn イシドブエノーノレj去による海水中のアンモニアの定宣言: 617 

0.6 
主
園
田
刊
占

0.5 

03 

0.2 

01 

0 
500 550 600 650 700 750 

Wavelength in mμ 

第 21叉1.インドブエノーノレプノレーの分光特性.

開反応をおこなう。反応終了後にすぐ

氷中で 2分間冷却し，全量を 10m!に

調節して20分間宅温で放置して充分発

色させる。この発色は湯浴中は料色を

主し，冷却すると青色となる。呈色の

強さは時間と共に強くなり，発色後20

分では充分である。発色後20分放置後

同様の操作をおこなった対照と比較し

て比色定量する。このインドプエノー

ノレプソレーは第 2図に示したごとき分光

特性を示し，その吸収の最大は 625mμ

である。またこの色素は非常に安定し

たものであり，臼記分光光度計を用い

て発色度と rl寺間の関係を求めたが，発

色後 11時間でわずかに1.5%の秘色を

示したにすぎなかった。

3. 検量線の作製

アンモニアの標準溶液として再結品

をくり返して精製した1;¥;i化アンモンを片jいた。種々の濃度のアンモニア溶液をインドブエ

ノーノレ法で発色しと求めた検量線は，第 41週に示した。すなわち 7-30μg NH3/10ccの

濃度では，吸光度とアンモニア濃度とは IJ"cI線関係にある。これによって吸光度より fF(ちに

アンモニアの量を知|ることが出来る。

海水中のアンモニアの定量例:真珠の主主嫡はカキと同様に内消にいかだ(縦7m，1¥切m，

これが 5台で 1単位となる)を浮べて民をかごその他心方法でこれに逗下して養殖するの

であるが，近年英虞湾では， j._::[珠の品質特に点珠の巻きが低下し，その原因のーっとして

筏数の増加による密殖の弊害が考えられている。この密舶による悪条件として， }:J~: の伐

によってせき止められた海水 r~1 Vこ貝や養嫡施設に附着した他の生物の排泊するアンモニア

の蓄積が考えられる。このよラな海域におけるアンモニアの分布をインドプエノーノレ法で

定量した結果が第 1表に示したものである。 漁場内外をくらべても，更に 1台の筏の内外

をみても， I-IJ央部の方にアンモニアの蓄積がみとめられる。完際このような筏で生産され

た貞珠の成長度は，筏の 111央部よりも周辺部の方が良いことが確められており，この}，_'5、海

水中のアンモニアの分布が，真珠の品質を左右する環境要因の一つであることがW:定され

る。最後に終始御指導をいたピいた当研究所高山市i犬所長に深謝する。

* アjレカリ性ブエノーノレ:25gのPhenoIに54ccの 5N岨 NaOHを徐々 に加え， これに水を1JIIえて

100 ccとする。この試薬は冷蔵庫rctに保存しても 313問伎で茶褐色に着色して使用出来くなる。なるべ
く使用!直前に調製するのがのぞましい。

林 次illi塩素酸素酸ソーダ:次亜境素酸ソー夕、の有効場主主濃度は発色の強さとa綾な関係がある。主主
も適当な濃度は，有効塩素が1.3~1.4g/100cc であり，この濃度の決定は次のようにしておこなう。希
釈した次亜塩素酸ソーダ溶液 2ccに10ccの水， 2ccの596沃化カリウムJ溶液および 1ccの氷附般を加え
た澱粉指示薬を用し、て O.lNーナオ硫酸ソーダで滴定する。 7.5~8.0cc の滴定値が必要濃度組問をぶす。
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第 3凶.イシドブエノーノレ法によるアンモニアの検量線(日立自記分光光度計EPS-llによる)

第 1衣真珠:r1t硝漁場における海水I:j:lのアンモニアの分布 (mg/m'l)

多徳

神明

漁場 1959年 7月7日

外部

11. 3 

9.2 

13.3 

11. 3 

12.5 

8.8 

要約

筏 1959主「ゐ 6月30日

部|中央部

13.1 

13.3 

1. t毎7)<.1ト10)アンモニアの定量法として，式水の減圧蒸備によるアンモニアの濃縮と，

インドブエノーノレ法ーによるアンモニアの比色定量を併用した。

2. この方/去によるアンモニアの定量は， 7-30μg NH3/10ccの純開で比色定量が出米

ることをみとめた。
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5) 波多野|専行・桐IJ:!智子 1958. アジモニア.化学の領域増刊 34.p. 41. 



アコヤガイのそう核手術に関する

生理学的研究 1-][*，1) 

植 本 東 彦

l並立真珠研究所

アコヤガイによる真珠養殖に際し，そのそラ核子術前VL -.i!sの!，土上iに刈する処理がおこ

なわれ，これを 11手貝仕と称し，特に産卵期においては卵技き作業と云われているっ

これらの作業は，そう紋子術に際して母貝の I~再口及び子術のれ易さをもたらす 'f;が主たる

目的とされ，生殖l時期には特に!む直線内容物の除去によって，移植外套膜片の宿主からの

がi失を防止すること，その絞への密着を良くすること及び、生殖腺内存物による異常真珠の

形成を防ぐこと等を目的としておこなわれてきたものである。

筆者はささに卵j快き作業における生婿腺の変化について追及し (5) (6) この作業が確か

に生嫡線内容物の除去に効果を有することを認めたが，当該作業の怠義が単に生嫡腺内有

物の排除のみにあるとは考えられなかった。

益出 (1) (2)はこの作業によって起こる生理機能の低下をね二品体の長さを測定することに

よって調べ，この作業を実Jiiliする程度によって真珠の品質に差異が生ずる事を明らかにし

た。また，そう核子術後の生斑状態の変化については，太田 (3) (4)が杓二品体の長さ及び糞

量の消長によって，主として手術後の養生期間の決定を目的とした研究をおこなっている。

方真珠袋の形成及び分泌の過程については，L{;[に多くの人々によって詳しい研究がなさ

れている。筆者はこれらの研究をもととして，そう抜手術前の処.J:ll1の効果を，生王虫学的及

び組織学的な面からi白及するための実験をおこなったので，その概要を報告する。

稿を草するに当り，研究の機会を与えられた国忠良珠研究所長高山活夫氏及び御協力を

いたピいたLIII京日告.fl!J井昭・西飯保・清水進平の各所員に感謝の意を表する。種々の労を

煩わし更に一部の動物材料を提供された三重県志摩町 田畑礼次氏及び阿児町中北宣夫氏

に深甚の謝意を表ずる。また，本稿の校聞を賜わった東京水産大学久保伊j幸男教授並びに

本実験の抵抗線歪計の製作に当って種々御助言をいただいた京都大学問中将郎教筏及び東

京大学岡野研究宅 長谷川賢 4 氏に厚く感謝の怠を表する。

1. 卵抜き作業が真珠の品質に及!ます影響

卵W~作業の効果が，ょミE米の品質のどこに反映されてくるか，そう核子術11寺の生殖腺の

* Haruhiko Uemoto. Physiological studies on the nuc]ear insertion operation of pearl oys-

ter ]-1Il. With English summary， P. 634. BuJl. Natl. Pearl Res. Lab. 6: 619-~635. 1961. 

1) [司立真珠研究所業績 No. 73. ([面白:真珠研究所報化今 6: 619--635. 昭和36年 5)]) 
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状t~ とどのような閣係にあるか， また手術i背後の生Jlj1状態はどう変るか等を矢rlるために，

づ阜の卵抜き作業をおこない，その間に 3回のそう綾子術を実施し，他方未処Fll滑にもJ-

術をおこなって対比させ，また手術直前における生殖!涼の状況を組織標本によって比較検

討した。生珂状態をお1るためには，そう岐手術師j及び術後 1ヶ月日の rfll料1i1'(を測定した。

材料及び方法

ソ品会は昭和34~1: 6 )J 23けから leiJ{J :12 )-J 18 Jlまで， :_ ~T=i: 県 jAJ〈摩 kilí ，ι摩川イIJ J([)j Ill， 111 1Hl礼次

氏養植j易及び同氏鳥羽湾漁上誌においておこなわれた。 3午生ドJnをn掃除後撰別し 21詐

にわけ， .m~を卵依き用竹かごに200個宛牧存し験Jtn，他R下を金制かごに50個宛牧'$干

した(士、J!!日。

処j"ll… 実験ItIは牧存後1)ぷ夜水深 2m に Jp トし，その後 1二期 114) に海底に着くれ:度の ìJt~

さに111下しておき， lj子ベの (ì~l~i制作に水深 O.5~lm に，'rl J二げて生嫡利llfJ包の放出をおこなわ

せ，その終 fをまって再びJ栄町jりした。この操作を 31百l繰返した。対 jl¥iR下;土水深 1mにポ:

ドし1m処胆とした。

そう抜手術 一以上のよラな処Jhliの各!日Jごとに，処立I!rIJ}fzび1)日処即のIiJ:}lに長lして，そ

の各々の貝にl賞係 4.5ミリの肢を 2個そう人した。実験群については， 1 Ir:rlo)卵t17:きf栄作

が終った後 5円を終て手術した。各m:の子{崎氏数は110M!であった(第 1関)。

7月13日

第 i手術時

第 1ゃく1. 実験実抱!苅.

7 ~20日

第 2手術野

7月27日

第3手術群

養子i直 そう核手術を終 fした各群は約 1週間作業溺前心筏に養生後，沖ω筏に移し，

約 1ヶ)Jを経て鳥羽湾に移送し， 12月14[Jまで約 5ヶ月間養嫡した役，英虞時に制送， IHJ 

)J18日にu珠の採取をおこなった。

生嫡 fJ)~組織1察本は，ヘリ一波間定後パラフイン切片とし，ハイデンハイン・鉄へマトキ

ν3ンーライトグリン染色及びハイデンハイン・アザン染色によって観察した。

lf江祝日値の測定は，各個体ごとに弘注射針によって心臓から探Ifllし， Hagedorn-Jensen氏

定量;法によっておこなった。

実験結果

(1) 生殖腺組織の観祭

組織標本を観察し，ミれをその発述の状態によって 7段階に以分し第 2際|を得た。:た牧
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群は卵抜き操作の回数がJ白Tえるにつれ

て，その11]心は第 4wl (放出期)から

~g 6， 7期(鴻抱WJ)に移行したが，対

照射ーでは終始そのCIJ心が第 4J切にあっ

た。第 4JDJを中心にもつ構成の1;'(は，

第 1手術訴の実験Jltと対照群全体があ

りこれらはよく似た情成を示しているひ

(2) 血相値の変化

卵抜き処JlJlの期間中(そラ伎手術前)

及びそう絞手術後 1ヶ月日のj加糖値を

実験・士、JJI.日両群について各10側休をと

り測定し，その平均値を求め第 3図を

植本 アコヤガイのそう核手術に~Iする生.k'l\~f:的研究 1 -s[ 

7月 " 0

;;;iIn ~川

iflL 

7月 13目1 ，宅 4 芭

5 ) I 

。f
ノ

100 

60 

沖合漁場から養殖作業場前の筏に移した直後心血糖値は 14mg%で、あったが，それ以降

・対照両群ともに著しく低下した。これは作業場前の梅雨の環境条件ニが不良で、あるこ

対四群一一合ーー

さ~!$詐ーーベコー一一

〆ノグ 4

t~>， /__---------

t\~>， 
;.¥、b

her--司
令

1
2き
操
作

。t
i
l
-

"' mg?O 

15 

10 

ーーーーーーー __-i主

20臼12日

81ヲ
ヌ刊27.8 138 

7 月。R
6月

:1f守

第 3図.処理過程及ひ手術後 1ヶ月の[In特値.

とに151凶すると思われた。実験群の卵抜き作業の過程における変化と，対照i洋の変化とは

ほほど同様の傾向をもって低ドしているが，実験詳の備は常に対照群より低くなっている。

これは処理によるものと考えられる。各群のそう核子術後 1ヶ月自の血糖値は，それぞれ

増加の傾向をみせていたが，実験Jl'(は対M1[;~ゐにくらべて全体的に高い値を示し，第 2 子術

t~ における両者の備の開きが最大であった。そう核手術後の生理状態の回復は，対照群に
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くらべて実験群が早い傾向をもっと考えられた。

(3) 搾死本及び真珠の歩留と品質

係取した貞一珠について，第 1表及び第 2表の結果を得た。

司:0表実験!戊積

|同手刊刊削h術削む削Iニi数4何!

矯 1 実刻時験貴知鮒?治幹百咋ζ 8ωO 個伺I 8剖o{伺同 o{I~I. 83 {阿 29{t司 13 11司 30伺 10 個 1例

記術群対Jl.iH司! 80 i 65 1 15 3 I 20 I 16 1 

第 2 実験群 80 73 7 27 11 20 19 2 

子術君l'対照IH 80 63 17 46 3 2 18 22 1 

第 3 実験鮮! 80 68 I 12 80 48 3 11 14 4 

手術Irr(対JKi若干 80 41 22 5 1 8 7 1 

第 2五三 x2
- 検 定の表

実験・対照 [1時群間 11 

一一 一 … 11実験群内|対照群内l 白由度 x2(0.05) 

l弘司!君!47Jj手術J|自由度 IX2
(0恥

12-11(2-111 (3-1;(2-1) 
事奨さ 死 乎不¥ ! 1凶6.5臼25ι4.9卯02七i2お3.7η26! 1 3.8斜411: 1ロ2泊 6. 2μ4.7η31 1 2 5.99引1 

潔珠の歩溜 2却O叫 ω6〈14必仰8臼2捌 1 i 3.841 j¥ 0.216 I 12.021 2 I 5則

正常・異常 11.304; 6.994 I 1. 7 43 i 1 ! 3.841 4.634 1 4.248 2 i 5.991 
真珠の出現率 ~~.VV~ v .vv'  ~.， ~V I 

力熊肘民吋ぎず.しみ.突 | ω 
i起ffi己真β珠!zミのf出t臼l現斗卒 07，07'0 .L.L..UV..L .1.V.V..J":t: i .t:.; 0).".:7.1 li .t:.;.1...LVV  I 'i: .""~U ":t: 

c t')~..， i 包の出現率 6.377 1 8.291 I 4.064 i 2 5.991 1: 6.170 I 3.034， 4 9.488 

姥死本 実験終(fI!}における貝の発タE個数は，全般的に実験群は少く， X2-検定の結

果では対照訴との聞にいづれも有怠の差が認められた。また両群ともに子術の時期が後に

なる程廃死量が多くなっているために，各群内における検定結果では乏が認められした。こ

れは水温の上昇と並行した関係にあると考えられした。

歩留一一手術に使用した核の個数に対ーする，採取された真珠の個数の割合は，実験的:で

は約50%，対照群では30%以下であったo X2岨検定の結果では各手術群の実験・対照群問

に有怠の差が認められ，実験trの歩留は良好であった。

l[常及び異常真珠の出現率 布機質真珠・稜柱!菌兵珠を異常兵珠，それ以外の!正常に

真珠層が形成された貞珠を正常真珠と呼称し，採取された真珠について区分をおこない，

その実数について検定した結果では，実験・対照両群間十こ有志の乏が認められ，実験群の

異常真珠の出現率は低いことがわかった。しかし，第3手術群の両群聞に差が認められず，

これは対!¥¥'(群の採取数量が極めて少なかったために，こうした結果を生じたものと考えら

れた。

色の出現本一一正常真珠について色別に分類した。真珠の色は!二渉色と主体色に区分で
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g-，干渉色は白色系の真珠，実体色は金色系の真珠に多いことから，この 2系統に主とし

て分類し，有機質・稜柱層等の不透明な層が下にあって判然と区分しがたいものは「その

他Jの項に入れた(第3表)。 実験群は白色系の出現率が高く，検定の上でも有志の差が

第3表色別反分表

| 第 1手術群

実験群 対照群

第 3手術的'

臼 色 系| 44倒

金 色 系 20 8 

r 吋」 の 他| 8 8 

72 26 

7

5

2

 

認められるが，前頃同様に第 3手術君干の両群間には差を認めなかった。

当時きず珠・しみ珠・突起球の出現率一一一正常真珠をf尽きずの真珠， しみのある真珠，突

起をもっ真珠の 3通りに区分した。実験・対照両群間の検定では，各子術群とも宿志の差

が認められ，実験群では無きずの真珠の出現率が高く，対照群では突起をもっ真珠の出現

率が著しく高かった。実験群内の比較では，処理の経過に従って，しみ及び突起を有する

真珠の出現容が減少する傾向がみられた。

巻さ?の厚さについて一一採取した真珠の直径を計り，その平均直径を第 4表に示した。

分散分析の結果でl工芸が認められなかった。

第4表真珠の直径(平均値)

第 1手術群 第 2手術苦手|第 3手術 tn
m訂1 mm  mm  

実 験併

対 !I，I~ 群

5.346 5.316 5.320 

5.370 5.301 5.410 

ま と め

以上の実験結果を総合すると，そう絞手術前の母貝に対する処理は，採取された5'[珠の

品質の上でその効果が明確に認められ，夢HE率・歩留の上でも同様である。紫死率・歩僚

・正常真珠及び白色系真珠の出現率などについては，そう絞時における生経腺の状態に関

わりなく実験・対照尚治問に倒産をみせている。艮[lち，これらの効果は，単に当該作業に

よる生殖腺内海物の排除に由来するものではないと考えられ，そう核手術後の生理状態の

回復の推移から考えても，むしろこれは処理そのものによってもたらされた効果であると

推測される。
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H. 卵抜き作業及びそう核手術の過程における生理

・組織学的観察と真珠品質との関係について

昭和 36年

はijj.主の実験で/]-;された卵抜き作業の交}j栄のうち，生子[~腺の状態に由来しない直接的な効

~~ J) iJ ~f.が!日測され，それはそう核子術後の回復の惟惨と関係があると考えられたが更

に日Ijな方法によって生j!Jl.状態宏調べた。その)j法としてft古11体の愛量測定，外套膜・開設

筋・ l ↓ l 時腺δ各組織の比重の測定，そう I虫干やI~後の且の運動量の測定などを採用し，その

山組織標本による生殖腺・真珠袋・分泌物の観察をおミない，また採取した真珠の品質な

どについて倹定した。

材料及び方法

x験はflRtl13511e7 JJ 2 IJから同{f12月22日まで，ヨ研究所多徳島臨海実験所でおこなわ

れた。 3{I'.生アコヤガイを員掃除後撰別し， 2 ;gf にわけ，実験群は竹かごに 250 儲宛~)(容

し，対 )I，{;i群は金制かごに50個宛牧ねした。実験;gq'は実験所俊橋の筏で卵抜き作業をおこな

い，対照市は地先沖の筏に I手下した。卵依き操作は 3回おこない，各操作後 4日を終てそ

ラ核手術をした。 同時に対照群の子術も平行しておこなった。手術は直径 4.5mmの核を

1個宛そう人した。これらについて，そう核手術直前及び手術後20[C[， 30日， 40H 1，，]に各

昨10倒宛採取して測定及び観察に供した(第 4図)。

iJ14!3 

"" ， "")  

第4[~I. 実験実施悶.

ifll3口 7月22日

第3乎術群

組総務:本は，ヘリー液で国定校， 596ト!iクロノレ酢散液で脱J:k， パラフイン切片とし，

ハイデンハイン・アザン及び鉄へマトキ i/ソンーライトグリン染色によって観察した。粁

品体は採月後[1立ちにiTを切開して取出し，l培、紙|二に置き附着した粘液・食物塊を去り 1う

め重量をiWJった細いビニーノレf昨(ストロー)内に街封し，研究宗に持ち灼;り容器ごと秤量

した。組織比ff1の測定はh主的銅口 (7)によった。

実験結果

(1) 生出状態の変化

i) 桁品休事量の変化一一一過程での本Fli己体重量の変化は，平均値をもって第 5凶に

示した。克致.H'I'では卵抜き操作の経過に従ってその疋量は減少しているが，そう核子術後
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20日までの聞にはほどま市P な値にまで回復し，その後は増加の傾向がみられている。一方

対照昨では手術n与の窓量は重いが，子術後20日ではかなり減少し，実験群とほど同じ状態

に回復するために，およそ40日を要している。分散分析の結果では両群間に 1%の危険率

で有志の売が認められた O

納本 アコヤガイのそう核手術に関する生理学的研究 1---JIl 5 )j 
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第 5悶.処迎過程及び手術後の粁品体重量の変化.

ii) 組織比重の変化一一外套j民・問殻筋・中腸腺の各組織の細片をとり， {流陛釧溶液に

入れ，その浮比によって比重を測定し，第 5;友の結果を得た。卵抜き操作の経過に従って

実験昨では比震が{尽くなる傾向がうかピわれたが，全体的にみて差がないようであった。
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第 5表 各組識の比重の変化 (平均値)

¥ 
手術後の ι 第 1手 術 創 第 2手術群 第 3手 術 群

¥経----過~一日一一数一 o I 20 I 30 o I 20 I 30 I 40 o 1 20 I 30 I 40 

膜吋 7W「m71「引「753
751 723 768 

l対間 前 772I 8叶73311 810 1 813 市 749 782 765 768 1 765 

一|醐醐i制|組ド391斜 :1醐857 |「醐|脳872 

開殻筋 対)1:日群 841' 840 I制 ~~~ I1 ~~~ I ~~~ I ~~~ 863 800 1 832 1 852 865 

実験割 I849 
M4i「「「 853 腕 lmol m

817 
中JJ易腺

対照群 l 806 865 858 1 788 11 855 1 858 829 1 804 11 -822 861 1 815 802 

※表中の数字の単位 : 1.0766， 1.0811…1.0761. 

iii) そう核手術後の運動量一一第 3手術群についてのみ，術後 2，7， 14， 21日自に実験

・対照各群 6個宛を水槽に放ち，夜間 における旬旬運動量を測定した。 水槽 は1.9x 1. 3m 

[l1D 日~ 悶悶 " ロ回mmmtEJ 回[J:1掃院lmra 。 " 
， 

c kJ [:i)! ~ 開
4・A 

~II I:.J 回
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'" 円1111
~ gl 図面

"乞 E II.l 
事之町 可守 f 冒4

E 事 1 ヨ圃 11'1 歯
~ 

: 主 11 .、虫、
rl11 耐 >J 、
日

ーー

司事

• 理-・・~喧函 E [r~. l' iIJi 
. 
.' 

L里 E ー'‘‘畢・ . 目

" ~ 1.1 
FT.J 』 冒同国圃副国

第 6図.員運動量測定のための水槽.

第 6表 そう核手術後の運動量(単位 cm)

の日数群別 I ~~J- I ¥i| 1516171819202122230123456789 合計平均

実験群ー 23 2000000001258143 
2 

対照'1Hi一 o 0 65 75 7 3 6 15 0 0 0 0 0 3 0 I 174 I 29 

I実験群 O 5 3 。1 3 5 2 452842241301541 9 
7 I対照群 o 6 6 8 9 6 5 5 1 0 1 2 3 3 3 3 3 2 0 1 66 1 11 

実験1tf 020000I282147 
14 

対照群 。一 o 7 33 61 95 61 28 4 0 3 1 0 0 0 0 0 0 1 293 1 49 

実験群- - 。
oooool刊44

21 
l対日現群 | 。5 38 116 21 5 13 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 I 202 I 34 
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の大きさで水深 20cmに保ち流水とした。計担uは毎時移動位i還までのi白線距離を記録及び

撮影し，各群についてその合計をとり比較した(第 6図及び第 6友)。これによれば，貝の

運動は主として日没時から前夜*ーに多くおこなわれ，また正常な状態では単位時間内に移

動する量は，ある時刻を中心に集中的に増大する傾向をみせると考えられるが，そう核手

術等によって損傷を受けた場合には， ~('] 1週間後に著しい影響が顕われ，運動量は激減し

t前述の傾向は全〈みられなくなる。実験・対照両群聞の比較では，手術後 2日の対照群。

勤まは少く， 1週間日では河群ともに動ぎは少く散漫であり， 2週間目もほど同じであり，

アコヤガイのそう紋子市に隠する生政学的研究 I 亜植本5 )j 

% 手術(在前

j::|日 l山 A
1i!ij対"，J ~ ~ 

1~ L nll 品
実 "j

づ:;|川 rfh ~ m 
や11対 J 什

閉じ1 Iih J1L~~ 

4A市肌品
1，1;)対 I 門

勺:1lJ一日~
第 7図.処理過程;及び手術後の生猶腺熟度構成の変化.

40日308 20日

手

手

子



3 週間目には対照訴が少なかった。この実験の限りでは~[I山町間に大まいえーはないように考

えられた。

(2) 組織標本の観察

i) 生子l占腺の観察一一実験.x.J J!({各 31洋につま，生子直線の発注状態によって 7段階に!三

分し，それぞれの段階にある伺休数の百分率を求め第 7図を得た。ゴゴ実行1は卵1<<さイ'1):業に

よってそう紋手術Ijijの状態は 3mともに朴|違のある成を示した。 1[CI[ j~j の操作後には~1

4，UJJ (放I[I，!vJ)の個休が60必を Il:jめ， 2[司自の後には第 5J出(放出後JUD，第 6WJ (泌!自前

期J)によって80%が占められ， 3 [CJj H の後では60;;与が産卵を終 J~ した状態にあった。たど

し，この中には伎納付知|胞o.、]ごの分裂・成熟過程を件J1こしている状態の伺休も合まれる O

，<-J!!(:¥併は 3J伴ともにほど同じ構成を示し，欣山JUJにある個休がわんどであり，産手13のJ長主主

J間にあることを示している。

手術後の両鮮の状態は，J.J!日H町ではいずれも比較的早く産卵終了へのft(i[iJJをみせ，遂次

第 5・6・7朋への移行がみられるのにJX:し，夫験Jf下ではその移行が;Uく，むしろ逆行する

傾向もみられた。
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第 81乱 そう核手術後の真珠袋細胞の形態及び分i必物ω批終.

1:偏平上皮細胞 2:辰平・立万[皮細胞混在， 3:立方七支部1I胞 4:白方・円11
上皮細胞混在 5:円柱仁皮細胞 6'鳳平・ )'l:)j.II]fi t皮細胞ilUL
1:真珠層， lf:真珠層・稜fiゃ層混イ1:， 市:.f変ギif:蛍， lV:稜liJ習・殻!支屑il{(I:，

皮層.

¥ :殻

*1) 

ホ2)
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ii) 真珠袋及び分泌物の観察 真珠袋の上皮細胞はその形態の上から，局平・立方・

IIJ柱の各と皮に分類されており，それらと分泌物との関係についても詳しい研究がなされ

ているが，これらを基礎にして次のような区分をした。即ち，そラ核手術後の短時日の間

では，これらの形態の細胞は混在するので，扇平上皮，届平・立方上皮混在，立方上皮，

立方・円住上皮混在，円柱上皮，属平・立方・円住 k皮混在の 6通りに区分し，また分泌

物は標本奴取時に分j必されていた層について観察し，これらを真珠層，真珠層・夜住層混

在， f交柱輯，稜柱!爵・殻皮層(有機質)iJl在，殻皮屈の 5通りに区分して，各群における

これらの出現頻度を調べ第 8闘を得た。

J;!~珠袋上皮細胞の形態のJ:.からは，実験群では子術後20 日で扇平上l支を布する偲休がみ

られ， 40日目で、は全体の30労が扇平上皮のみを右ーする個体であった。対照群では扇平土皮

の出現時期は遅れ，品平上!えのみを有する個体は40日目において 7%すぎなかった。

分泌物では，実験群は手術後30臼に真珠層のみを分j必している個体が観察され，遂次増

加して40日自には30%の個体に真珠層の分泌がみられた。万対照岩手は40[:1目においても

lH朱胞のみを分泌する伺休がなかった。また，生矯腺の状態との関;速において観察した結

果では，核miにみられる組織細胞などの爽雑物の多寡は生嫡腺の状態とあまり関係がなか

った。

(3) ~~死率及び真珠の歩留と品質

実験終fI侍における姥死率及び真珠の歩留と品質については，第 7表及び第 8表に示し

;第 2

手術 t~r

第 3
手術群

第 7表実験結果

[一手刊術問貝吋数判l採取貝賊吋数

1"" ，"， 1 正常真珠 |呉常真珠

12五三ふb司i一一i一J.{福極悶肱: 子司町 85ぺ倒円円 1ω9円個l川川川下戸引訓日伝個甑 12百2{~ 河
凶 98 22 68 il 5 9 20 32 2 

1却 113! 7 87 1 18 33 1 33 2 1 

94 26 I 62 1: 3 5 1  26 28 0 

123 23 82 11 13 28 19 16 6 

55 3 9 19 21 3 

第 8 表 X~ ・検定の表

実 験 ・ 対 照 雨群間 i 
i第 1 !第 21第 3 1 ，:" ，'， H'F I ー……一 1I実験群内i対制作内|日 bl.l皮 iX~ (0眠

:手術群|手術辞|手術群|自由度 IX
2

(0，05) I1 一

.. ... . __. (2-1)1，2-1)i .... . ...' _... !(3.l)l2.111 
事E 死率8.9261 12.682 11.629 I 1 3.841' 8.434 f 8.4ο8 I 2 I 5.991 

真珠の歩留 5.208 I 11.0E4 10.024 1 3.841 9.768 I 10.494 I 2 5.991 

・異常 19.732: 38.229 4.170 1 3.841 I 17.873 1 0.563: 2 5.991 の出現卒~~.' ~~ ~~.~~~ ~.~. ~ ~ ~.~~~ I ~..~. ~ I 

，(3-1:(2-1) '(3-1)(3-lii 
1mまず・しみ・突 7必 8I 13.397 9.406 i~ ~12~) 5.991 1.965 I 3.217 \~ ~!4~ ~ I 9.488 起真珠の出現半..~~~ I ~~.~~. ~.~~~ 
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fcこ。

i) 楽死ネー 実験鮮は対 )¥(1約一にくらべて，各子ともに少なく .X2国検定の結以は，

いずれも有怠の差が認められた。また第 3子術ft+におし、てはi両ともに箆死率がraJく，ヨミ

J験!t~内，対照 1河内の比較検定のヒで布忌:の差を生じている。

ii) 点珠の歩留 一各実験群の歩留は良好であり，対!1/11f~との間に有忌の廷が認められ

た。各l~:内の検定でも涯が認められ，第 3 予や1:]'1;-4'の実験・対照両群ともに歩留の低下が認

められた。終先取と共に第 3T術:/tfは他的:にみられなかった条flが加わったものと考iえら

オ工た。

iii) u:_'，'ii'及び異市'真珠の11'， Jl~;率 的i自の克服と同様の区分をした。実験群のjE市真珠

の出現率は肖く，対!¥(11nとの間にヂf.色;ω井:が認めらた。群r}すの比較ではゴミ験的:内に有志の

差が認められ，これは第 3T術1ftの実験に異常点珠の出 J見 ~f~が高かったことによる。

iv) 台!lきず珠・しみ珠・突起珠の出呪本 各手術射の実験・対照i再開にl土手f志の差が

た!められ，実験問は全般的に剤、きず珠及びしみ珠の出現率が高いのにj又し，対日¥tll"+では突

起珠の出現率がIJ-ijくなっている。それぞれのl伴内の比較ではだが認められなかった。

v) 主主ぎのj早さについて一一一各JI~の半均直径は第 9 表の通りであったが，分散分析の結

束では去が認められなかった。

第 9表真珠の!直径(平均値j
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ま と め

以上心結果を要約すれば，ゴミ験的Pは子術的の処」型によって生理機能は低ドするが，子術

後のその回復はかなり速いことがわかり，生殖腺の状態の推移もそれを裏付けてし、る。ま

た|司川に真珠袋上皮細胞の扇、iえ上皮への形態的な変化も早く ，J}{珠婦の分泌がみられる個

体の出現lI!j>>}Jも早い。楽死宅は少く，歩留もよく，正常真珠の出現率も生殖腺の状態とは

関わりなく I~~~J かった。 一方対H夜間:では，そう紋子術前の生理状態は正常であるが，術後の

縫過が忠く回復はかなり遅れる。それと並行して点珠袋，分泌物の状態は実験群と明らか

な相違をみせ，品質の上での結果もよくなかった。これらの生理状態の推移からI111質に至

るまでの結果は，それぞれ相互に密接ーな関係をもった現象であると考えられた。

秋季の母貝仕立及びそう核手術後の生理状態の変化

夏季以外の/I:J期のそう核手術の際におこなわれるは貝仕立及び7・術の過程での生翌j1状態

を知るために，十F品体垣:量の測定及び|苛*s.t.0Jjの力の測定をおこなった。

材料及び方法

実験は昭手1135年10月18日から同年11月30日まで，判研究所多徳島臨海実験所でおこない
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3年只を貝掃除後 2群にわけ， 1詳を竹かごに100個宛牧容し，他ïf~を金制かごに40個宛牧

容，前者を実験所桟橋の筏に，後者を地先の筏に各々約 2mの水深に張下した。 2週間後

の11月1日に各群150個について直径 4.5mmの核を 1個宛そう入した。手術後直ちに地先

の筏に沖出しした。測定は実駁開始時 1:il[間目， 2週間目，手術後は 3，7， 10， 15， 20， 

30日自に両群について各々10個体をとり，これについておこなった。

料品休のJ夜景の測定は，前回の方法と同じであった。同時に貝政， '1次休部，閉殻筋の]意:

量の測定及び貝殻形態の計測をも併せておこなった。開殻筋の力の測定は，底抗線歪計ーを

作製して，貝殻に挟ませた金属阪の応力を測定することによって開践的に測定した(第 9

図)。

採技線歪 計 系 統 国

動作ゲ♂ジ部

主生旦
アゴヤガイ

第 9図.抵抗線否言!及び問殻筋力の測定法.

実 験結果

(1) 粁晶体重量の変化

本実験に使用した貝は，その大まさがかなり不揃いであったために， tTr'ii'，休m量の変化
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は!芽!殻鰐jを除く軟体制iの重量に対する割合をもって示した(第10図)。 処犯の方法及び季

% 
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第10閃.処J:!Jl.過程及び手術後の粁晶体重量の変化.

i1i'iのtici異もあっ-c_，え季における実験ほどにはl珂憾な結栄は得られなかったが，ほ .¥:'1己j様

の傾向を示したの 11月21日以後の休の電量の減少は， 7Ki品の[勾ドによってもたらされ

たものと考えられた。

(2) f~j殻筋の汀の変化

閉殻筋の }J のポIJ定に当っても，実験材料のイ~frìíj いのために，閉殻筋の大きさ c長量J に

対する))の割合を算出し，その平均値を第一111習に示した。手術前の両群の傾向は，実験IIIJ

k， 
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第11閃.処見過程及び手術後の問j殻筋力の変化.

始の翌日には実験群に減少がみられ，また 1週間後まで向群ともに減少をつ zけたが， ~ 

れは実験開始直前の只掃除による影響と考えられ， 2週間後には両群ともに正常に復した。

手術役の経過は，両群とも 3日目まで減少しているが，実験群は 1週間自に回復した。

方対!!(W1えはこのn与を長低として徐々に回復し，およそ20日後に実験群と同程度の数値を示

し7ピ。

なお，この|井l殻筋の)Jと全電量ιとのHl関関係な調べfこ結果では，実験の当初においての

み相閣がみられ，処JFl1及びそう核子術によって相関々係を失った。また粁品体の重量と開

設1lJjの)Jとの朴1閑々係においても問肢であった。この点については更に研究を続ける。

ま と め

以上の結果は，秋季の子術においても，子術前に処理をおここなわなかったものは，その

経過が思く， ~(') 1週間日にその生現状態が最もイ尽くなり，その回復に日数を要することを
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示している。従って.これらの処盟は他のi時期と全く同様に必要なことであると考えられ

た。なお，この実験によって生産された真珠の品質・歩留あるいは奨死率等については，

後 ICI報侍する。

考 察

以上の諸実験の結果をまとめると，およそj欠の事が云えよう。

(め そう核手術前の処理は，生思機能の低下をもたらすものであるが，その術後の回

復は，処}1Jl.の故に逆にかなり早いことを示している。無処浬の場合には術後に急激な生理

機能の低ドがみられ，その回復は遅れる。こラした状態は終死;ネの上に反映されている。

(2) 子術後における生理活動の変動は，真珠袋上皮細胞の形態的変化及び分泌機能に

常按な関係を持つと思われ，術後の生理活動の順調な回復は，真珠袋上皮細胞の属工li上皮

への移行と，真珠層を分泌形成するまでの期間とを速めている。これらの事は真珠の品質

の!こに反映されると考えられる。

(3) 只体的な効果の上からは，姥死率及び真珠の歩留と品質においてそれを確認する

ことができる。品質に関して特に正常・異常真珠の出現比率に明らかな相違がみられた。

以上の現象の相互的な関述性について，なお充分に詳細な研究がなされねばならないが，

これらの現象を休系づけるための説明を試みるならば，それらの作用機序についての推察

を含めて，次のよラに考えることがでまよラ。

そラ核手術前のほ貝に対する処盟は，その棲息する環境条件の人為的悪化という形でお

こなわれるために，当然生体の生思機能は低下の万向に向けられる。この処理は生体に対

して作用悶として働会，生班活動の減少は--~~種の適応症候と考えられる。この第一の作用

による警告反応は抵抗性の附与をもたらし，そう核手術として加えられる第 2の作用悶に

Jりして交絡感作的に働き，手術後に生起する乙/ヨツク的症状を阻止する役割を果している

と考えられる O しかし，過剰の処理はこの抵抗力を減少せしめ，予後の所見を思くしてい

る。これらの現象は高等動物におけるそれとは，その機序及び本態を全く異にするとして

も生物体における類似の現象であると考えられよう。

また，生理機能の低ドは，創傷部及び移植部位に起こる組織反応を--11寺的に弱め， f皇制

休の癒合・成長に有利な場を与えることも考えられる。処理によって，そう核手術後の1/

ヨツク症状の発生をまぬかれた動物の生理機能の正常化は，比較的速くおなわれるが，そ

の症状が生起した動物の回復はかなり遅れる。

この生浬機能の正常化への過程にあって，移植体の癒合・成長・機能は宿主の生]:111状態

と密接な関係を持つから，市立三の生理機能の正常化は当然移植体の機能の lE市F化をうなが

し，またそれは分泌現象にも関係をもつものである O 従ってこれらの事は生産される白球

の品質と関係があり，その最初Jの段階で品質をブj向づける要因であると云えよ 5。

要 約

(1) 真珠養殖のそう核子術前におこなわれる「母貝仕立」及び「卵抜き作業」といわ

れている一連の作業の怠義を明確にするための実験をおこなった。

(2) 血糖値， ;ff品体重量，閉殻筋hの消長から，これらの作業は貝の生問機能を低下
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させるが，そのためにそう校手術後のその正常化が順調におこなわれる一方，処j望Itl(式

市役にショック症状を呈し，その回復は遅れることがわかった。

(3) 組織標本の組察結果から，点J3R袋上皮細抱の扇平上皮細胞への形態的変化は，処

間前においては1m処PHiN'よりいいn:JJUJにおこなわれ，従ってII{珠!討の分i必がみられる時期

もlfよかった。

(4) 処:f1'fl群の緊タヒネ及びよの歩留と品質については，1!!t処目前にくらべ.L~Hな結果

を何た。

(5) これらの結果から，そラ以のi法上えに士、jする処班!は，生タl叫止の状態を考慮す

る以前に，ほ只の日 }jの調整を目的としてなされるべきものであると考えられた。

(6) 目、上の況象について，その作用機序を抗察した。

Summary 

In the Japanese pearl culture process， a pretreatment is genera11y done in order to 

make a suitable condition of the pearl oysters for the operation of nuclear insertion. 

The method is as fo11ows; the animals are established in high density enclosed within 

bamboo-cages with fine grain during 1-4 weeks. To make clear the meaning of the 

treatment given above， some physiological and histological observations were undertaken. 

In the present paper an outline of the results of the observations may be given. 

1) The duration from nuclear insertion operation to recovery of physiological activ帽

ity after the operation in question in the oysters undergone pretreatment is shorter than 

that of ones not undergone pretreatment. And also， transformation of pearl sac tissue into， 

the squamous epithelium and deposition of pearllayer was found to occur earlier in the 

pretreatεd animals than the other ones. 

2) The oysters treated show both low mortality rate証ftcrthe operation and good 

results in yield and quality of produced pearls. 

3) B乱singon the facts given above， the fo11owing conclusion may be done. It seems 

to the present author that the treatment before the operation acts as a stressor for the oyト

ters， and it causes the decline of the vitality of animals， and on the other hand it brings 

the acquisition of resistance of the cross sensitization-like against the operation for the 

animals. Accordingl)ア theshock咽 likesymptoms frequently occurred after the operation is 

arrested， and the normalization of vitality in the operated oyster is carried forward. The 

normalization of the recipient's vitality influences on the adhesion， growth and function of 

graft， therefore it has close relation with both the function of the pearl sac and the quali噌

ty of pearl. vVhereby the pretreatment appears to be an important process for the produc-

tion of high quality pearls. 
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“あとづけ"に関する研究

1I.卵抜きの程度と真珠袋形成との関係町

ILi 仁I

l吋 ψ寅珠!出 J光 所

は し がき

ヌえ
'e'l. 

点珠jミミタl直の般人れ泊d~すには m同時づけ"とそ史あとづけ"の:つの )J i1、があり， 勺ITjli:Jづ

け"を行なう場合にはほ貝の活)jB周繁の志味も合めた，いわゆる卵抜さは必須の条flとさ

れている。藤岡.¥';::ti4) (1%1)は成熟した生硝腺I}すに彼入れをしたiz;合，遊離した生航

細胞をfi珠袋内に巻き込み異常形真珠の!京国になると報し，また古木2) (1958) は奥 'iH~

形貞珠の・部分に生殖細胞が含まれていることがあると述べている。これに対して，他の

つの方法である q あとづけ"では代同時づけ"ほど完全な卵抜まを必要としないのが特徴

一‘とされている。しかしこのお法を実施する業者の間では，卵抜ぎの程度がまちまちであ

って，それが点珠品質に及ぼす影響については明らかにされていなし、ょうである。筆おは，

ほ民の卵依きの程度と施術後形成される点珠袋の形状との関仔:を組織学的に研究したが，

その結巣I_:';Jlt袋の形成過程には芝異が認められなかった。

本文に先だち種々WJ三を賜わったかお新宮待j:ルびにJR鳴をいただいた起!己_!_'(lな支所長

に謝，tí~を表する。

材料及び方法

「手良は大村湾践の 3今生アコヤガイ Pinctadamartensii (Dunker) を使!日し，次のよラ

な操作を施し，卵抜きの程度を 4段階に区分した O

A. 26日間卵依き操作を施して，完全に卵が抜けたと認められるもの O

B. 19日間の操作で約8割程度の卵依きが出米たと認められるもの O

C. 12日聞の操作で約 5割程度の卵抜ぎがけ1米たと認められるものO

D.卵抜さ?-j栄作を実施しなかったもの。

卵抜きは叶史的な}j法で行ない，生破線の状態は間殻して肉版観察によって区分したっ

1960年 8月18，19日に上記 A，B， C，及び D の状態にあるほ貝にそれぞれ!在符約 5mmの

パラフイン肢を q プクロ"に 1個あてそう入し 7H後の25，26刊に別の傷 rIから外的iJ:_

* Kazuto Yamaguchi. Studies on the tech'1ique so called "Atozu¥e" (one of the method of nu-

clear insertion in pearl culture). f. The relation between degrees of artificial spawning and pearl 

sac formation. Bull. Natl. Pearl Res_ Lab. 6: 636-641. 1961. 

1) 国立真珠研究所業務 No. 74. (国\/‘真珠研究所 r~~J; 6: 636--641. 昭和初年 5)J)
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j支のll'rIが般に密着するようにピースをそう入した。施術貝は金網かごに人れ，大村市玖j島

崎地先で'7](riJiド 1.5m屑につるし養殖した。そう紋後 1， 3日及び 5日目，ピースそラ入

後 1，2， 3， 5， 7， 10， 15， 20， 30日及び60日日に A，B， C，及び D のそれぞれから 3~5

伺休を任志に採取して，そう核部{¥i:周囲の組織をツエンカ一波で!日定し，パラフイン切片す

をつくり， エーノレリツヒ@へマトキ νリンーエオシン染色及びハイデンハイン・アザン染

色三三砲し観察した。

観 察

(1) そう校後の経過

iL 癒胞内には生手il'i細胞は全くみられず，岐に近J安した部分では油、!白壁はIJ:追されて

いる(図 1)。 そう段段 3F:l Fjになると，似而ど周1!i'1の組織との聞に多数のi並走細胞が塊

状あるいは網目状に集まる(図 2)。 この遊右前JI犯の多くは細胞質の突起を山し川]f;1えを

主し，細胞校はへマトキ乙/ソンによく染まる染色買をfJーし，細胞質はヱオ乙/ンにうずく染

まる。そう絞後 5~7 日i:'Hこは， j、支出には多数の遊定細胞が集まり，胤1)11の生殖服組織と

の間際は哩められている。また，これらの遊走細胞の」部には擬足によって周問の生嫡1泉

と結びついているものがある。

B. 癒胞内はほとんど空隙であるが，少数の攻熟した生殖細胞もみられる。核の問聞

は A の ;Ij~態と変りなく， 3 日日には技 rflÎ にifW~あるいは網目状に集まった遊走細胞がみら

れる。 5~7 日目には多数の遊走細胞が集まって岐市lを完全におおっている。

C. 各誌、胞[付の半分は成熟期と忠われる生1[t細胞によって占められ，残りは主隙にな

っている。また漉胞墜には未成熟の生嫡細胞が観察される(区18)。 核に近践した部分の

組織は圧迫された状態になっている。これは A，Bと同じであるが，総胞内の卵子は核に

近い部分では圧迫されて変形し貯Tは核!日にj些しているものがしばしば1¥&察された。

そう抜後 3日自には紋 r[{iに遊走細胞が塊状あるいは純白状に集まるが(関 9)， その巾に

核 fffl に遊離した精子が合まれているのがみられる。 5~7 日目になると多数の遊走細胞が

集まって絞而をおおっている。

D.各総胞内は成熟した生殖細胞が充満し，肢の近くでは生殖腺は圧迫されて』ゅの個

体では卵子は変形し，雄では紋面に遊離している精子がしばしば認められる。そう伎後 3

日日ごろになると，核の周聞の生子直線には生殖細胞はみられなくなり，あとに圧迫されて

かさなった厚い溶胞壁の層が認められる。また，妓面には遊走細胞が塊状あるいは網目状

に集まり(図 15，16)，その中に核聞に遊離した生殖細胞が合まれているのがみられる 0

5~7 円目には多数の遊走細胞が段而をおおい，伎と周聞の組織との問を埋めている(国

17)。

(2) ピースそう入より点珠袋形成までの経過

ピースそう入l時の核の周囲には， A， B， C 及び D のいずれにおいても，多数の遊走細

胞が核illiと周開の組織との聞を理めている。枝市iから離れた部{j'J:においても!奇聞の宿主の

組織の中には遊走細胞の浸潤がみられる。 C及び Dにおいては，そう核によって核市に

遊離した生鏑細胞はすでにみられなくなっている。核にそ安着するようにピースをそラ入し

ても，ピースの端においては伎と周閉の組織との間にしばしば三角状の間隙が出来るもの
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があるが，この間隙もJ設定細胞によって埋められる(関11，19)。 市:ヒの組織とパラフイ

ン校の間にはさまれたピースは， 1-2日後にはやや大きさを増し，伎IfJjにそって少しひ

ろがる。ピースと術主の組織の間にも j並走細胞がみられ，これらが擬足を出して両者の問

を結びつけるf裂が認められる(図 3，19)。 またピースの外IAiJ.J支栴胞は早L、も ωで 1H 

Jlには基底膜から離れ岐にそってひろがり， ピースそう人後 5-7I司自には点珠袋は完成

される(図 5，12， 13)。 その期間において，防而と周同組織との間に集まった遊走細胞

心数はしだいに少なくなり，完成された宍珠袋のと!支は結合組織によって 11~1' j二生嫡腺組織

と結びついている。 中い側休では 7H[:jに舷Ifllに殻!支!掃の沈着が認められ([;i]15)， 15臼

日ごろにはりょう，ltJ神の分泌があり， 30U 1Iごろには点珠帽の沈着が認められる(図 7)。

考 察

観察のネJi県より， A， B， C /!zびDのいすれも，そう伎後 3Fl Fjごろには校凶lに多数心

逃走細胞が塊状あるいは網目状に築まり， ピースをそう人するi時期の 7HIJには核i伺は多

数のjft[Jlミ細胞によって完全におおわれ，また，絞りIMI明の間隙も遊走細胞によって均めら

れた状態になっている。 C及び Dでは生硝腺1)リこ成熟した生嫡細胞があり，これはそラ

校によって妓而に遊離しているのがろえられるが， ピースそラ入II'!}期(そう険後 7日目)に

は十五而にはすでに認められず，これらの生柑細胞はすみやかに遊走細胞によって吸収され

て行くものと思われる。すなわち， ピースそう入時期にあたるそう核後 7日日ごろになる

と校i凶は多数の遊走細胞でおおわれて，核が直後生植腺組織と接する郎分は少なく，また

奥 iin杉点珠の成問になると忠われる間隙もすでに遊走細胞で埋められて，校の周Illlは安定

した状態になっているものと考えられる。

ここで絞而に外而 L!支が夜着するようにピースをそう入すれば，外1両L皮は1五I耐にそっ

てひろがり，正常な形のJ~~珠袋が形成される可能性が大きく，また生嫡 Jj!裂が成熟している

個体に施術しても，校耐に遊離した生殖細胞はすでに吸収されているので，真珠袋内にそさ

き込まれて異常形真珠の成闘になることは少ないものと思われる。異常形真珠の成!:tIにつ

いては多くの結果が報告されているがか 1)3) 今回の試験から吹あとづけ"では， Il]:J'l.の

卵依きの担度がiさっても真珠袋の形成過程に主主異はなく，卵抜きを施さなし、「弘氏に施J術し

ても，生タ直腺から妓尚1に遊離した生殖細胞が，真珠袋形成の途中に障害となって吹きずだ

ま"または吠しみだま"の形成に直接関係することは，非常に少ないのではないかと思わ

.1.1.，る。

要 約

1. 吹あとづけ"について付具の卵政き程度による真珠袋形成の差異を組織学的に観察

し?こO

2. 卵抜きの程度に関係なく，そう肢後 3日目ごろに十五Imlこ遊走細胞が塊状あるいは楠

白状に集まり， 5-7日目には多数の遊走細胞で校而はおおわれる。

3. 卵抜きをしなかったもの及び約5割程度の卵抜きを施したものでは，そラ核後，核

面に生殖細胞が遊離するが，これはのちに遊走細胞によって吸収されて，ピースそう入時

期には校而に遊離した生嫡細胞は認められなくなるつ
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4. ピースそう入時期には，核周聞はすでに安定状態となって，ピース外出上皮は険両

にそってひろがり!F常な形の真珠袋が形成されやすいc
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との関連性.国立真珠研報 5:516-540. 
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図の説明

1. 卵抜きを完全に施したほ貝の生組腺.そう核後 1日目. x60 
2. そう核後3日目.核白ーに塊状に集まった遊jE細胞. x250 

3. ぞう核後9日目. どースそう入後2日目.多数の遊離細胞がまだみられる. x60 

4. そう核後10日自. どースそう入後 3日目. ピースの端の状態.真珠袋は形成されつつある. x 25(} 

5. ピースそう入後 7日目.真珠袋は形成され殻皮層の沈着がみられる. x60 
6. ピースそう入後22日目. りょう柱!留の沈着がみられる. x60 

7. ピースそう入後32日目.真珠層の沈着がみられる. x60 

8. 約 5割程度の卵抜きを施した母貝のそう核i直後の生殖腺の状態.そう核後 1臼目. x60 

9. そう絞後 3日白.核周囲に遊走細胞が純白状に集まってくる. x60 

10. そう核後5日間.核と周囲の組織との間に多数の遊走細胞がみられる. x60 

11. そう核後 9日白.ピースそう入後 2日目. ピースの端に遊走細胞が集まる. x60 

12. 13. ピースそう入後 5El日.真珠袋が形成されている. x250 

14. 卵妓きをしなかったほ貝の生子直線(合)の状態.そう核後 1日白. x60 
15， 16. そう核後3日目.遊走細胞が核の周囲にみられる.アザン染色. x60 

17. そう核後 5日目.多数の遊定細胞が該国をおおってし、る. x60 

18， 19. そう紋後 8日目. ピースそう入後 1B目. ピースの端の状態. x60 

20. ピースそう入後 3日目 真珠袋は形成されしつつある‘ x60

略話 n:核 w:遊走細胞. p:ピース e:真珠袋ヒ皮.
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“あとづけ"に関する研究

][.真珠袋の形 成w

A-aaJ 

M
M
V
 

井 H封

同工ι真珠祈 究所

!.{珠会一械で一対去に1Iなわれる"核入れ"(作業， たま入れ等と称する)の方法は， ほ貝

(核入れ手術を受ける貝)の生嫡腺に貝殻で作った伎をそう入する直前または直後にピース

(外とう!漢の小片j を核に附着するように入れるそ更同時づけ"と ll'j2ばれる方法ーである。ミの

場合の真珠袋形成過程l'7 )はすでに充分研究されてまたが，九州の一部等で行なわれる m

あとづけ"糾を行なった場合の真珠袋形成については明らかでない点があった。今回はこ

の方法で作業した場合の真珠袋形成について組織学的研究を行なった。特に核そう入(核

だけ)後，そう入された核をとりまく f母国の組織がどのように変わり，どんな状態のとま

にピースがそう入されるか等につし、て観察した結果"あとづけ"の特徴について.，三の

知見を得たので報告する。この研究に当り，終始指J撃をいただいた国立真珠研究所高山活

夫所長，同中原幣博士投びにた文の校関をいただいたこ二烹県立大学辻井禎博士に深謝する。

材料と方法

あご湾lこ援する 4年生アコヤガイ Pinctadamartensii (Dunker) 150伺休の生殖腺に出

径7-8mmのハラプイン紋そ 1i国ずっそう入した。校入れ(核だけ)は1960年10月5日に

行ない，作業の終わったものは金網かごに入れて医!な真珠研究所多徳島臨海実験所前の海

面下2mの属につるした。その後， 1， 2， 3， 5， 7日及び10日に 5ないし10個体ずっとりあげ

手術部位をチアチオ液で間定した。残部のもの90個体には先の被入れ後10日に， 2-2.5mm

角のピースを外面上皮の而が紋liiiに接するようにそう入した。ピースそう入後は前記の海

面につり下げ1，3， 5， 7， 10， 14， 22， 25， 30日及び40日後に同様子術部位をとり出し固定し

た。固定した材料はいずれもパラフイン切片をつくり，ハイデンハイン・鉄へマトキ νソ

ンーオレンジ G染色及びハイテンハイン・アザン染色をほどこした。絞だけそう入した場

合にみられる絞周辺の組織像の変化を3JJ切にわけた。またピースそラ入後における状態は

町井・中原5)に従い 4期にわけた ο

* Akira Machii. Studies on the technique so called “λtozuke" (one of the methods of 

nuclear insertion rarely used in pearl culture) Jll. On the pearl-sae formation. Bull. Natl. Pear1 
Res. Lab. 6: 642.546. 1961. 

1) 周立真珠研究所業績 No.75. 凶_¥7:真珠研究所報告 6: 642-646. 1fi，fr:136年 5月)

料 まず核だけを母良の生硝腺にそう入し，その後数日間たってからピースを核f酎に附着するよろに

入れる方法。
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観察

1 核そ 5入(核だけ〉後の状態

1) そ5入された核は宿主の生殖腺組織によって直接 とり屈まれている コ

この状態は核入れ直後から 3日くらいの聞にみられる。核をとり囲む生嫡腺組織の一部

除大きな傷がでぎている。核面を直接とり阻む宿主生殖腺の管状の腺小葉は非常に圧平さ

れている。核面とそれをとりまく宿主組織の聞にはアメーパ状の遊走細胞がみられる (第

1図)。これら遊走細胞は核そ 5入後 1日くらいたつと数個ないし数十個が塊状あるいは網

目状に互いに仮足を出して集まる。

2) そ5入された核面及び傷面に多数の遊走細胞が認められる。

この状態は主として核入れ後 2ー 7日にみ られる。核入れのために受けた傷はまだ大ま

く，アメーパ状の遊走細胞が傷面に多数み られる。核面は宿主の生殖腺組織により直後と

り囲まれている部分が多いが，網目状に集まった遊走細胞によって占め られる部分もある。

第1- 3区1. 核そう入(核だけ〕後における生殖腺と核面の聞の状態 1 核そう入後1日.

2. 7日後.核面と生殖腺の聞に集まった遊走細胞.n:核 '" :遊走細胞 3. 10日後.遊走細胞
層と宿主組織のむすびつき.いずれもハイグンハイン ・鉄へマトキν9;/ーオレンジG染色.

x400 

3) 核商は遊走細胞によっておおわれる。

核入れ後 7-10日たった個体にみられる状態である。多く の個体においては宿主の組織

と核面の聞に石垣を積んだように互いに仮足を出して集まった遊走細胞がみられ，これら

が数層ないし十数層に抜面をおおうが，あ る個体では核面の一部は宿主の生殖腺組織に直

:接接している。これら遊走細胞のうち核商に直接接するもの及びこれに続く部位では，細

胞の排列状態は一見しだところへん平上皮に似ている。しかしこれら遊走細胞の仮足の一

部にアグン染色で青く染まる部分が認められ，核はまるく染色質は通常上皮細胞のそれよ

り濃く染まり ，仁は不明りよ 5である等の点から両者の区別をつけるこ とができる (第2，

3， 10図)。 またこれら遊走細胞と宿主の組織は遊走細胞の仮足によってむすびっくと共に

宿主の組織に由来する結合組織繊維によ って結合される。 これら結合組織細胞では，核は

長円形でへマトキ νリンに対する染色態度も強くないので，円い核をもった遊走細胞と容

易に区別でまる(第 3図)。

2 ピースそう入後の状態(真珠袋形成)

第 1期) そう入されたピースは著しい変化がみられない。 I

核耳と 宿主の生埴腺組織の閣の一部に，外国よ反の面を核面にむけてそう 入された 1ピー

スが観察される(第 4図)。 ピースの上皮細胞は外とう)撲のそれとあ まり 変 りがない。 ピ
... . 
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ース上皮細胞の核はへマトキ νリンによく染まり 仁は明りょ 5である。パラフイシ核の

表面にみられる遊走細胞の数は，核をそ p入したI時のように多くない。以仁の状態にある

期聞は非常に短かく ， ピースそ 5入後 1・-3日で次の状態にうつる。

第 4-8図. ピースそう後の状態-1そう入後3日の状態 p.ピース x4.4 5.厚みを

増したピース外面上皮細胞，ピースそう入後3日.x400 6.ピースそう入後 7日に核問の一部

をおおうように形成されてし、た円柱土攻.x400 7 ピース内面上皮のあった面と宿主の生殖

腺の聞の状態.両者の間は遊走細胞の仮足でむすびつけられている. G:宿主の生組腺組織，
p:ピース x400 8.真珠袋ができない場合は図のような遊走細胞により核市がおおわれる.
x400 いずれもハイデンハイン ・鉄へマトキνリンーオレンジG染色.

第 2期) ピースの外面上皮細胞は核面をとりまくようにひろがる。

この状態はピースそう入後 3日から10日くらいの聞にみられる。ピースの外面上皮は多

くの場合厚みを増して円柱状となり(第5図)，あるものは基底部から離れてアメーパ状と

なる。核面の一部に遊走性を失ない固定化した直後と思われる原形質の突起をもった真珠

袋上皮がみられるこ とが多い。この場合，上皮層 とその下に形成される結合組織との結合

はゆる<，その境目は入りくんでいる(第11図)。ある個体では7日後に， ピースに続く部

位に円柱上皮がひろがっていた(第6図)。また 5日後にピースから最も離れた部位に，へ

ん平な真珠袋上皮が形成されている個体もあった(第10図)。 ピース内面上皮のあった面

と宿主の組織の聞にはアメーパ状の遊走細胞がみられ，これらの仮足によって両者が結合

されている(第7図〉。ピースそう入後 5日の個体のこれら遊走細胞の仮足の一部ピアグン

染色で青く染まる部分が認められた。
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第 3期) 真珠袋上皮は完全に核を とりまく。

ピースそう入後，早いもので10日，大体14日くらいかかつてこの状態に達する。形成さ

れて間もない|時期には，同一真珠袋内でも部位によって上皮の形態の異なっているのが普

通で， ピースのあった部位では厚みのある円柱上皮をなしていることが多く，そこから高佐

れるに従ってへん平化する傾向がみられる。円柱上皮においては，核は細胞の中央よりや

や基底部にかたよっており ，はっきりした仁をもっている。細胞質中にはアヂン染色で赤

ないし オレンジに染まる大小の果粒が多く含まれている(第9図)。 へん平上皮において

も，はっきりした仁をもった核が胞体のほぼ中央に認められる。ピースそ 5入後，長時日

を経過しでも真珠袋が形成されない場合は，前|節 3にのべたように遊走細胞によって核面

が厚く とりまかれていた(第 8図)。

第 4J明) 核面に沈着物がみられる。

ピースそう入後，早いものは 7日でこの状態に達したが，多くの個体ではほぼ17日を要

した。この時期の真珠袋も前述した種々の形態のものがみれるが，時日の経過するにつれ

て，へん平上皮が多くの部分を占めるよ 5になる。形成された真珠袋に由来する核面への

沈着物は，日数の経過 とと もに加わり，殻皮はピースそう入後 7日， りょう柱層は14日以

後のものに認められた(第12図〉。

第 9-12函. し、ろいろの形態の真珠袋上皮. 9.ピースそう入後25日の厚みのある円住上皮

組大な果粒を含む. 10.へん平上皮.ピースそう入後5日 11.不規則な形態の上皮.ピース
そう入後7日 12.真珠袋とそれに由来する厚し、沈着物.ピースそう入後25日.n:核，s:沈着

物，e・上皮 8~1lいずれもハイデンハイン ・ 鉄へ 7 ト キ ν リン一一オレンジG染色 12 アザ γ
染色.し、ずれも x400

考察

今回の観察による と， 核そ 5入後 2ー 7日には，被面及び傷面に多数の遊走細胞がみら

れ，これら細胞は核と宿主の組織の聞に数層ないし十数層に重なる。 また 7-10日でこれ
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らi位走;f，ft'fJ包 Q二i!x5己レ)rj_;にアザン染色で青く染まる剖G分がみらるようになる。青木は10月に

した場合 5日後にピースの結合組織が変化し， ピースの周辺部では宿主の組織と融

合しはじめているのを認めた。とのようなことからして，核そう入直後から 7日くらいの

間は，核周辺の組織像は変化が大まく，彼は>j)j_;きやすい状態にあるものと考えられる。一

般に H あとづけ"の場合は，核そう人後，数日ないし卜数日たってからピースがそラ入さ

れる。このことは以上にのべた不安定な時期をすぎて， 1安をとり阻んでいる組織も大休閉

まり，その 1Iコで安定し，確実に残った校に対して，ピースがそう入されることに外ならな

い。点政袋の形成速度は7k~}}lの影響:を大きく受ける 1 ， 4 ，.5， 6 ， 7) 。青木 1 )は10月7](?lfrlが22
0
C

のとさに作業した場介， 19日で真珠袋が形成されることを報告した。また Kawakami41は

20:Cのとま作業した場合， 14日たっても|二皮は核の一部をおおい， !:'H!l;袋形成j金上にある

ことをのべている。

今戸!の吹あとづけ"による作業では前記 2荷のいずれよりも平く， ピースそう入後写1.い

もので 7Il，通常は14/=1くらいで真珠袋が形成された。 青木， Kawakami 及び今回の結果

との|習に形成速度は若「の去があったが，これらは水漏の影響のほかに吹あとづけ"のi易

合校周辺の術主組織の状態がそう入されたピースの府地として良好なものであるというこ

とが考えられる。以 t論議されたことから， 10月水温が 22--230C前後のときは，核周辺の

組織の状態から考えて， ピースをそう入する II !j J~j は核そう入(核だけ)後， 7 Rないし10

日がj鴎当であると忠われる。

要 約

そ更あとづけ"によるたま入れを行なった場合の点珠袋形成について組織学的観察を行な

い次の結果を得た。

1) 核そう入(核だけ)後 7--10日たつと，核は遊走細胞に厚くおおわれ固定される。

2) 上記の状態の生殖腺にそう入されたピースの外市上!支は，早いも心は 7H，通常14

日で核 ì~íをとりまき，真珠疫を形成するつ
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1) 九一水 絞 1956. 真珠袋形成に関する研究. ポJに秋と初冬に作業を行った場合に就L、て. I五IJL真
珠研報 1: 41-46 . 

.2) 1957. 真珠養殖における挿核施術に関する研究 1. 外とう膜片の外商(貝殻rlli)が核
に接着しなかった場合につし、て. 国立真珠研報 3: 218-228 . 

.3) Kawakami， 1. K. 1952. Studies on pearl-sac formation. 1. On the regeneration and trans幅

plantation of the mantle piece in pearl oyster. Mem. Fac. Sci. Kyushu Univ. Ser. 

E (Biol.小 1:83-88. 

4) 1953. Studies on pearl-sac formation 11. The effect of water temperature and 

freshness of transplant on pearl-sac formation. Ann. Zool. Jap. 26: 217・223.

5) 問I弁 l附・中原 階 1957. 真珠袋の組織学的研究I. 季節による真珠袋形成速度の差異. 国交
真珠の[報 2: 107-112. 

06) 村上菊太郎・石橋宣彦・緩旧朝夫・梶上邦武・荒木文雄 1956. 真珠形成に関する綿織学的研究I.
広島県水試報 17 (1) 1...9. 

7) 中原 階・町井 !附 1957. 真珠袋の総織学的研先駆. 形成初期におけるピース並びにその問問
組織の変化. 国立真珠研事長 3: 212-217. 
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V. 挿入された核の周辺に間隙が生じた際の変化長

青 木 駿

京土真珠株式会社研究部 三重県浜島町

養タi自真珠が形成されるためには，絞をとりまく真珠袋の存花が必要であり，アコヤガイ

Pinctada martensii をほ貝とした真珠養子ばにおいては，その真珠袋はそう核施術の際核と

共に生硝腺内に移柏:された外とう膜片 (mantle piece，以下ピースと略す)が組織に沿っ

て変化しながら成長して形成されると言うことはすでに数人の研究者によってたしかめら

れでいる。従って，シミやキズ(突起)のない，形質的によい真珠を得るためには，核に

密着‘した真珠袋が形成されるよラ施術することがまず必要となる。しかし，実際には，施

術後ごくまもないミろの組織襟本をみると，第 1-4図に示すごとく，部分的に組織と核

面とが密着せず，間際が当三じていることがしばしばみられる。

間際が生じる原因には種々あるが，第 2閣のごとく，ピースの移楠位置に核との段着具

合いが惑いため，そこにすき間が生じることもあれば，第 3~]のごとく施術メス(一般に

先導器と呼ばれる)の切り過ぎなどで，その部分の組織に図に示すような潜が生じること

もあり，あるいはまた第 4図のごとく，遊離した生嫡細胞をはさみ込んだため，組織が校

而より離れていることもある。更に前報1iのごとく，そう核位置に起因する伎の惨封jによ

って生じる間隙も考えられる O

いずれにせよ，間隙が生じると，第 1-3図のごとく，その間隙には多数の遊定細胞が

侵入してくるのがみられ，その後第 5-6図のごとく，集まった遊走細胞をまき込むよラ

に真珠袋が形成されると，そこに乙/ミやキズ(突起)が形成される可能性が高く，真珠を

養倒する丘場から言って望ましくない。アコヤガイの組織中にみられる遊走細胞の機能に

ついては種々論議されておりか，石灰沈着に関与するもの，胞食作用を有するもの，ある

いはまた，間隙に組織の再生芽を形成するものがあるようであるO

そこで今回，そう入された核の周辺に間開が生じた際，そこに集まる遊走細胞がどのよ

うに変化するかを調べ，それら細胞がもっ機能について考察した。更に，ピースをそう人

した場合，その部分にどのよラな真珠袋が，形成されるかについて組織学的観察を行なっ

た。

* Shun Aoki. Some exp町 imentson the nuclear insertion in the pearl-culture of the pearl oyster 

(P仇ctadamartensii)， V. Pearl喝sacformation in the material with a space hetween rhe inserted 

nucleus and adjacent tissues. With English summary， p. 652. Bu1¥. Natl. Pearl Res. Lah. 6: 647 
-656. 1961. 

(国立真珠研究所報九一 6:似 7--656 昭和36，年 5月〉
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お1:ピース，

本研究四あたり，御援助，御助言を下さった国立真珠研究所の高山活夫所長並びに中原

暗，町井昭両所員に深謝の主主:を表する。
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観察材料及び方法

そう入された核の周辺に間隙が生じるよラに施術する方法であるが，

それがため，あらかじめ第7図に示すような寝みを有するキズ核をパラ

フィンで作り，それをそラ入し，核と組織間に間|坊が生じるようにした。

そして， 1泊J術後その浅み(間隙)に集まる遊走細胞の変化並びにその部

分におこる真珠袋形成について組織学的観察を行なった。観察に供した

材料は浜島産の貝で，そう核施術は1960年 8月20日に行なった。施

術方法は次の一二つに大きく分けて行なった。

1) 沌みのついたキズ核のみをそう入

2) 筏みのついたキズ核とピースをそう人

(イ) ピースの同u寺付け施術(ピースそう入の 11主自ijあるいは直後に核をそう入して互

いに組織中で密着するように施術するん法〉

(ロ) ピースの後付け施術(まず紘一のみをそう入し，数日おいて，別に新しく穿孔し

てピースをそう入し，核に接着させる方法〉

なおピースの後付け施術であるが，肢をそう入して，後20日おいて (9月9日)ピースが

核に接着するようそう入した。施術後それぞれの試験材料を適時10%ホルマリンで固定し

脱灰を要するものは 5%トリクロノレ酢阪でIJ引火してパラフィン法で切片を作り，デラフィ

ノレド・ヘマトキ vリンーエオ乙/ン染色，アザン染色，あるいは結合組織化された部分の繊

維を染め出すためヴエノレホップの染色にヴアンギーソンの後染むを施し観察を行なった。

史にこれら国定標本の観察以外に問問、に集まった遊走細胞の生体観察も行なった。

観察結果並びに考察

1) 注ろえのついたキズ似のみをそう入したJ易合の変化

そう校後 31:1 ないし 4Uもすると般市iの深み(間隙)には第8図に示すような逃走細胞

が多数集まっているのがみられる。これら遊走細胞は略 10μ1iLの大きさで，細胞質の突起

を出し，伸長し，アメーパ状J1(動をしている。無論これら遊走細胞以外にJiui11即時に含まれ

たと忠われる生嫡細胞や脱離した組織がまじってみられることもある。そう核後 5日ない

し10日経過するころになると核国の窪みは第 9-10図に示すように，侵入してきた遊走細

胞でいっぱいになる。しかし，いまだ遊離状態のものが多い。ホノレマリン回定の標本によ

れば，これら細胞の外形は，ほとんどのものが球状あるいは錐体形をしており，球状をし

た比較的大きな核をや L偏した位置に 1個有し，核は染色質に富み，仁は認めがたい。細

胞質はエオ乙/ンに淡染し，アザン染色でもも色と青の中間色に染まってみえる。これら遊

走細胞と同様なものは組織I'i-lにも多数みられる。

集まった遊定細胞は最初J遊離状態であるが，その後第11図のごとく，次第に網目状につ

ながり，細胞j主結を?ifむよラになる。第11図ではいまだ繊維が現われていないがその後妊

に変化が進むと，アザン染色で背く， ヴエノレホップ・ヴアンギーソン染色で亦く染まる細

い繊維が明らかにみえるようになり(第四一15図)，結合組織化されることが認められる。

繊維が現われ，明らかに結合組織化されるのは第12-c13図のごとく，山の!まの;取分，すな

わち組織の側より早く行なわれるのが背通である。
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そう妓後20Hないし 1ァ}Jすると，第14図にIJミすごとく，子主みに集まった遊走細胞のほ

とんどすべてが結ひつぎ，周[別の組織との境界が不明瞭になる。第15閲は第14図の一部を

拡大した図であるが繊維が明らかにみえる。初期多数集まった選定例胞(第9…-10図)が，

細胞;連結をF?み，欄白状になり(第11閲)，その後繊維が現われ，結合組織化される(第12

15図)が，次第にその細胞り数は陳になるようである。この部分は将来史に変化が進ん

で障々なる組織に分化される可能件が惟測される。それら遊走細胞が細胞述結を常み，

命組織化されるスピード(土，f'!;みの大ささ， I時期，あるいは個体によって大分異なるよラ

である。

以 f:iJ)結来より，そう入された肢の周辺に間隙が生じると，そこに多数の遊走細胞が侵

入し，それら細胞は，刀~~、に制目状につながり，結合組織化し，その間障を充てんしよう

とする働きがあることが分かる。 遊走細胞について， l[J原・町井 5)も真珠袋形成のごく初

期にピース心内出上皮と直接持している周聞の組織との間に多数遊走細胞が入り込み，互

いに網目状につながり，結命組織化し，ヒースと周聞の組織とが結ひっくようになると報

告している。また111上2)は，アコヤガイタトとう膜の再生を観察しており，内外両側表皮か

らのびて来た再生表皮が袋状をなし，その袋に包まれて i!J~不葉起源の遊iE性の未分化の細

目包が集まって再生芽を作ると述べている。

2) (イ) 窪みのついたキズ伎を用いて， ピースの同時付け施術を行なった場合の変

fヒ

f泊術後 1週間ないし10日で真珠袋が完成される時期であるので，窪みに集まった遊走細

!胞が細胞連結を'訂む以前に，伸びてきた点珠袋上皮にそれら細胞がまき込まれる可能性が

高い。第16悶のごとく，まま込まれてi官後のj昼走細胞はいまだ染色性を失なっていない。

その後，合まれた遊定細胞の 1.vこエオシンに行染する無構造な殻皮質が分j必されるころの

真沫袋[~-皮はその郎分だけ異常に厚ペ，分泌される殻皮質の最も特に多い。なお第17-19

図，第21図に7J~すように，殺皮質と遊走細胞の集体とが複雑に積み煮なっているのが普通

である。まき込まれて，死滅した遊走細胞は茶かっ色に着色し，細胞核がJa基'r't染料に染

まりにく λ なり， ìf~が小となる(第19--20関)。更に経過すると，細胞の輪郭が不明瞭にな

り，含まわした遊走細胞の集休が茶かっ色なかたまりにみえるようになる(第21図)。 点珠

屈を通してこの部分を外部fSよりみると肖くみえ，いわゆるシミがこの程みに形成される。

まき込まれた遊走細胞の上に厚い設皮質の分泌がうながされる原因については，それら含

まれた細胞が分解して真珠袋 t度を刺激するため異常に多くの蛋白質(殻皮質)が分j必さ

れるものと考えられている 6 。

以上 1)，2) (イ)の結果より，伎の周辺に間|績が生じた その間隙を充てんする組

織を形成するために遊走細胞が多数集まるが，問時イ寸け胞術の湯台，集まった遊走細胞が

そミで細胞連結を営む以前に貞珠袋 t皮に取りまかれるロJ能性が高い。メト[可!の実験のごと

く，核Lfiiに主主みのあるi易命と，伎と組織間に間隙の生じる実際の場合とでは，たとえそれ

が同じ大まさの間隙であったとしても，結びっくスピードは異なるであろうが，実際にお

いても，そう入された牧の周辺にたきな間隙が生じれば，そこに集まった遊走細胞が細胞

連結を営む以前に真珠袋 k皮に取りまかれ，そここにそれら細胞を含んだシミやキズ(突起)

が形成される可能性が高いであろう。また再生機能の強さは個体や時期によっても異なる

ため，再生機能の弱L、と iZわれる長弱した良や，あるいはそのような員の多い時期にそラ



5 )~ 三ヨオて
，~ ，- 真珠美帽における挿絞随術にl認する研究 t

校施術した掛合，シミやキズが出米易いことは今回の実験からも批測されるつ

651 

2) (ロ) 深みのついたキズ核を用いて， ピースの後付け地術を行なった場合の変化

淫みのついたキズ核を先ずそラ人し，そう以後201:3おいて，し、わゆるピースの後付けを

行なった。 (1) にて述べたごとく，そう核後20日ないし 1ヶ月すると窪みが結合組織化さ

寄れるようになるため， 3F~22-24図のごとく，真珠袋上!支が，集まった J差走細胞の上に形成

されているのがみられる。細胞連結は認められるが，いまだ細胞は密に集まっており，繊

維は少ない。しかし，そω部分は}反に変化が進むと，第25~~26rzl にノFすごとく，著しく繊

維に富む結合組織に変わっていくものと思われる。第22-~~24図のごとく忽ろに(間隙〉 ω

小さなところは結びつきが早いためか， 20日後のピース後付けで，図に示すごとく，注み

に集まった遊走細胞の集体に沿った山形の真珠袋上皮が形成されているが，主主みの大きな

j会合，多くは第25~26図のごとく， 20日後のピース後手jけでは全体の結びつきがいまだ不

ノE全であった Lめか， 占部淫ろにの突の郎分にあって結びつきの不完全な遊走細胞を遊離状

態で妓し，結びつきの完全な部分の tにのみ真珠袋上皮が形成され，図に示すごとくあた

かも真珠袋上皮が深みの ijJを突念切ったよラになる。形成された真珠袋上皮よりまず殻良

質が分泌され，分泌が進むに従って 1Ij ~)~に形成された真珠袋ヒ皮は，その山を低くずるも

のと1#測される。先にも述べたが，初期多数集まった遊走細胞は結びつくに従い，その数

が疎になっていくようである。これらの現象については明らかでないが，恐らく再び連結

から離れて真珠袋土皮を通して外出1)へ11¥るものもあれば，組織Ijlにもどるものもあるので

はないかとiEl像している O

いわゆる後付け施術の場合， jLj LJ 7)の言うごとく， νミやキズの出現ネが低いと言うの

は，伎をそう入した際，たとえその周辺に間隙が生じたとしても， ピースを後十J~げするま

でにその間|療に遊走細胞が侵入し，そこで網白状につながり，その間隙が結合組織化され

る可能性があるため，肢に密着した真珠袋r:.lJZが形成され易くそれがため，遊走細胞をま

きjふんだ乙/ミやキズが形成されにくかったのではないかと，今、[叫の観察結果よりその(京I}J

を推測している。しかしその場合にしても，間隙が大きかったり，再生機能の弱い個体で

は，その間障がすべて結合組織化されるのに長期日か与るため，わずかな日数をおいた後

1;]けでは，同時十jけ同様，やはり νミやキズが出米易いものと思われる。 従って施術)Ji.去
のいずれを問わず，そ戸入された妓の周辺に間隙が生じないよラにすることがブミ際問題と

して，良質真fまを得るために必要な技術になると型、われるつ

要 約

1) そう入された校の周辺に間隙が生じた際，多数の遊定細胞がそこに侵入し，それら

細胞は互いに網目状につながり，結合組織化し，その間隙を充てんしようとする。

2) 同時付け胞討すにおいては，伸びてきた真珠袋|二皮にそれしら逃走細胞が取りまかれ，

シミやキズ(突起)の原凶になる;可能性がi高い。

3) 後付け施術においては，間隙に充てんされた組織と核の聞に真珠袋上皮が形成され

る司能性があり νミやキズ(突起)が出来にくし、ものと思われる。

4) 胞術方法のいずれを間わず施術後そう入された妓の周辺に間隙が山米ないようにす

ることが，良質5宝珠を養タ1直するために必要な抜討すになると思われる。
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Summary 

The formation of pearl-sacs was histologically observed with the material in which a 

space was formed between the inserted nucleus and adjacent tissues at operation. The 

results obtained are summarized as follows: 

1) In a space which was formed between the instrt巴dnucleus and adjacent tissues a 

large number of wandering cells appeared within a few days after operation as shown in 

Figures 9 and 10. Thereafter， a delicate n巴tworkmade up of pseudopodia of wandering 

cells (Fig. 11) appeared in the space. The network seemed to be transformed into the 

connective tissue (Figs. 12-15). Based on these findings， it is apparent that the space 

between the inserted nucleus and adjacent tissues is filled with the connective tissue ele-

ment which originated from wandering cells. 

2) In the material in which the pearl圃 sacepithelium grew from the inserted mantle 

tissue before the spac巴 wascompletely trnasformed into the connective tissue， the wanふ

ering cells were usually surrounded by the pearl司 sacepithelium (Figs. 16-21). Generally， 

inferior pearls seem to be produced in such a material. 

3) In the material in which a space was already filled with the connective tissue pri-

or to the formation of pearl-s乱cs，the pearl-sac epithelium developed to cover the border 

between the nucleus and the connective tissue (Figs. 22-26). 

4) On the basis of the above findings， it is suggested that， in order to produce supe帽

nor pear九 theoperation should be made so as to form no space between the inserted nu時

cleus and adjacent tissues 
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一 図 の 説明
、、 l

f_1 

8. そう核後 3日ないし 4ftもすると，問に示すごとま遊走細胞が多数窪み(間隙)に集まってし、るの

がみられる。そう絞後 3日. x600 

9-10. そう校後51ヨないし10日経過するころになると怒みは侵入してきた遊走細胞でいっぱし、になる。

いまだ遊総状態のものが多し、が，一部細胞同志互いに相漆着しているのがみられる。第9問:そう核

後7日. x100 第10図.そう核後10日. x100いずれもへマトキ乙/リン・エオ νγ染色

11.窪みに集まった遊走細胞は，次第に純白状につながるようになる。そう核後初日アザン染色.x200 

12-13. 更に変化が進むと，窪みに集まった遊定細胞の集体の一部に納い繊維が多数現われてくる。費量

12関:そう核後30日アザシ染色. x100 第13阿:そう核後251C]・ヴエルホップ・ヴアンギーソソ
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染色. X200 
14. そう核後20日なし、し 1ヶ月すると，窪みに集まった遊走細胞がすべて結びつき，窪み(間際〕が結

合組織化される個体が現われる。そう核後25日ヘマトキ ν リシ・エオì/~ノ染色. x100 
15.第14lS:lの一部を拡大した図である。繊維が切らかに認められる。そう核後25日ヘマトキνリγ ・エ

オi/y染色・ x300 以 tのごとく順次変化するが，一変化のスピードは個体により，あるいは淀みの

大きさ粍よって，かなり奥怠るようである。

16. 同時付け施術においては，lS:]に示すごとく， l'Aみに集まった遊走細胞が細胞連結を営む以前に真珠

袋上皮に取りまかれる可能性が高い(同時付け〕施術後 7日.ヘマトキνリシ・エオνシ染色. x 
100 

17.-18. その部分の真珠袋1:.皮は厚く，分泌される教皮質の量も特に多い.いずれもヘマトキνワγ ・

エオ乙/ジ染色v 第17[苅:施術後1413. x100 第18悶:施術後20日. x50 
19.殻皮質と遊走細胞が複雑に積み重なっており，その後稜柱層の形成がみられる。このころの真珠袋

ヒ)支は薄い。施術後20日.ヘマトキνソン・エオ乙/ン染色. x100 
20.第19悶の一部を拡大した悶である。合まれた遊走細胞は死滅し，核は染まりにくくなる。施術後2(}

日.ヘマトキνリン・エオνン染色. x300 
21.施術後約 2ヶ月経過した襟本であるが，合まれた遊走細胞は茶褐色に変質し，細胞の輪郭が不明り

ようになる。真珠層を通して外部よりみると，この部分は背くみえ，いわゆるνミが形成される。

施術後61日.ヘマトキi/リ 'y・エオνγ染色・ X50
22.-24.後イJけ施術の場合，真珠袋J二皮が集まった遊走細胞の上に形成さわしているのがみられる。細胞

連結は認められるが，いまだ細胞は密に集まっており，繊維は少ない。第22~j: ピースそう入後10
日.アザシ染色.x200 第23--24凶:ピースそう入後5日.へマトキVリシ・ェォνシ染色.x 10(} 

25-26.第22-24図のごとく，窪みに沿って1[1形の真珠袋が形成される場合と，闘に示すごとく，窪み

の奥の部分に一部細胞を遊離状態で残し，あたかも主主みの中を突き切るようにして真珠袋上皮が形

成される場合がある。形成された真珠袋上皮より，まず殻皮質の分泌がなされる。いずれもへマト

キVリシ・エオνγ染色.第25悶:ピースそう入後2日目. x100 第26図:ピースそう入後20日.X

50 
1略話 C:殻皮質. N:紋. P:真珠袋上皮. W:遊走細胞



田 叩 A 肝 困 |三ト



5月 青木 一一 真珠養殖における挿核施術に関する研究 y 655 

、~

18.、

¥〆3



656 国立真珠研報 昭和 36年



そう入核のサイズの莞異と真珠の巻き

並びに脱核率との関係*.1)

蓮 尾 真偽 澄

IcEI I/真珠研究所

はしがき

アコヤガイをほ只と「る点珠主主勉ω施術作業において， LJ: t:tにそう入する核の偶数，サ

イズは技術的差異によっても異なるのが通計であるが，それは当業者の多{fの経験に耳、づ

くいわゆる「勘」に頼っている i討が大きいようである。 ')j，点IlJ真珠の生成には貝の肉

服部に与えられた物理的刺激も見逃がすことの出来ない問題であるが，その刺激の程度に

差異をまたすものとして，肢の個数，サイズの大小が関係してくることが考えられ，ひい

ては珠の巻きにまで影響が現われてくるのではないかとの推察もなされる。しかして，真

氏の品質を評価するための要素のうちでも，とくに巻きが毛要視されていることから考え

れば，同[立とそう入核の関係についても種々な百から検討を加えてみる必要が生じてくる

わけである。その .ftf品として木試験を実施したのであるが，伎の 2個入れを行なう場合に

は，一般に「ラかしJ (生娘腺内の肝臓に近いgl;位)へそう入する核は「ふくろJ (生殖

腺内の11易管迂!日l部に近い部位)へ入れる抜よりもサイズの小さいものを選んでいるので，

「ふくろJ，iうかし」相互間におけるそう人伎のサイズの差異の程度と点珠の巻ぎ並びに

脱核三転との関係を検討するために，小lえについての養殖試験を実施したので，その結果に

ついて報告する。

本文に先だち，そう肢の労を煩わした山 I1技'自，試験貝の管盟に尽力を踊った村上・中

尾同所員に対して深く!感謝の怠を去する。

試験材料および方法

供試材料としては三重県英虞湾産養嫡3年比 (1957i[採的〉を使用した。試験貝は外観

上大体同程度の大きさのものを選び，そう核直前の制定の結果は，平均殻長48.94土2.57mm ， 

殺高55.75:::t:2.74mm，殻幅20.43ごと1.21mm，を量23.38土2.5g(3.75kgにつぎがb160個の重

量)であった。そう核施術は1959if8月中旬に「同時付け法」により実施し，施術に際し

ては「ふくろ」にそう人ずる核のサイズを… A定とし，iうかしJへのそラ人肢のサイズは各

本 MasumiHasuo. The relation between difference of the size of inserted nucleus to thick-

ness of the cultured pearls and slipping rate of nucleus. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 6: 657・

662. 1961. 

1) 国立真珠研究所業績 No. 76. (IJS!立真珠研究所報告 6: 657-662. 11召和36年 5)j)
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試験区によってそれ をもうけた。その組??わせは第 1哀の通りであるc

C千n表核のサイズ料公わせ

秒、 v) サ イ ズ
試験反分 !fil!体j貝{回数

v)、 ど、 ぐコ 1 うかし 2 

AJ 1，4分(4.43二 O，02mm) 1，4分 (4，43二 O，02mm) 120 @I 

B J 1，4 (4，43ニ0，02 1/ ) 1，3 (4，13二0，02 1/ ) 120 

C 1・ー 1，4 (4，43二 0，02 1/ ) 1，2 (3，83二0，02 11 ) 120 

D J 1，4 (4，43τ0，02 1/ ) 1.1 (3，53二0，02 11 ) 120 

じは 9月下旬， 11月初Jci]の 2同実施し， I V，{和35年 1 月 F旬に浜 i占げを行ない，件~Jt

J~~~f_叉 iナから摘出した真珠について，それらの巻き， IJ党本主i，f:;を比較検討した。

結 果

1 試験区分足IJの点沫のさまについて

浜上:デだま(白だま， くずだまを除いたもの)を各試験[又分，そラ岐部位別にそれぞれ

ピンク・ホワイト，クリーム・ゴーノレド，グリーンの 3系統の色別に分類、し，それ等のた

まの各 1個当りの平均京電;から各政険の 1個当りの平均弔電:を莞引いた分泌沈着量を， I1
珠心さきとして示したのが第 2炎である。

i¥ 1・ 2 0，0380 

B 1・2 0，0332 

C 1・2 0，0370 

D 1 ' 2 0，0265 

第 2]ミ真珠のをき

ろ 1 ラ

クリーム汗
ゴーノレドオミ

:9'f， 2表より試験反分による真珠の芝さまの差についてF一一検定を試みれば

日。:σ2=0 Fs=47810，9 2011 ， 5=~23 ， 76: Fo=F63(0.01)ロー 9，78

W!i!: g) 

となり，む険率 1%で合ー忌:の売が認められる。すなわち「ふくろ」に同じサイズの険を

入れ，ラかしJに入れる校のサイズにそれぞれ去異があるものとの組合わせを作れば，そ

れ等心開には~~~珠の巻きにギが現われるといえるようである。

次に，どの試験区分相互間にすまがあるかを知るために 2組ずつの組冷わせを作り F 倹

定を行なった結束が第 3友であるc

第 3表より A1・2・B1・2，A1・2・C1・2，B1・2・C1・2の:谷組合わせにはいずれも千丁志の

ぎがないが A1・2・D1・2Jコ組合わせには危険ギ 59o，B]・2・D1・2，C1・2・D1・2の各事足

合わせにはいずれも危険キzl翁でそれぞれ白志のとが認められるつすなわちにふくろJiラ
かしjへりそれぞれのそう入伐のサイズの杢異ぷ2同 (0.6mm) までの二件試験区分 (A1・b



;; )j 長「壬: 核心サイズと真珠のさ@-~j!' じに民核午のl渇係

五Iif'iわせ 帰fl!(1.以設

A1・2， B 1.2 Ho・(JZ. 0 

A 1'2 ， C 1・2 HOσ2 c.oO 

A 1'2 ， D 1'2 HO:ポてO

B 1・2， C 1・;z Ho:σゴニO

B 1・2， D 1'2 i Ho・σ2τo 1 

C1・2， D 1・2 Ho・σ2，~O 

第 3友 F-検定し)表

Fs 

48768.8 4335.05ニ 11.24

32552.1 3306.55 9.84 

141484.1. 3787.55二 37.35

1633.3ノ 148.05 11.03 

24120.3 132.95 -181目42

38307.0/359.10 c 106.67 

自 IIJ 度

nl n2 

1 2 

6~)号

F。

Fl2 (0.05)ご 18.51

F12 (0.01) -~98.49 

B1・2，C1・2) 相互間には，し、ずれも _Io'Uえの巻去にぷが認められないが， 3 Jl!f. (O.9mm) 

いω試験l又分 (D1・2) と他の試験12<:5;'(A 1・2，B1. 2， C1・2) とのtH1にはそれぞれj二がffj

われて，前者は後五ーよりもよUえのさきが劣ってし、る。

II そラ政却は別の氏珠のさ舎さにつし、て

(1) Iふくろ」におけるrリ広のそさき

「うかし」へのそう人核心サイズが異なることによって「ふくろ」に生成される以珠の巻

まに差が収われるかどうかを検!討するため，第 2去心「ふくろ」のみについて F--検定を

1Tなえば

日。 :σ2二 oFsニ 7854.93/216.45~36.28 : Foニ F63(O.Ol)=9.78 となり，危険ヰ;170 

でゐソ立の廷が認められる。更に分析を進め，各試験区分相互間の「ふくろJにおける真珠

の巻きについて F 検定ずれは第 4去のことき結束となる。

A1 B1 

A1 ， C1 

AJ D1 

B1 C1 

B1 D1 

C1 D1 

日。 σ2.000

Ho:σ2"，0 

Hoσ2=0 

Ho:σ2=0 

Ho:σ2ニ Ol

Ho・σ2=0

第 4表 F“検定の;表

|自由度
Fs ~.---~- Fo 

nl i n2 

4320.2; 573.15ニ 7.53 1 2 FIZ (0，05) =18，51 

864.0/254.0= 3.04 F1z (0.01) =98.49 

21004.1/2042ニ 10286

1320.2/131，15 ~C 10.06 

6272，7/93.15 =67.33 

13348.1/43，2ニ 308.98

第 4表より A1・B1・C1の相互間には;育志の廷がないが，D1とA1・B1・C1の各相互開

設こはいずれも有志の差があり ，D1の点珠の巻きが薄いといえるようである。すなわち「ふ

くろ」に生成される真珠の巻きが，Iうかし」に入れた核の大小によって，いつも

けるとはいいきれないが， Iうかし」にある限界を越えた小さい核を入れた場合には， Iふ

くろ」の真珠にも影響が現われて巻きが薄くなるようである。そして，本試験の桁問l付で

は 2J'I1 (O.06mm) をもって一応の限界ということがでまようっ

(2) Iうかし」における真珠の主きま

「うかし」に生成される点珠の巻きが，そラ入肢のサイズの莞異w本によって彰響を d支(ナ



660 国立真珠研報 昭和 36年

るかどうかを検討するため，第 2表の「ラかし」のみにつし、て F 検定をすれば

日。:σ2=0 Fs =51285.86/2745 .~ð~~ 18.67: F 0 = F6 3(0.01) =9.78となり，危険率 1%

で有志の差がある。次にどこに需があるかを見出すため，分析を進め F--検定をすれば第

5表の如くなる。

組合わせ

A2 ， B2 

A2 ， C2 

A2 D2 

B2 ， C2 

B2 D2 

C2 D2 

Ho・σ2，，，0

Ho・ポニーO

Ho・σ2 0 

Ho・σ2 -0 

Ho: 02ニ O

第 5表 F-検定 OJ表

149784.0/5323.5ご 28.13

433.5/338.0ご 1.28 

19722. 6/222.2cc88. 76 

Fo 

Fl2(0.05) =18.51 

第 5表より原核のサイズが1.2分 (3.83mm) ないし1.4分 (4.43mm)の筒関内のもの

を使用して生成される真珠相互間には，巻きに有志の差がないが，それ等の貞珠と1.1分 核

(3.53 mm)をそラ入してできた真珠との間にはいず‘れも危険率 5%で有志の差が認めら

れる。つまり本試験の範ドH内の核を使用した場合には，サイズが大きし、から巻ぎが良いと

か，小さいから巻きが忠L、とか・概にはいえないが，サイズを械端におとした場合には薄 ρ

巻きになるといえるだろう。

亜 )J見校卒について

試験区分，そラ核;引な別にそれぞれ摘出した取り J出ずだま(山だま， く}ずだまを合む)

の個数と脱核数を示しずこのが第 6表である。

第6表 取錫(tだま・ )J;G肢の倒数，比士十

1 .)r::'! /，...1: J:5くろ 1 うかし 2
l̂bfr.:H'_-;f l:t:f，i#l"，r-，.J:I--l'l:hi 浜1二げ | 

区分|胞術H数;焼死上i数|此数 TT__ J.<=I ) l." n:V: !_L T:r_ .!.r-'l 'l~' I n;.J. 1.J__ I 
I >--0.. !AA 取錫げ|脱核| 三I 取湯げ|脱核| 計

A 1.2 I 120{同:袖 117個 I 103個 I 14個 117個 1 70僧 i 47個 117個
I (88.03予防!(11.97%)， (10096) I (ω.83%)1 (40.17%) (100%) 

Bl・2 I 120 1 119 106 13 119 81 38 119 
! (卸.08) (10.92) (100) (68.07) (31.93) (100) 

104 15 119 83 36 119 
(87.39) ，(12.61) (100) i (69.75) i (30.25) (100) 

C 1・2 120 1 119 

D 1・2 120 1 119 111 8 119 82 37 119 
|(93.2氾) I ( 6.72) (100)i (68.91) ! (31.09) ! (100) 

第 6表より試験区分によって脱核ネに差があるかどラかを，そう核iTi5付別に χ2 法によ

り検定すれば，その結果は第 7表の通りである。

第 7表より「ふくろJ，IうかしJのいずれも試験民分によって1f怠ω去が認められない。

しかし第 6表をみると， Iふくろ」で‘はD1の脱核率が低く ，Iうかし」では A2の脱校卒が

高いよラにも思われるので，試みに「ふくろ」におけるD1，Iうかし」におけるA2の各1見
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第 7表 x2 帽検定の表

xo2(αご 0.05)

v'"' 7_815 

ワ 台、 し 7815 

核本と他の試験区分の脱核率との間にそれぞれ廷があるかどうかを調べるため，組合わせ

を作り χ2 検定すれば第8表の通りになる。

組合わせ

D1 ， A1 

D1 ， B1 

D1 ， C1 

品、 く ろ

自由度

第 8表 χ2 _検定の表

う か し

、 ¥ χ L検定 柑 l

世 _+:>"<t I Xs
2 

ー~ー!とヤ)
|χ02 

I(日=0.05)
n 

A2 ，B2 1.764 I (2--1) (2-1)τ11 3.841 

A2 ，C2 2.585! 1 3.841 

A2 ，D2  i 2.153 1 3制

以上「ふくろJ，Iうかし」のいずれのそう核部位においても，試験区分の各組わせの脱核

率には有志の差が認められない。つまり，この範囲内のサイズの伎を使用した場合には，

「ラかし」に小ナイズのものをそう入したからといって「ふくろ」における脱核率が{尽く

なるようなことはなく，また， Iうかし」においてもナイス'の大ノトによって脱核率が[r.:iJくな

ったり低くなったりすることはないといえるようである。

考 察

夏季においては他の季節にくらべて施術貝の搾死率が高くなる傾向がみられるので， 7]( 

j昆が異常に高い時期のそう核施討すには，使用するほ良の年令や般のサイズについても充分

考慮を払うべきであるとされている。これは若いlサ貝ほど生活力が強いということと核の

サイス、が小さいほどアコヤガイに与える刺激も小さいということが認識されていることを

意味するものである。このことからしでも，核のサイス'の大ノトによる刺激の差異は貝の生

環状態にまで影響を及ぼすものであることをうかがい知ることができょう。一方，貝の生

理状態が真珠の巻きに微妙なる関係を有することも容易に批察されるところであり，また，

生成される養殖真珠の浜上げサイズを決定づけるそもそもの根幹が原核のサイズにあるこ

と等を綜合して考えれば，ほ艮とそラ入核の関係についても慎重に検討を加えねばならぬ

必要が生じてくるわけである。しかし，アコヤガイの生理に関する研究はまだ之しく，分

泌機構等の基礎的な問題についても具体的に解明でさるまでの域に達していない現状にお

いては，貝の生理状態と真珠の巻きとの関係を知るためには，主主列車試験の結果による判定

をまつほかには方策がないようである。

本;試験の結果から，そう入該のサイズ?の差異が真珠の巻まに影響を及ぼすことはあって

も，その影響の有無についてはサイズの差異にある限界が認められることと，試験に使用
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した伎のサイズのえ:異の範ff1ì 1サでは脱核キに ;tc' がJ見われないこと等を明らかになし 1~ たが，

これは当業者間で俗にれま只の大まさに比してそう入核が大き過ぎれば脱核が多く，反付

に小さ過ぎれば巻きが忠くなる」といわれているミとの妥当性をー耐においては実証して

いるものということができよラ。しかしながら，ほ只と校の個数・サイズとの組合わせに

ついては，企業としての採算の問題もからんでくるため，種々維多な場合が子怨されるの

で，そのあらゆる場合を考えでの試験を実施し倹討を加えていくのは容易なことではない

と推察されるが，少なくとも HJHの効果的使HJ)J法といった長からも，ほ貝のよ'g未質分

泌、能}Jを高度に期待し得るようなそう人十点についてのある基準を見出してし、くためには，

この荷の試験が将来とも実施されねばならねと考えている。

要 約

1 2個人れのそラ校施術の場合は )J垣市， Iふくろ」と「うかし」に入れる校のサイズが

異なるので，その差異の程度が点珠の巻き並びに脱核不に及ぼす影響を検討するため， Iふ

くろ」に入れる核のサイズを一定とし， Iうかし」に入れる核のサイズにllLTI(O.3mm)ず

つのえ三異があるものとのそれぞれの組み合わせを作り，交織試験を実施した。

2 Iふくろ」と「うかし」に入れた伎のサイズの差異が21']1.(O.6mm)までの試験区分

周には巻きに蒸が認められなかったが， 3版 (O.9mm)去になると主さきが悪くなったっ

3 IラかしJに限界を越えた小さい核を入れた場合には「ふくろ」に生成される真珠の

巻きが感くなり， 2ば (O.6mm)美をもってイぷの限界ということができた。

4 IラかしJで生成される臭;珠は，伎が六三干ければ巻きが良いとか小さげれば悪いとか

・慨にはいえないが，サイズを極端におとした (3hf{芸)場合には巻まが \~f: くなった。

5 脱校卒には差が認められなかったっ



母貝・ピース員の健康状態が真珠の

品質に及ぼす影響について川

蓮 尾 真 、澄

[-1</了f 真沫研究所

はしがき

養手I~t{珠の品賀は色々な要因の復雑微妙なる組み合わせにより決定づけられるが， rL珠

の生成が特殊な状態における貝の生]型的現象の生産物として考えられる以上は，民の健康

状態そのものも真珠の品質に関与ずる而があることは容易に推察されるところである。施

術貝の健康状態を最も大きく左右するものは養殖環境の条件であることはいうまでもない

が，そう核前の母良の健康状態に大きな影響を与える「卵抜き」の問題も無視 Fることは

できないと考える。現行のアコヤガイ Pinctadamartensii (Dunker)を母貝とする真門真

珠養殖において，その中心部門ともいうべきそラ核作業の期間は通常 5 月~ 10)jであるが p

この期間内において事業を計画通りに推進することができるかどラかは，そラ校訓5(¥/:に生

嫡細胞を余り含まない貝をし、かにして得るかによって最も制約されるといっても池百では

ないようである。そのために業者間では，いわゆる「卵止めJ(生嫡腺の発達を人 Ul守に抑

制させる〉や「卵依きJ(人工的に放Jji[i，放精させる)の法が行なわれているが，とくに

1" Jji[3依き」への依存度はまわめてi吉Jく，不可欠な軍要作業となっている。しかし，そのほ

とんどが貝を相当にいたみつけるような)I法で行なわれているので，卵抜きによるほftの

疲弊の影響が真珠の品賞にまで及ぶのではなかろうかとの懸念が持たれるわけである。こ

の点について著者112)は養殖 3年貝を使用して養嫡試験を行ない，卵抜きによってほ貝の

健康状態がそこなわれ，その方法の差異によってもほ貝の疲弊の度合が異なり，まずこ，そ

の影響は真珠の品質にまで現われることを明らかにしたが，更に養71宣4年貝を使用して追

試を試みると同時に，真珠の生成にはほ且とともにピース (mantlepiece外とう映片)の

機能が電大な怠義を ~Jーするので， ピースを採取するピース貝の健康状態も真珠の品質に関

与するかどうかを検討ずるための養殖試験を実抱したので，その結果について報告する。

本文;にさきだち，そう骸施Íi~Jを担当していただいた dl [_[技官，試験貝の告J1Mをお願いし

た村上わ尾両所長1に:fdし深く感謝の怠を表する次第である。

* lVlasumi Hasuo. The in日uenceon quality of the cultured pearls caused by the condition 

of h"alth of the mother oyster， Pinctαda rnartensii (Dunker) and the piece-shell. Bull. Nat]. 

Pearl Res. Lab. 6: 663-669. 1961. 

1) i詞立真珠研究所業積 No.77. (一必三真珠研究"fr桜子 6:663--669. 昭和36年5汀〉
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材料および方法

供試材料として伊万里湾民養殖 41下n(19561!:採苗)を使用し， 1200倒について良掃除

を実施した後「卵抜き」竹かごに各 150伺あて 8かごに分配牧容，それを 2分し，各 4か

どについて真珠研究所大村支jYr地先で， (欠の)ji1;によりそれぞれ「卵抜さりを行なったの

1) 吹地いけ"法

!r'Jいかだに浅づりし(かごのと耐が水IuIド約30cm)， 3日後とりあげ足糸を子で切断し，

吋出いけ湯"に移し， 5日毎に足糸を子で切断する。(勺也いけ場"としては， -Fi減潮較朝II日1.;、

J深奈約 3却Ocm，砂，小石混じりの海岸寄りのj易所を選定し，潮位の変化に応じてかごを多少

移動させ空中露出を避けるようにした)。

2) 浅づり深づり法

竹いかだに浅づりし， 3日後より何日午前 10II~ 頃浅づりし (かご、の上面が7J<.Wfド約 30

<:m) ，午後 4 時国??~づりする(かごの i二百1Iが水 /([i ド約 3m)。足糸の切断は行なわない。

以上の方法はいず‘れも隔日ごとにかごを反覆して，かごの践にいるnの衰弱を極力防止

した。試験貝の健康状態を認知するためには， H，Ir'd4:の長さのj首長を指標とし，その測定

は卵依ぎ作業開始の昭和34年 6)j4日とそう校施術開始の 7n 13日に実施した。

そう紋施討すは卵抜き貝に 5日間の養生を与えた後， 1.3分紋 (4.01土0.02mm)を「ふく

ろJおよび「うかし」の 2ケrill'にそう入した。

母貝とピース良の組み合わせによる試験区分は第 1表の通りである。

第 1表母貝，ピース貝の卵抜き組合わせ

一一一回一一

区分 f]J: }J_ ピ ー ス 貝 施術民個数

浅づり深づり法 卵抜きをかけぬもの 9 0 {[月

I 浅づり深つり法 浅づ 1) 深づり法 9 0 

亜 浅づり深づり法 H出 い け 法 9 0 

N 地いけ法 卵}友きをかけぬもの 9 0 

V 地いけ法 浅つり深づり i法 90 

v1 主出いけ法 地 い (j 法 90 

貝掃除は 9月上旬， 10月下旬の 2凹夫施し， II{叩 135:fj三 1月下ー旬に浜上げを行ない，採取

した真珠について比較検討を加えた。

結 果

1. 粁品体の消長について

卵抜きをJft!iしたかどうか，あるいは卵抜き操作の相違が粁晶体の消長にどのよ 5ドな変化

をもたらしているか，その測定の結県をぶしたのが第 2表である。

第2表にみられる通り卵抜きをかけぬfiの仔121休の長さは40日間に，当初の平均 31.69

mmから平均 33.80mmにまで伸長しているのに対して， 卵抜きをかけたものはいずれも

試験開始時よりも縮小しており，行品休の長さについて平均値の差の検定を試みれば， A

と B，BとCの問にはいずれも危険率 5%で有なの荒が認められる。すなわち卵抜き作業
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処理方法

卵抜きをかけぬ貝 A 

浅づり深づり法 B
地いけ法 C

第 2表粁晶体の長さ

定

3380 

29.94 

27.90 

(単位mm)

判定{回数

3 0 イ問

3 0 

3 0 
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中の生活環境が母貝の健康状態に対して悪影響を与えるも ωであり，また，その操作の相

違によっても付A貝の疲弊する度合が異なるものであることを示しているということができ

ょう。

][. 真珠の品質について

1) 色について

浜 kげ真珠を各試験民分停に肉般的観祭によって， ピンク・ホワイト，クリーム・ゴー

ノレド，グリーンの 3系統の色に分類し，その出現状態を示せば第 3表の通りであり，第4

表はほ貝， ピース只のそれぞれの処理方法の相違による色の出現分布を示したものである。

第 3表より試験区分によって，色の出現分布に売があるといえるかどうかを検討するた

第 3表 真珠の色系統lllJ出現個数，出現ヰ豆

色
グリーン系

36個性4.45%)! 91問(11.10勿) 創価(10096)

11 39 (44.83 ) i 41 (47.13 ) i 7 (8.04) 87 (100 ) 

1Il ，35 (35.72) 53 (54.08) 10 (10.20 )， 98 (100 

lV 63 (57.80) 38 (34.86) 8 (7.34 ) I 109 (100 

V 58 (63.74 ) ! 27 (29.67) 6 (6.59 ) I 91 (100 

¥1 49 (50.52 ) I 38 (39.17 ) I 10 (10.31) 97 (100 

第 4::，!三 処理方法の相違による真珠の色系統別出現個数，出現率

(1) 母 n

処理方法

ピンクマア
ホワイトボ

浅づりi楽つり法 110111i1(41.3596) 

クリーム ι
ゴーノレドm | 

130個(48.87%)i 

地 い け 法 I 170 (57.24 ) i 103 (34.68 )! 24 (8.08 ) I 297 (100 ) 

(2) ピース民

色

処理方法

卵抜きをかけぬ 抑制(52.10%) 74個(38.95%)

浅づり深づり法 97 (54.50) 68 (38.20 ) 

地いけ法 84 (43.08 ) i 91 

グリ-)/系 | 

17個 (8.95%) I 190個(1005的
(主7.30 ) I 178 (100 ) 

(100 ) 
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みつ， X2幽法により検定すれば，

xs2 =20.505 n=lO 

Pr ・{X，2ニ>18.307}.ニ0.05

となり，危険本 5%でf仁志の苓がある、;えに 41，ミより以よし ピース貝のそれぞれの

処却方{土心待IJ主による活JJの年異によって色の出羽状態に手があるかどうかを χ" 検定す

;(L 

iヲtlについては

XR2 コ 14.404 nニ 2

Pr ・{Xs2:ン9.210}ニ 0.01

ピース貝については

χ対2 5.712 n 4 

Pr ・{Xs2:..5.385}=0.25 

となり ，+~J貝の活)Jの主主翼ーによって色の出現分市に危険本 196で有志のぶ;が認められるが，

ピース貝のそれによっては有‘志の主主がなL、。長に分肝を進め，ほえについてピンク・ホワ

イト系，クローム・コールド系のそれぞれの出J見不を χ2・検定すれば，

ピンク・ホワイト系については

Xs2=14.176 n=l 

Pr -fχs2:>-6.635} =0.01 

クリーム・ゴーノレド系については

xJェー 11.632 n=l 

Pr ・{χ♂ 二~.6.635} ニニ0.01

となり， いすず、れも危険〆卒宇字(15劣ちでf仔f二，¥之

つづ‘り J深策づづ、{り)法」による母t艮土を使F用円した1湯訪合は， クソーム・ゴーノレド系の，"f'，.E見乎が高く，疲

弊の度合が白'il 、「地し、 i十位、」の i~j:J=L刀諮らはピンク・ボワイト系の点珠が多く現われるとい

えるよラである。

2) 巻ぎについて

浜上げ真珠を試験区分毎に各色別に合数手F:量一し， _.({珠のをまを 1個当りの平均摂量で表

わしたのが第 5表である。

第 5友真珠の 'Vt'-')意単一 (単{¥I:g) 

{実づ;)i'Jffづり法 | 地いけ法

ス貝卵抜ぎを|浅づ品地い1，1法卵抜きを:浅づり!地いけ法
ーかげ似"末づ 1) ぜ l かけぬ|深つり法|

色 尽分 [ 一干瓦…了 lH →一!一1¥ι- 一 ¥ 一 「

ピンク.ホワイト号系ミ 0.129! 0.126! 0.125! 0_123! 0.124 0.126 

クジーム・ゴーノレド系 0.138 0.136 0.141 0.137 0.131 0.130 

グりーン系 0.129! 0.132 0.126 i 0.125 0.123 0.120 

第 5 表よず1 色上貝およびピース民のそれぞれの抜~;去の問主(活 }J に去異をきたず〉に

よる真球の、ド均 ~fi:~の煮につ l" て F・.f;考定をすれ
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J示日については日。:σ2=0 Fs=102.7 10.3=9.97 

ピース貝につし、ては 日。:σ立=0 Fs=7.4.10.3.1 

となり，ほ貝の活jJの差異による火珠の平均主主量には危険率 5%で有志の乏が認められ，

比較的に活)Jの強い「浅づり深づりはι」によるりはからは，活力の弱い「地いけ法」のほ

Iえからよりも)亨巻きの真珠がI'}られ易いよ 5である。これに対して， ピース貝のili)Jの差

異によっては5宝珠の平均垂量に布怠の差が認められなL、。つまり，ピース貝として卵抜き

をかけぬ凡を使えば点珠のをきが良し、とか， Ø!J :f;反 ~J式を使った場合には巻きが 15いなどと

いえないよラである。

また，同:民とピース貝の交互作用について F冒険定を試みれば， 日。:σ2=0 Fs=1.4/ 

10.3く 1となり，交互作用効果には有立の去がない。すなわち，活)Jの差異による fij:J=J_と
ピース貝の組み介わせいかんによって，巻fJ-が良くなったり J尽くなったりすることはなし、

といえるであろう。

3町) 吹き

取り鈎げだま (1山1だまを除しい、たもの)を各i試入号験食1区壬分月引別|リjに"きずr‘，の及び烈しみだま J

Pこ占める吠きず"の程度によって 6f軍:ωたまに分類すれば第 6)乏の通りになるつまた、三

貝及びピース貝のそれぞれの処}lJl)Ji去の十11i主(活})に果実ーを生ずる)による閉まずだま"

吹しみだま"の出現数，比率一を不したのが第 7表 (1，わである。

7.71 

ほH.ピースλο健IJ:状態と真珠の品質

:F41 (0.05) 

.~$: !i~ 5 )1 

) :百分ネきずだま・しみだまの出現偶数，出現率

I

I
臨

w
u
y
M

処理方法の相j主による"~ずだま" t(しみだま"の出現分布

(1) 母 員 ( ):百分率

一五日凹無全ず 1~~i' 2.~~ず 1:点以判ふき手 l 長き手
|個|

浅づり深づり法!23 (7.28) ! 32(10.13) i 61 (19却)

川 55) I別 6引則8.52)

(2) ピ

第 7表
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第 6表より試験区分によって吹きずだま" 慢しみだま"の出現率に差があるかどうかを!

χ2・7去により検定すれば，

Xs2=10.033 n=25 

Pr ・{χ♂:三10.519}、>0.99 となり，合意の差はない。

j欠に，第7表の(1)・ (2)より母員及びピース民のそれぞれの活力の差異によって mきずだ

ま"吹しみだま"の出現分布に来があるかどうかをX2・検定すれば，

jヲ貝については

Xs2ニニ 6.338 n=5 

Pr ・{χ♂二、6.064}=0.30 

ピース具については

Xs2 2.738 n=10 

Pr ・{Xs2コ>2.558}=0.99 

となり，いずれも有志の差は認められなし、。しかし，第 7表の(1)をみると 1点きずだまの

出現率にかなりの差異が認められるので，その出現不について検定すると，

χ♂=5.787 n=l 

Pr ・{χ，2>3.841} =0.05 

となり，危険率 5箔で有志の差がある。すなわち代地いけ法"による活力の弱い貝からは，

I i)l;づり深づり法Jによる比較的活力の強い具にくらべて 1点きずだま(きずの少ないた

ま)が多く現われるようである。これに対して， ピース貝として卵抜きをかけぬ貝，卵抜

き且のいずれを使用しても，それはそぞきずだま"吹しみだま"の出現分布には影響がないよ

うである。つまり， !iIJ抜きをかけぬ貝をピース貝に使ったから吹きずだま"や吹しみだま

"が多く tHるとか，!iWx:き貝を使えばそれ等のたまが少ないとかいえないようである。

考 察

現行の913抜ð" ωんソ去は，民を糊通しの忠い竹かごに~~容し，しかも密度を崎端に大きく

して行なわれるという吋キによってもうかがわれるように，人為的に放卵，放精させるた

めには， nの生活牒境を甚だしく忠くせねばならぬので，それは必然的に具の健康状態に

対して好ましくない影響を与えることが著者の前日の試験1)2)並びに本試験の結果から実

証された。しかし，健康状態(活)Jと同意誌に解し得ると忠われる)の低下が，そのま L

比例的に良珠の品質の低下につながるものではなくて，むしろある程度活力をfJ1Tさせる

必要性さえも認められるよラである。この点について植本3)は「卵抜きをかけたもの」と

「卵抜ぎをかけぬものJ~こそう紋し，両者の奨死率，正常・異常11珠の出現率，色，巻き

について比較しているが，総括的にみれば，前者からは後者からよりも良質の真珠が得ら

れており， I品質のよい点珠はそう核施術に際してある程度活)Jを弱められた良から作り

出される。つまり，卵t反さf作業は上iの活力を調整するために重要な役割jを果たしており，

活})の調書全も品質のよい点珠を作り出すための諸萱闘のっとして合まれねばならない」

と述べている。 ー面，これは!ili抜きが色々なわずらわしさを伴なうにしても，現行の施術

様式においては必要不可欠な作業であるという理由を提起しているものと解し得るであろ

う。本試験は，当業者間で行なわれる卵妓き方f去の相違がほ貝の健康状態(活力)に差異

をきたし，それが貞珠の品質にまで影響を及ぼすのではないかとの批察に基づくものであ
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るが，この考え方の妥当性は試験結果から得られたいくつかの知見によっても衷付けしf与

るものと忠われる。しかし，真珠の品質向上をはかるという見地からすれば，どのような

卵抜き法によって，貝の活力をどの税度に調整し，維持せしめた場合に良質真珠の生成を

;肢も期待し得るかということが，問題の焦点となってくるのは当然のことであろう。その

ためには貝の活力を知るための適確なる基準を見出すことが前提になるわけであるが，本

試験で採用した行品体の消長も貝の健康状態を認知，比較するための一方法であるとはい

え貝を殺さざるを得ないという欠陥がある lーに，基準を示すものとしての役目を果たし得

るかどうか疑問であるので，これに代わるべき判定万法の発見が今後の研究課題として重

要なる性質を帯びるものと考えられる。

次に，そう核施術に際しての母貝とピース貝の組み合わせについては，常に当面する問

題であって，業省間では色々な論議が交わされるのであるが，本試験の結果では，母貝の

活)Jの差異によって真珠の品質に影響が現われたが， ピース貝のそれによっては影響が認

められなかった。 ~LI r~14) は!な貝およびピース貝の年令的差異が真珠の色および巻きの状態

に及ぼす影響について検討し「ほ貝の{c二令差によって色の出現分布状態に差が認められた

が，ピース貝の年令芳:によってはそれに差は認められない，また，真珠の巻きについては

ほ貝およびピース貝の年令差によって差が認められ，影響の程度は母貝に大きいJと述べ

ているが，ほ貝およびピース貝の年令的差異も，つまるところそれ等の貝の活力の差異に

ほかならぬものと考えられるので，今回の試験の結果をも綜合して，母貝およびピース貝

の日ブ]の凶iからいえば，真珠の品質に及ぼす影響の程度はほ貝の方がピース貝よりも大ぎ

いと判断するのが妥当のようである。

要 約

1卵抜き操作の相違によって貝の健康状態(活力)に差異をきたすことを明らかにし，

次いで，活力の32異による母貝・ピース貝の組み合わせを作り，これし等の各施術H群から

採取した真珠の品質について統計的処理により比較検討した。

21.''0*の色および巻きについては，母貝の活力の差異によって有志の差が認められ，活

力の比較的に強い貝を使用した場合はクリーム・ゴーノレド系の出現率が大きく，厚巻さで

あり，弱いJ]_からはピンク・ホワイ卜系が多く現われ， ?専巻きであった。ピース貝の活二

の差異によっては色，巻きのいずれにも差が認められなかった。母貝とピース貝の組み合

わせいかんによって，巻きが良くなったり悪くなることはなかった。

3 吹きず"の少ない真珠は活力の弱い母貝を使用した場合が強いほ貝を使ったとさより

も多く現われた。 ピース貝の活力の芳ー異によって吹きずだま"吹しみだま"の出現率に差

がなかった。

4活力の面からいえば，良珠の品質に及ぼす影響の程度は1ヨ:員のプJがピース貝より大き

いと判断した。

1) 蓮尾真滋
2) 

3) 植木東彦

4) 山口一登
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1959. r卵抜きj とアコヤガイの波弊について.真珠研究会伊勢部会々報 3(9)10-13. 

1959. IJ)IJ抜き法jの差異が真疎の品質に及ぼす影響. 同前 3(11)10-13.

1960. アゴヤガイの生殖腺について.同前 4(12)7-24.

1958.母貝・ピース貝の年令売による真珠の色及び巻きの差異について.国立真珠研
報 4:325-328. 



真珠養殖におけるいわゆる貝そうじの

効果に関する研究

1I.只そうじ及びかご交換の回数とアコヤガイの

成長ならびに真珠の品質との関係*1)

西飯保・清水進平・谷口官三郎

国立真珠研究 所

はしがき

著者らは，呉氏養列車過程LtJに不可欠のものとして行なわれている，いわゆる貝そうじに

ついて，作業の合理化を目的としたその効果に関する研究をとりあげてきているが，前報

(谷口・西飯・清水 1959)においてそのうちの a部，附着生物量の変化について報告し

た。今回その残りの部分，すなわち艮そラじ及びかご交換の回数とアコヤガイの成長なら

びに真珠の品質との関係についてとりまとめ，こ Lに二，三の知見が1$Jられたので，その

結果を報告することにする O なお本2とに入るに先立ち，懇篤な指導をいただいた 10J山市犬

所長ならびに太悶繁研究課長に深く感謝の怠を表する。

研究法方

研究)jitはがj報に述べたとおりである O ただ本報の課題であるアコヤガイの成長および

真珠の品質については，次のようにして測定した。まずアコヤガイの成長については，

長 (L)，殻高(日)，殻幅 (B)，全重量 (W)，貝殻重量 (Ws)を測定した。また同時に試

験期間中のアコヤガイの生存率も数えた。 次に，核入れ施術は， 1個のアコヤガイに同ー

サイズの核 (3.87:+::0.03mm)を2個あて，いわゆる「ふくろJおよび「うかしJの2部

位に対し行ない，浜上げの時には，この 2部位に区分して採集した。そして，試験期間中

の脱核率および異常真珠(有機質真珠および稜柱層真珠)の出現不を数えた後，正常真珠

についてはさらにしみ，突起の有無，ならびにホワイト系，クリーム系，およびその他に

rz分し各色のそれぞれの出現率を調べた。真珠の巻きについてはその直径をマイクロメー

ターで測定(完全な球ではないので最小と思われる節分について測定した)し，これをも

* Tamotsu Nishii， Shimpei Shimizu and Miyasaburo Taniguchi. Experiments on the cleaning 

O()f pearl.shelIs and culture cages in relation to both the growth of pearl oyster and the quality of cuI-

tured pearls. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 6: 670--675. 1961. 

1) 樹立真珠研究所業績 No.78. (国立真珠、研究所報告 6: 670-675. 昭和36年 5月〉
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s..殻似H-..殻高L...殻;足アゴヤガイの判定郊位.1'¥01湿

ることとしすこ Cって巻ぎの良否

果

1. アコヤガイの成長について

処m別による殻長，設高，殻幅，会事量および且殻重量まの測定結果は第 1表にぷしたと

おりであるが，ミれについてラテン方絡j去における共分散分析を行なった結果，いずれの

ばあいも有忌:の差が認められなかった(危険率 5労)。 なおアコヤガイの生存j卒、について

も同様検定を行なった結来，同じく有志の差は認められなかった(危険不 59o)。
2. 真珠の品質について

「ふくろ」および「うかし」のそう岐部位別に，真珠の脱校卒，異常点E!{;の:U

結究研

え」

アコヤガイの平均成長這及ひ生存率第 1表

処理)jIJ

……一 |生存民
金縮交換貝そうじ|
[ロ'i 数回 数|

0 
1 
2 
3 

o 
1 
2 
3 

20.4 
20.9 
20. 7 
20.6 

38.5 
39.9 
38.3 
38.2 

2.35 
2.39 
2.35 
2.34 

6.67 
6.75 
6.65 
6.61 

5.36 
5.41 
5.39 
5.34 

120 
118 
119 
119 

。

20. 3 
20.2 
20.9 
21. 3 

38. 7 
38.5 
38.1 
39.2 

2. 34 
2.37 
2.34 
2.33 

6.61 
6.69 
6.65 
6.67 

5.42 
5.36 
5.39 
5.44 

113 
109 
117 
117 

1 

2.11 
21.1 
20.3 
20.8 

40.2 
40.0 
38.4 
39.5 

2.39 
2.34 
2.33 
2.34. i 

6.77 
6. 76 
6.63 
6.73 

117 5.45 
115 5.47 
118 5.37 
116 5.46 

0
1
2
3
 

3 
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らに正常真珠における突起，しみおよび各色のwnI.率を示すと第2表のようになるが，そ

れぞれについて，上記と同様に検定を行なったところ，いずれのばあいとも，有意の差が

認められなかった(危険率 5%)。

次に，同じく第 2表にかかげた真珠の巻きについて共分散分析を行なった結果は次のと

おりである。

i) まず「ふくろ」においては，危険率 5%で巻きに有志の差が認められた。

ii) これをさらに処躍別に見ると，かご交換では危険率 5%で差が認められなかった

のに対し，貝そうじにおいては危険率 1%で有志の差が認められた。また両者の交互作

用については， f1志の差が認められなかった(危険率 5%)。

iii) 見そうじ回数による巻きの差異は 1回と 2回との間に認められた(危険率 1労)。

iV) 次に「うかし」においては，危険率 1銘で巻きの去が右意であった。

V) 処}11!別には，危険率 5銘でかご交換には有志の乏が認められしなかったが，[1そう

じには危険率 1%で認めることができた。また交互作用についても危険率 1%で有志の

差が認められた。

Vi) 貝そラじ回数による主主きの差異は， 0 I引と 1巨!および 1凹と 2凹の問で有怠であ

った(危険率 1%)。

Vii) と記のように，そう(掃)岐部位によって必らずしも結果が・致しなかったこと

に関述し， Iふくろ」と「うかしJの巻きの差異について検定したところ，危険率1%で

その差が〆白忌:であった。すなわち「ふくろ」にくらべて「うかし」の巻きの良いことが

わかった。

第 2表 「ふくろ」から取り出された真珠の品質

真 I来

日IJ

!こヨ

108 12. 96 36 i 60 35 61 61 32 
10 98 44 54 43 55 58 34 

111 9 102 48 54 60 42 63 31 
114 19 95 31 64 42 53 58 36 

10' 106 44 62 53 60 41 5 4.32 
10 100 35 65 52 48 64 28 8. 4.36 
11 106 33 73 60 46 71 33 2 4.41 
13 99 37 62 40 59 57 33 9 4.40 

12 96 44 52 42 54 27 6 4.37 
9 94 39 55 48 46 36 4 4.35 
10 104 31 73 47 57 42 3 4.40 
6 103 41 62 44 59 ! 61 35 7 4.43 
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「うかし」から取り出された真珠の品質

正 ';r:吉 兵 珠

。
L 告。 IQ  

"" 
。i

"" "，:， 。コ よ

3 40 79 24 55 29 26 37 1 

45 75 24 30 41 10 32 2 i 4.43 

1 ム 35 83 24 30 34 25 37 22 0， 4.50 
n 44 75 19 18 32 24 36 17 3 4.59 

41 78 22 25 38 18 41 13 2 4. 50 

。 35 78 29 35 14 : 34 14 1 i 4.47 
1 35 I 74 22 36 16 31 21 。4.44 

2 2 33 84 17 43 24 43 21 3 4.54 
3 49 68 : 13 40 15 37 17 1: 4.63 

24 i 4 i 4.46 。 34 83 

3 
1 46 69 13 ! 5: 4.54 
2 51 i 67 15 O' 4.55 

i 3 45 71. 19 O! 4.63 

irヨ、‘ 

考 察

以 t二心ように，1959Iド7)J 10 日より 12凡12日までの 156日間の試!段において， J:Lそうじ

およびかご交換回数をそれぞれ O同ないし 3回の範囲で組み合わせたところでは，アコヤ

ガイの成長ならびに真珠の!日1質の大部分に処理別の差を認めることがr~~ 米なかったけれど

も，真珠の巻きについてのみは有志のえ:が認められた。すなわちこのね皮U)いわゆる日そ

うじに閲しては，その結果が主として真珠の巻きのいかんにあらわれるものとずることが

でぎよう。このことは 11:ヶ!河川j青年会真研クラブ (1959) のばあいも， 1)(誌の_Hそうじと

かご交換を同時に行ないその凹数を変えた結果，同様真珠の巻きに支が認められたとして

いる点でー致している。そして真珠の巻きというのが，つまるところ代謝生産物の量の間

寸越である限り，それは生物の成長一般の問題に還元して考えることが可能であって，要す

るに貝そうじの効果といわれるのは，まずは真珠の成長にとっての阻害要因一附着生物の

存在 の除去を怠味するものであると考えることができる。

次によ11珠の巻きにあらわれた各処j曹関の差ー異は，かご交換と狭義の只そうじを区分した

ばあし、もっぱら後者にあり，特に「うかし」についてのみは，両:f?の交Tifr:J1jについても

有志の差が認められた。 IうかしJと「ふくろJを比較して，前者が後汽よりもど主きが良

かったところからすれば，後者において認められなかった交互作川が， 1泊二行において，;忍め

られたのも，またラなづけるように思われる。さらに貝そうじ回数による巻きの差異は，

「ふくろJにおいて 1回と 2回との聞に， Iラかし」においては， 0 凶と 1回および 1[日と

2回との間で有志であったが，このばあいのそう核部位によるちがいについてもまた同様

である。ところで ，.V).、上のような巻きの傾向を前報の附着生物の変化と)"1J，じさせてみたば
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£い，そミにはかなり良く づえした関係が見られる。すなわち， )) 法論的には問題が子えさ

れるにしろ， 一応I(H着生物量をその排水量であらわしたばあい，その全量ならびに主なる

間引の各最:の処}Tji間のJ，'異lz，ほほ t百己の巻きに去の認められた郎分に相当して同様来が

認められているのである。このことは，附着/制均の存在が点J5J;の成長にとっての阻害要IT;¥

であり，これを除去するミとにいわゆる民そうじの効果があると考えたことを表付けるも

のであろう c

しかしながらいまこここで今日!の著荷らの幻た粘:牲を悦往の研究結果，特に山 U (1957) 

のそれと古iJ~己の Ji ケ 点研クラブとをあわせて対比してみると，必らずしも?丈

しないところがあるように思われる。かご交換回数を-定にして，狭義の貝そラじ回数の

みを変化させたとき，tリ朱の去さきにも洋一が認められなかったという 111日の結来と，両者一を

同時に行なった II.ケlifii南青年会史研クラブの結果においてその回数に比例してそちまに去が

認められたといラミとかりは，むしろかご交換の怠義が屯視されるべきであるとJtj~~命され

るのに対し，著者らの背後確かめたところでは，むしろ狭義の貝そうじが克球の巻きをんミ

右寸ると考えられたのである。こうした不一致は決してJm視することのできない大ぎなも

のであるというべまであろう。だが他而この問題の性格からするならば，このような試験

の ;r~ -致もまた当然起り得ることであり，むしろその巾にこそ問題の機構的な本質が

あるように考えられる。すなわち附着生物の与;庄が真珠の成長にとっての阻害要閃である

として，すでに前報において考察したごとく，その機J情には少なくとも;二つの異なった側

面が存Bうするはずである c その』つは，かごおよび貝殻去[制への附着生物の附着によって

物想的に海水の流通が悪くなることの影響，他の 4つは，アゴヤガイと附着生物との競争

関係を主体とする生護学的相互調係としての影響である。そしてたとえば前者であれば，

海水の流通を問答 Fる上でのかごおよび貝殻における附着生物の存在とあわせて，外的な

としてωその場/-Yrで、の海水の流動が密筏に関連する姿l対であり，また後者のばあ

いであれば，附着生物の:冨:のみではなく極別の組成が大正予く関係するミとになる。しかる

に現在とりあげられているのは，ヰiにいわゆる比そうじ作業としての処l:W，のいかんのみで

あり，もしと記のような各要i亙にかなりの完呉があるならば，その結果を単なる処理のい

かんのみと対応させてみても，それぞれの与えられた条件令によって結果には当然異なった

も心があっても Jt:.むを得ないといわなければなるまし、。したがって，単なる処理のいかん

のみではなく， と記のような各種要因に関しての対比が不可能な限り，各研究結果の比較

もまた本来完全には行ない得ないということである。ただここで指摘されることは， 1I1日

および五ケ所i，jj青年会員;研クラブの結J架からJtj論し得るのが，いわゆる貝そうじの効果と

して主として海水の流通に関係する側面であり，今回著者らの得た結果から推定できるの

は，むしろfむの生物種聞の生態学的関係はおける側而であろ芦というミとである。今後の

この問題に関する研究については，以[二の点を考慮し少なくともその機構に触れた視点か

ら計両が組まれるべまであると考えられる。

婆 約

1) いわゆる日そうじの刈楽に:与J-?k-る研究の→部として，前報にひまつづき只そうじ;な

よびかこ交梅田数とアコヤガイ ω成長ならびに点珠の品質との関係についてまとめた。

2) 1959年 7月10f:3から 12 月 12 日の 156 日調失費河多 tt~ 島地先において上記のそれぞ
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れの回数を O凶ないし 3出の悩聞で組合せたところでは，アコヤガイの成長ならびに真珠

の品質の大部分について処理別に宥怠の去は認められず，ただ点珠の巻きについてのみ古

志のたが認められた。すなわちいわゆる貝そうじの効栄といラのは，主として真珠のさま

にあらわれるものとすることができるよラに忠われる。

3) 真珠の巻きにあらわれた各処理問の差異は，かご交換と狭義の貝そうじを区介した

ばあい，もつばら後者にあり，特にそう核部位「うかしJのものについてのみは，両者の

交互作用についても {f怠の若が認められた。さらに.Hそうじ回放による巻きの差異は，

「ふくろ」においては 1凹と 2回との間. Iうかし」におし、ては o凶と 11iJ]および 1日と

2同との間で有志であった。

4) 以 i二の結束を既往の研7日!日来と対比して考察し，今後の研究の)jri'Jrこっし、てす及し

Tこ。

参考文献

1) h:ケ所i~lrlI年会真liff クラブ1959. 'ijf Fi~~皮. JJ.掃除の出数および垂下様又が真珠の品質におよiます
影響につし、て.真珠研究会伊勢部会会報 3(10): 14-21. 

2) 谷口宮三郎・西飯保・清水進平 1959.真珠養摘におけるいわゆる民そうじの効果に関する研究 1.
民そうじ及ひかご交換の回数と附i'i二生物量の変化につL、て.Isiな真珠例報 5:481-488. 

3) 111日一登 1957.真珠日:質に;出まずは掃除の効果. しんじゅ 24: 6-9. 



真珠養殖におけるいわゆる貝そうじ

の効果に関する研究

耳 かご交換の効果に関する追試*， 1) 

清 水進平・西飯 保

国立真珠研究 所

はしがき

いわゆる貝そうじの効果に関し，著者らの前報(西飯・清水・谷口， 1961)の結果が，

既伎の山口 (1957)ならびに五ケf灯油青年会決;研クラブ (1959)の両者から類抑されてい

たところと一致しなかったことは，すでに詳細に指摘した。しかもこの点は，かご交換お

よび狭義の貝そうじが，いかなる機構によって真珠の品質，殊にその巻きを支配するかと

いう本質的な問題に触れるものと考えられた。そこでこの関係をさらに確めるために，前

報にひきつづきかご交換回数と附着生物量，アコヤガイの成長ならびに真珠の品質につい

て迫試を行なったので，その結果を報する。なお本交に人るにさまだち終始指導を賜わ

った高 il~ 活犬所長ならびに太田繁研究課長に深謝する。

研究方法

試験に使用した付只は英虞湾tJlアコヤガイ(殻長4.67土0.27cm，殻高5.69::t0.26cm，

主1 1恒2.05 ::t 0.12cm，会ltJ:量 23.3土 2.8gr，測定部{~{は第1図のとおり)で，これにi庄筏4.47

::t0.03mmの紋を 1個の母貝に2個あて(いわゆる「ふくろ」および「うかし」に各1個)

そう紋した。この施術貝を一般に使用されている金網平かごに各32個あて収符し， 1960年

7月21日より 11月30日までの試験期間中，かご交換を全く行なわなかったものと 3同行な

ったものとにそれぞれ 2かごあて配置した。このさい狭義の貝そうじはいずれも期間中全

く行なわなかった。試験を行なった場I~rは英虞湾内多徳烏真珠研究!灯臨海実験所地先であ

る。 1長F深度は原flIJとして 2mとしたが，夏季高水杭の影響を避けるため 8月2Elから 9

月22臼までの間は 5mにつり下げを行なった。

こうして期間巾の附着生物最の変化，アコヤガイの成長ならびに真珠の品質についてし

らべたが，それぞれの測定演目ならびに方法はおおむね前報に準じた。ただしアコヤガイ

* Shimpei Shimizu and Tamotsu Nishii. Additional notes on the c1eaning 01" culture cag四，

Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 6: 676-678. 1961. 
1) I司令:真珠研究所業績 No.79. (国立真珠研究所報~J; 6: 676-678目 昭和36年 5月)
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第11苅. アゴヤガイのiJllJ定部位. L...殻長 H-・殻高 B…殻11:席

の殻長，殻高，主党rp高および全重量については，試験開始時と終了時の測定に貝 1個ごとに

番号をつけることによって対応をつけ，その聞の差引きの成長量について検討した。こう

することが成長を表現する方法としてより適切であると考えたからである。

研究結果

1. 附着生物量について

試験期間中の附着生物量ーをその排水量によってあらわしたのが第 1表である。これにつ

第 1表例I着生物の排水量 (cc) 

150 1270 

230 I 140 32 240 2492 

いて分散分析を行なってみると，附着生物全量のかご交換回数による変化については，有

志:の差が認められない(危険率5%)。ただしこれを表に示したごとく種別に区分したそれ

ぞれについてみると，ブジヅボおよびカイメンのみには有志の去が認められ(危険率 1形

) ， 前者についてはかご交換 3凹のみーが O回よりも多く，また後者についてはその関係が

逆になっている。

2. アコヤガイの成長について

，殻長，殻幅，全事:量ならびに貝殻重量については第2表に示したごとく，これに

ついて分散分析した結果，かご交換回数によるその差は有志:でなかった(危険率5%)。な

おアコヤガイの生存率についても同様の結果が得られた。

3. 真珠の品質について

)]見抜ネ，異常真珠，しろに，突起および各色の出現率ならびに真珠の巻きについては第3
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第 2表 アゴヤガイの成長(平均値)

貝殻m号室以外は各測定に当り伺体の対応をとり;~~引 ~JtX:長屋:を示した。

第一 3表真珠の品質

去に示す通りで，それぞれについて l 検定を行なったが，同様いずれも有つなの去が認め

られなかった(危険率5%)。

以上のごとく，これまで山口 (1957)および五ケ川浦市年会良研クラブ (1959)の両者

から綴抗されてきたかご交換の効果については著者らのばあい前報と同様，ふたたびこれ

を認めることができなかったわけである。しかしながら，これをもっていわゆる民そラじ

の効果としてのかご交換の志義が全面的に否定しれjるものでないことはもちろんであり，

洋純は今後の研究にまたなければならない。

要 約

1) かご交換回数と附着生物量，アコヤガイの成長および‘真珠の品質の関係について追

試しTこ。

2) 間着生物量については，かご交換回数による有志の去は認められなかった。ただし

種別に区分したばあいその一部に限つてのみ有 d志の差が認められた。

3) アコヤガイの成長および真珠の品質については，かご交換の凹数によって有志の去

が認められなかった。

参考文献

1) 五ケ所j恥七一年会真IiJfクラブ 1959. 垂下深度，J]_掃除のは数および垂下様式が真珠の品質におよぼ
す影響について. 真珠研究会伊勢部会会報 3 (10): 14---21. 

2) 谷口宮三郎・同飯保・清水進ヰ[ 1959. 真珠養殖におけるいわゆる貝そうじの効果に関する研究ト
貝そうじ及びかご交換の回数と附着生物量の変化について.11'I:l'L真珠研報 5:481 488. 

3) 山口一登 1957. 真珠品質に及ぼす貝掃除の効果. しんじゅ 24: 6-9. 



真珠養殖におけるいわゆる貝そうじの

効果に関する研究

N.貝そうじの時期と附着生物，アコヤガイ

の成長ならびに真珠の品質について*.1)

西 飯 保

国立真珠研究所

はしがき

いわゆる良そラじの効果に関し，第 2報(西飯・清水・谷口， 1961) においては，かご

交換よりむしろ狭義の貝そうじにその回数による真珠の巻ぎの差異が認められた。そこで

ひきつづき今度はその時期によっていかなる若奥が生ずるかを知るために，試験を行なっ

たので，その結果を報告する。なお終始懇篤な指導を賜わった高山活犬所長ならびに太田

繁研究課長に深謝する。

努~1 凶. アゴヤガイの測定部付 し・・殻長 H-殻高 B・・殻悩

* Tamotsu Nishii. Examinations on the time for the cleaning of pearl-shells in relation to the 

volume of sessile organisms. the growth of the pearl-oyster and the quality of cultured pearls. Bull. 

Natl. Pearl Res. Lab. 6: 679~683. 1961. 

1) 国立真珠研究所業績 No.80. (国立真珠研究所報告 6: 679~683. 間和36年 5月)
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研究方法

試験には英i実j考慮アコヤガイ(殻長4.66二0.27cm，殻~~î5.62二0.25cm，設幅2.07土0.13

.cm，全長良22.6二2.6gr，なお制定i部I'I.I土第 1図の通り)を使用し，これに4.40二0.02mm

の肢をドj只1個に名 1個あていわゆる「ふくろ」の部{立にそう絞した。そう伎抱術後養生

WJ間を経てレントゲン装置でjjjU交の有1mをしらべてから通常の金網平かごに各30個ずつ収

容し，多徳島臨海実験所地先において試験したO 処珂!区分は， Jcj_そうじのi時期および凹数

を第 1哀のごとく組み合わせてそれぞれに !:je4かごをあて， iji下{¥J:慣による)-fA異を考hg

してラテン除法によって配註した。試験WJ間は1960iート7)J211]から11月30臼までであり，

，HJJ問中金制かごは全部 a様にとりかえを行なった。なお附着生物の嵐ならびにアコヤガイ

必成長および貞珠の品質の測定)iiLはrn報2)に準じた。

第 1表 /込時l)jIJによる11そうじi時期

分

A

B

C

D

文一
11月30日

試験終了

" 〆'{

" 
ウー貝そうじを行なった

研究結果

1. 間着生物について

排水量をもってあらわした附養生物全量の変化は，第2悶iこぶしたとおりであら。各処

J1重別の合計量について分散分析を行なうと，危険ネ 1%でその廷は有立であり， 10)J 1 @] 

のもの (C)，次いで 8)J 1回のもの (A)，
7-21 8-22 q・22 10-<'2 11ーラG

最後に 2~ (D) および 9)J1出のもの

(B)の}I凶に附着生物の合計量が多かった。

これには，各貝そうじ時の量からみて，

員そうじからi欠の具そうじまでの時間と，

それに生物の附着ならびに成長，特に後

者にとっての季節的な莞異が大きく影響

Date 

410 ユラ71

67ち "7 

20ち? 136 

362 667 168 

第 2関処理別による附着生物余震(排水量cc)
しているように忠われる。すなわち10月

1 [oJのもの (C)を例にするならば，試験開始から次のjえそうじまでの時間が長いといラこ

とと，その聞が生物の成長の盛んで;Dった夏秋季であったことのために，この113'の附着生

物の量:が著しく大きくなり，合百十量として他よりも多かったものと考えられる。

次にな入って積別に見ると，各貝そうじi時の合計量は第 2去，また主要な 4穏の変化は

第 3区!のようである。出現する南およびその変化は，おおむね第1報(谷lJ・出版・清水，

1959)のばあいと相似であり，主要なものはカキ，プジツボ，単ホヤ，アゴヤガイ等であ

る。それぞれの処照別による量的な差異は， :f~f ~rの発生 11キタ0] による l'ì i.;1!を示しながらも，



5 Jヨ 西民一一真珠主主子育におけるいわゆる只そうじの効果に関する研完 1¥

第 2表処理別による附着生物の変化単位 CC

カキ

ブ ジ ヅ ボ

単ホヤ

ア コ ヤ ガ イ

カイメン

ナミマガ νヮ
フサコケム乙/

ムラサキイガイ

海 言語

俊子千ホヤ

その他

メ入
仁三

70 896 

323 330 

90 350 

31 180 

64 150 

143 9 

8 0 

o 0 

11 0 

9 1 

373 277 

1781 1122 2193 I 

D 

328 

159 

47 

35 

19 

46 

67 

26 

17 

13 

440 

1197 

681 

ほぽ全量の;まあいと同様であるが，特にその去はカキにおいて著しい。また「その他Jの

みf土，その順位が逆になっているが，これはいわゆる浮泥がかなり混入していることもあ

持，

司ー勺、
c.t・l

-， :; 'j f.. 

A 

‘自徹?

?コ?司イ

A 

'"の睡

B 

184 

121 

(1 

122 

ゎ~

;l-2:! 

26-? 

8. 

、、.. 
一

1ラヲ

第 3 図 • !ls期日iJによ

9・22 10・22 11咽 30

マ10

句。

き8) 15 

?む

F Eえ1

うヲ

ヲヲC

" 

110 

ラちウ . ~.---i 

1-9<: 

lラ7

~;_ 0 

lι。

ヲう

22う

L勾 2

E勺

ア2ぐ

n 

o 
-一ーー吋

I?¥) 

1勺一一→

(排水量cc).
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って 1回の且そうじ 1]寺の量が各処理の悶で大差ないために，かえって貝そうじ回数の多

いほど，合計量では多くなったことが大きな}理由であると忠われる。

2. アコヤガイの成長について

アコヤガイの成長について測定した結果は，第 3友にまとめた。それぞれについて分散

分析を行なったところ，殻長と殻高のみは有怠の差〔危険率 5%)が認められたが，その

第 3表処;想別によるアコヤガイの成長量(平均値)

よ1殻重量主
gr 

A 1. 06 1. 22 O. 44 44. 3 25. 5 

B 1. 05 1. 21 O. 45 43. 6 25. 0 

c O. 87 1. 12 O. 43 44. 0 25. 3 

1) 1.05 1.20 0.43 4“ 25.9 

殻長，殻高および殻幅は，各測定にヨって{同体の対応をつけ，期間中の
差引の成長量を示した。

他については差が認められなかった(危険率5%)。差の認められたのは，特に10月 1回の

もの (C)とその他との聞についてであり，この処理を行なったものの成長は良くなかった

といえる。そしてこのことに関しては，前車、の附着生物の変化において，同じ処理のもの

に最も附着量が多かった点，主i:臼されるところである。

3. 真珠の品質について

真珠の品質についてしらべた結果は第 4表のとおりであり，それぞれについて分散分析

を行なった結果は，そのいずれにも有志の差を認めることが出米なかった(危険率5%)。

第4表処理別による真珠の品質につし、て

要 約

1) 狭義の貝そうじの時期と附着生物，アコヤガイの成長および真珠の品質との関係に

ついてしらべた。

2) 附着生物の各貝そうじ時の合計量(排水量〉は， 10月 1間のものが最高であり，次
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いで 8月1回のもの，最後に 9月 1回のものおよび 2回のものの)1顕であった。穣別の変化

も，カキをはじめとしておおむねこのような傾向を示したが，発生時期に白米する若 i二の

差異が認められた。

3) アコヤガイの成長では，殻長，段高に処理問の有志な差が認められ，附着生物の最

も多かった10月1回のものの成長が良くなかった。

4) 真珠の品賀で、は，各処理の間で、有志の去を認めることがでさなかった。

参考文献

1) 国l飯 保・ (1な水進エfi.・谷口宮三郎 1961.真珠交殖におけるし、わゆる比そうじの効果に関する研究
lf. 艮そうじ及びかご交換の回数とアゴヤガイの成長ならびに;真珠の品質との関係. 国

立真珠研報6:670--675. 

2) 芥[:r百三自15・西飯 保・清水進'f- 1959. 真珠J主主殖におけるいわゆる貝そうじの効果に関する研究
1. J弐そうじ及びかこ交換の回数とF付着生物量の変化について. I司、工頁珠研報 5: 481 
488. 



真珠養殖におけるいわゆる貝そうじの

効果に関する研究

V. ~柑着生物がアコヤガイの成長並びに真珠

の巻きにおよぼす影響*， 1)

両 飯 保

|同立真珠研冗所

は し がき

2桜 Cvl"I飯・ j占7}(・谷仁1，1961) および第 4報(問主/Y， 1961) において， 1)(義の上iそ

うじ回数あるいはI叶，HJjとアコヤガイの成長ならびに5r珠の巻まに A定の関係が見られたの

で，さらに附着生物の荷額によって同様の主主響がいかにあらわれるかを試験した。アコヤ

ガイならひに真珠の成長に対する間需要因として附着生物の存在が考えられ，それを除去

することに貝そうじの効県がある以じ成長問需の機柿に触れるものとして，荷類による

を見る必斐があると考えたのである。村に今回は，これまでの附着生物の観察によっ

て， t量的にも優占額であり，また貝そうじ処理によっても走異の生ずることの多いカキお

よびブジツボをとりあげて昆た。以下試験の結束月られた二，…二の勾|見について報告する

ことにする。なお，終始懇篤な指導を賜わった出111日犬所長ならびに太田繁研究課長に厚
v 

-;;)0 

研 究方法

試験に{史則したり‘w主，英攻j宅産アゴヤガイ(殻長4.62二0.26cm，殻高5.65土0.25cm，

幅2.04二0.13cmおよび会主最22.6ご 2.6gr) であり，これに4.20ことO.01mmの伎を「ふく

ろ」の部伎に各 1個あてそラ役した。これを通常使用している金網、ドかごに30個あて収存

し，多徳島臨海主験所主til先において試験に供した。試験の処照区分は次のとおりである。

A:各民そラじ時に附着生物全部を除去するもの

B : ~付着生物 LJl カキとブジツボのみを除去し，その他を残すも ω

C: Bと反対に，カキとブジツボのみを残し，その他を除去するもの

以上の処処を1960年 7月21日から11月30日までの試験矧問中 3i[ilにわたって行ない， fnJ 

* Tamotsu Nishii. The infiuence of sessile organisms on the growth of pearl oyster and the 
奇ualityof cultured pearls. BuIl. Natl. Pearl Res. Lab. 6: 684…687. 1961. 

1) 国立真珠研究所業議 No.81. (関て七五宝珠研究所報;!j- 6: 684-687. 昭和36年 5月j
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時に金制かごもイ:i!iに交換したo 処盟の供;式数量:は上記各 3かごあてである。なお，特

定の生物秤ーのみを除去しあるいは残すことは，かなり国難であったが，できるだけ細心に

これを行なラことに努めた。設後にアコヤガイの成長ならびにlJf珠の;をきの測定)iìJ~ は，

既報の去に準じて行なった。

F 一一一一一一-I.Lみ一一一一一

:事 11~1. アコヤガイの測定部位. L・・殻長 H... 殻[士~ B・1投

研究結果

1. I狩着生物量について

前述のよラに処理を行なっても，なお僅少のとり残しができるだけではなく，各貝そう

じの間で新らたに附着成長するものの生ずるのはJi::.むを得ないが，対象とするカキおよび

ブジツボとそれ以外のものとの各只そうじ時における排水量測定値の合計は，!Jr~ 1 :2;ミのよ

:治 11え 処j現別による附済生物の排水量 (cc)

i極 別

カキ，ブジヅボの合計量

その他の「生物量|

A 

125.5 

441. 0 

566.5 

深見IJ

207.0 

673.0 

880.。

C 

1080.0 

420.5 

1500.5 

ラである。明らかに各処理によってカキ，ブジツボの這:には去が認められ， 一応試験の方

法論的には目的が達せられたものと考える。

2. アコヤガイの成長について

期間中のアコヤガイの成長を測定した結果，ならびにこれについて分散分析ーを行なった

結果は，第 2去に示した。殻幅を除いて，手ヰ処f型間には有志の差が認められ，干

のもの，すなわちカキ，プジツボのみを残したものは，成長が良くなかった。

3. l_"{r5Kの巻きにつし、て

真珠の巻ぎにつし、て分散分析を行なった結束は第 3友のとおりであり，前オ?とはじく C

処院のものの巻きが良くなかった。
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第2表 処潔別によるアコヤガイの成長量ならびにその分散分析の結果

理
測定部位 分散分析の結果

殺

殻

九;:!;J又L 

車;

B C 

長 cm 1.16 1. 07 0.91 Ac=B>C"' 

高 cm 1. 22 1. 22 1. 09 A==B>C 

r[r馬 cm 0.45 0.48 0.45 

1: gr 21. 0 20.4 18.0 AτB>C"' 

貝殻重量Jのみは，期間中の成長室ではなく，最終の測定値を示した。

・・危険率5形 シ¥危険率196で;宵怠の発の認められたことを示すo

t ・去の認められなかったこと示す。

第3表 処理/jIJによる真珠の巻きおよびその分散分析の結果

測定部佼 分散分析の結果
A B 

iさき(平均i白1壬j 4.90 4.90 4.81 
m m  

ペー危険率 196で有志の;完売の認められたことを示すc

ニー一三塁の認められなかったことを示すc

考察

昭和 36年

既報のごとくアコヤガイならひに真珠の成長問害要因として附着生物の存在があるばあ

い，これに機構的に二つの側rfliがあることを考えた。すなわち一つは海水の流通の問題で

あり，他は生態学的相互関係の影響である。今回の試験の結果は，まずこの二つの側面の

ラち，少なくとも後者の関係が事実上存夜することを意味するものと考えられる。なぜな

らば，カキ，ブジヅボのみを除去しあるいは残すことによって，附着生物の合計量にも差

異は生ず、るが，恐らく海水の流通を問答するという上では特にこれらの処理の聞で著しい

相違があるとは思えないからである。今井・福地(未発表)によれば，ムラサキイガイの

附着量が多いほどカキの成長が問害されその関係はほど直線関係にあること，そしてイガ

イの成長にともないその関係は増大することが認められたとしているのは，今回の著者の

結果と機構的には共通ではないかと思われる。またさきの第 2報および第 4報において，

真珠の巻きおよびアコヤガイの成長に貝そうじ処理の差異が影響するというばあいにも，

カキ，ブジヅボ，特に前者は向様各処理問でかなりの量的な差異を見せていた。つまりそ

のばあいの成長阻害要悶として，今回の試験のごときカキ，ブジヅボとの生態学的関係が

存夜したと類推し得るのである。しかしながら，これら特定種とアゴヤガイとの生態学的

関係といラのが，具体的にいかなるものであるかについては，さらに今後の研究が必要で

あって，いまここで考察の対象にするのは悶嫌である。ただ今井・福地のムラサキイガイ

のばあいと同様，カキおよひプジツボがその慎餌機構において近似であることを考えるな

らば，そこに生管的;JI似種聞の競宇関係をだ:l定することができるのではなし、かと考えられ
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る。ともかく，これまでの附着生物の観察によって，量的な優占種としてカキ，ブジツポ

はii臼されたのであり，また他方・当業者聞においても，主としてそれらが硬組織をもつた

めにアコヤガイ貝殻の変形を来たすという怠味で往意されてきたのであるが，今回の試験

により，それぞれのアコヤガイならびに真珠の成長に対する直接の阻害関係が認められた

以上，現実の貝そラじ作業においても，特にそれらの附養成長を考慮した作業計雨ならび

に実胞が望ましいと思う。

要 約

1) いわゆる貝そラじの効果に関し，附着生物の稀類，特にカキ，ブジツボとアコヤガ

イの成長ならびに真珠の巻きとの関係について試験した。

2) 貝そうじに当って，カキ，ブジツボのみを残すように処現したものは，同様時期お

よび回数で附着生物全部を除去したものならひにカキ，ブジヅボのみを除去したものにく

らべて，アコヤガイの成長およひ真珠の巻きが悪かった。

3) 以上の結果から，アコヤガイならびに真珠の成長問害要悶として，上記種とアコヤ

ガイとの生態学的関係を考えるミとが出米る。

4) 現実の貝そうじ作業においても，この両極の附着，成長が特に考慮されるべきであ

る。
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真珠の品質に及ぼす貝掃除のための

空中露出時間の影響勺

太田 繁・清水進平

i五 'L完成研究所

交付UII心アコヤガイには種々の1;付着物(])(2) が1;付着する。この附着物の干罰処jや量は

により，また1fーによっても一段ではないが，附着物の量が特に多い涼¥J認ではなくともイド

間にHo毛量の2-3f古仇の量になることは珍しいことではない (3)O これらの附着物を政

直しておけばH殻の開閉が出来なくなって比が弊死したり，貝殻が歪形になってそう(挿)

抜作業に不適当な貝になることがある。また，それほどにならなくとも附着物のために養

殖かごの内部とか，さらに養嫡いかだの中心部への海水の交流を阻害し， fl_の成長や珠の

ttj@}き"にも影響するものとして，いわゆるH掃除と称される間着物を除去する作業が・

4般に行なわれている。いうまでもなく，この作業は海中より iえを取り出して行なわねばな

らぬし，また強 1司な:;1t資j勿(たとえifカキ，プジツボ等)はな物である程度の力を加えね

ば除去出来ない。ミのように艮婦除には附着物を除去する(で)のl宣iと，宅IIJ露出やとLに

衝激を与える(-.)のIfr!との功罪の両iflTがあるので，貝掃除の効果についての幾多の試験

研究があるけれど未だ確たる結論は得られていない。民をツt:111に露出する三とはlj_にとっ

て好ましくない条件であることは論をまたないところで， J走者も実際の作業に当ってぷlLl

n4j 問は 11:\米るだけ短lI~i間の jjが良いことは知りながらも光分な試験結果が担ノヌされていな

い組在では，作業場/Vrの都合とか作業能率などからして， l'.l.が見掛けの去弱をしない配皮

といった結験的な判断から行なわれているのが普通である。

日、[~のような実状から民掃除の効来につし、て検Jすするには，まず比掃除に際し必須の条

件である空Ij:l露出による貝の影響を明らかにする必裂があると考え，本i[: (1960)は主と

して真珠の品質に及ぼす影響についての実験に着手した。本年度の実験結果のみにてはな

お不充分な点が多々あるので，さらに機会を得て実験を縦続する計画であるが， ー};芯ここ

に本年度の結J裂を取りまとめて報合することにする。

報告に当り，実験の便宜を賜わった[五Iv:貞珠研究所長!日:j111 ir1i夫氏に厚く謝怠を表する。

また，真珠の11，，)刻描記の方法につま懇篤な御指導を賜わった'11J.民計;ii技有にJ1fく感謝の，むを

表する J

供試材料及び実験方法

供試材料は19591[:8) Jにそラ絞手術 (4-5mm核， 2個人れし)をした凡で， :k験のため

* Shigeru Ota and Shimpei Shimizu. lnfiuence on the quality of pearls caused by the exposure 
to the air for the shell cleaning of the pearl oyster. Bull. N atl. Pearl Res. Lab. 6: 688-694. 1961. 

1) 国-\L~宝珠研究所業績 No. 82. (問。:真珠研究所報告 6: 688 --6940. 昭和36年5月)
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の美子宮古:理期間は1960年 5)Jより同年11月に来る6.5ヶ月間である O

まず， 4月四~30日に供試民全部 (810貝)の貝掃除(空中露出時間は 5 分以内とし， -ffr 
激等の物理的刺激を出来るだけ与えないように特に注意)を実施し，金制かご (50/(50:< 

15cm)に45倒f'つ， 18かごに牧容した。ミれらを5月より 10月に至る間，毎月3かごず、つ耳元

上げて貝掃除を実施した。民掃除は 1かごの貝を 1組として屋外で実施し， n掃除のため

の空中露出ft.'j間はそれぞれ 10，30， 60分間の三通りとし，附着物の除去についてはいずれ

の Jf1 台も出来るだけ街激を与えないように特にìi ，0~をした。なお，貝掃除のためにう;可[いに

鋭出している間に各組の45倒!わより 10伺を無作志に抜ま取り， 中原 (41の方法で Tetracy-

cline (2 mgJ 0 .1cc)を貝住に注射した。 J2Uの貝相除の他に 8月中旬に 4月に行なったと

同じ去で全供試員を A芥に貝掃除した。実験期間r!1に供試貝が注射によって特に幣死す

るというような事は認められなかったが 5月24f1のチソ地長津波により供試貝の・却を流

失したc 養殖期間11:1の管理は各組の貝を出来るだけ同必の条件のもとにおくようにバ:忌、し

たが主な事項は下記の通りである。

1.垂下深度 7.8 nは水面下約 4mの屑に，その他の期間は 2m帽に最下した。

2. かごの交換 試験期間11:17，9月の 2国。

3. いかだi匂のまffiTI立置 毎月 1回ずつ配置換えをし， 垂ド位置による影響を出米るだ

げ少なくする。

以 tのよラに処理をして，管理した供試上lをn)J15日に浜上げし，一般の刀法によって

選別区分をした。なお Tetracyclineを注射した貝は合計 180倒(そラ入核数は180貝x2=

360伺)であったが津波による流失や養嫡Lilに標識がとれたり，薄片標本に研磨製作111に破

損したりして，完全な標本は 152個しか出米なかったが，この標本を全部紫外線卜ーで顕微

月

5 

if'; 1 CJ長 貝掃除のための空中露出時間と繁死，)Eびに珠の歩留率

30分
60 " 

10" 

型E死 7卒、 l 珠の歩留
Cぶ ~:t: Q/ 
/ν  一一一 N 

62.8 
53.5 

6 30" 
60" 

型E死ヰ: 列ピ貝/供試貝数x100
歩留卒 採珠数/2(供試J't数一事E死員数)>< 100 
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し， j主眼マイクロメーターを使用して i時刻摘記の蛍光線より核jíll及び瓦J~;の表面ま

での l~f 珠!訟のj手さを測定し，さらに有機物質や校校図の分泌さわしているものや突起珠はこ

れらが r11~}除の彩科によるものか否かを検討するために蛍光線との付胃の関係を調べた。

実験結果並びに考察

1. 試験)刻印111の蛇タヒ及びJ;j;の歩留十ーを5fn にぶした。 主に見るように全般を通じて，

只指除のための空111露出Ik'J間のたによる顕著な影響は認められないがが，期間11-1に最も

j昆であった 7)Jの只掃除では60分間露出した組は同じ月の 10，30分間の組や 7月以外の月

の60分間露出した組よりも姥死ヰ〈が高く (珠の歩留りは{氏， 尿外の!日〔射光線のドでは

60分間も露出することは危険であることをノl;してし、る(7月の10分間と60分間の組Il:¥jには

χ2ー検定，危険率 5タ6にてイιむ:の差あり)。
2. 手昨日の貝より採取した真珠の選別結県を~ .j，Tj去示したのが第 2表であるっ 供試個数

第 21ミ 只もlH'仕のための宅中露1.1.¥11寺間と真珠の品質

処 1写l 日1] 貝ミ I:¥' の 日l-1f1 14 (96) 
:;f\1 ;:~:1 仮設

)i 露出時間j 1!ltキズ νミ(小〉 ク ロ ク ス

5 3051 40.8 46.9 12.3 。 49 
60 / 40.0 51. 1 8.9 。 45 

10// 37.2 49.0 11. 8 2.0 56 
6 30，/ 35.2 48. 1 11.1 5.6 54 

60// 34.9 54.0 9.5 1.6 63 

10，/ 43目 1 36.2 15.5 5.2 58 
7 30/1 36.8 55. 1 6. 1 2.0 49 

60 I! 26.3 65.8 5.3 2.6 38 

10" 56. 1 39.0 4.9 。 41 
8 30" 35.0 55.0 5.0 5.0 60 

60，/ 44.4 41. 3 12‘7 1.6 63 

10，/ 48.2 41. 1 8.9 1.8 56 
9 30，/ 50.0 41. 3 2.2 6.5 46 

60，/ 33.3 48.1 16.7 1.9 54 

10 I! 39. 7 44.4 14.3 1.6 63 
10 30，/ 31. 6 49. 1 15.8 3. 5 57 

60，/ 27.9 59.。 13. 1 。 61 

が不足で不充分ではあるが， 7)Jの1!!¥キズの珠の出現率は10分聞の組と60分間の組との間

に危険率 5% (χ2一一検定)で有志の差が認められ， liij頃のタビと同織に露出1I.lj間の正予手が

あることがわかる。しかし7月以外の各月においては，'議出I];'j問が10分間の組に比べ30，60

分間の組はMキズの珠の出現半がf氏い1t.ITrh]がうかがわれても右志の差は認められないから

60分間の悩間内では空1-1-1露1:1-'，による顕著な影響はないものと考えられる。いわゆる νミ珠

の ν ミはそう核政ノ後の初期分泌に ~jl来ずるものが多く，その Ivr在がほとんど枝市かあるい

はここから関連したものであることから，この結果もうなづ‘かれるところであるが，第 l

jヌ]A.a， B. bに見られるように只掃除の時期を示す Tetracyclineによる蛍ぅ日泉 (T)のす

ぐ Lに作機物質や夜住刊が分i必されたり，また露出時間がわずか10-30分間の組のI11にも
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第1凶. 貝掃除のための空中露出時間と真珠の品質.

A:空中露出時間60分 (7月)，B:同じく 60分 (8月)，C:同じく 30分 (9月). 

a-cはA-Cを紫外線JI.Ii!射 TはTetracyclineによる蛍光線 Nは核.

_ _  'N ___  

第2図.貝掃除のための空中露出時間と奥野~の品質.

D:空中露出時間10分 (8月)， E:同じ く30分 (9片). 

dはDを紫外線照射，T. NはFig.1.の説明と同じ.

第 1図 C.cや第 2図 D.d， E (Eもdのように附着したケνの直下に Tetr<tcyclineの蛍光

線 (T)が観察された)のよう な数例があった事からして，中原 ・町井 (5)が報告 している

よう に 「真珠袋の細胞は変化しやすい」ものであり ，貝掃除の作業に伴なう何に原因した

かは明らかでないにしても， 異常真珠の成因について貝掃除の影響を全く無視して しま 5

ことは出来ないと考えられる。

渡部 (6) は養殖真珠の断面に見られる特殊の層線とそれが形成される環脱条件について

研究し， r特殊の層線が形成される環境条件とし ては水慌の 130Cへの上昇及び人為的なも

のであるが，貝掃除も考えられる」としている。また，中原 (7) も同じ Tetracyclineの注

射を数回する ことによって，その貝の珠に見られる数本の蛍光線の聞に存在する層線を注

射 と貝掃除を したl時期から検討 して貝掃除の影響によるもの と考えてい る。本実験におい

て，注射後にこの層線が認められたものがまわめて小数 しかなかった事実と，渡部や中原

の考察との関係については， 注射時の員掃除のための露出H二}聞がこの実験の範囲内であり

また注射後に貝掃除したものも露出時聞がわずか 5分間以内であったこ とか らして，この

干呈度の露出l時間であれば層線形成の成因とはな りにくいもの と推察される。

3. 真珠質の分泌量(巻ぎ〉については，真珠の薄片標本に観察される貝掃除ぼlのTetra-

cyclineの注射によるl時刻措記の線の位置を測定し， 貝掃除以後に分泌された真珠層の厚さ

を真珠層全部の厚さに対する百分率で表わし， 員掃除を実施した月毎に Ploteしたのが第

3図である。すなわち貝掃除以後の巻きの積算値を百分率で表わしてある。実験開始前の

養殖期聞は実験の年のそれに比べ期聞が短いにもかかわらず一見 して巻きの割合が大まい

のは図が真珠層の厚みの割合で表わした もので，重量で表わしてないからであろう 。

真珠の巻ぎに関しては幾多の報告があるーが波部 (6) 阿山仰によれば同様に養殖された

ものでも個体により 巻さの分散は相当大きく ， またに|ーl原 (7)の研究によれば一個の真珠で

もそれは決して季節的変化に応じたぺースで順調に真珠質が分泌されている とは限らず，

非常に不規則だ分泌、を している例もあるので，真珠層の巻きに関与する要因は復雑である

にとが推察される。本実験においても各組とも分散はかなり 大き いが， 第 3図に見る よう

に露出時聞が10分間の組は， 30， 60分間の組に比べ巻まの平均値がやや大さ い傾向のうか

， 
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がわれるものもあったが，公般的に見てこの夫験における露出時聞のではの;ll~ に

よると主きに対する影符は特に考慮するほどではないと考えられる。
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jj_ 1rn除(注射)より沢上げまでの期間

第 31'Xし アコヤガイの空中露出時間とj迭さfの関係.
つ:宅中露出時間10分， .: I百J30分， A: 60分

刀、 Lを総指すればH掃除の1療に;段も気品の向かった 7月以外は，民111r除のための空iい昆

ll'r H:J'問が60分間以内であればlJ.の楽死や珠心歩溜り及びょうさー珠の品質に対する時間的な影響

は無視出来ないとしても布志な去は認められない。しかしながら本実験においては10，30， 

60分間の露出を期間小に 1回実施したJ易合であり，附着物の量の関係から 2-3問主抱す

る湯合にはたとえこの時間内の露出でも当然別の問題として考えられねばならないっ

要 約

見掃除のために見を京 [~1 に露出する時聞が具に及ぼす影響(主として点珠のIV1質)をゆj

ちかにせんとして実験に着手し，およそド記の結果を得た。

1. 空中露出する時間を 10，30， 60分間とした 3組の間には 7月を除き発死率に乏が認

められなかったが最高ilil，11，lj (本実験の場合は 7月)には60分間も露出する Lことは危険であ

る。

2. d主c珠の品質については， 7 )jにおける10分間と60分間の組問には位険率5%で無キズ

の珠の出現率に去が認められ，その他の)jの各組問では10分間の総に比べ 30司 60分間のおl

のものは1t!~キズの珠の出収率が小さい傾向がうかがわれるけれど布告:の差は認められなか

った。

3. 巻きについては，露出時間の10分間の組は 30，60 分間の組に比べやや浮い傾向がう

かがわれる例もあったが差は認められない。
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4. Uf未ω薄!Jf悼平;による!相rtIlIω回状悼造の観察では;;{;支践の露出時間l吋でも

上止の品質に令く停がないとは断定出米なかった。
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養殖漁場と真珠品質との関係

養殖過程中に他の漁場へ移し養成した場合*，1)

阪 口 清 次

国'Ii:真珠研究所

J-lJ;珠養殖業における漁場の優劣は，ただちにl:t成される真珠の品質に影響を及ぼすもの

と考えられているので，その選定は重大関心事の一つである。養殖環境と生成される真珠

品質の関係について，木村ら 1)はミ重県ドの主要漁場39点において，英虞湾および五ケ!日f

j考を境として南部の外海性の強い紀州海区に生産される真珠はク Yーム系が多く，北部の

外海性・内j勾の両性をおびた鳥羽湾および的矢湾はクリーム系が少なく，ホワイト・ピン

ク系のものが多く，英虞湾はその中聞に位することを明らかにしている。大村湾において

は山口らむの試験があるが，色の出現本は養殖環境によって異なっている傾向にあり，巻

きの状態は湾口部附近において良好で， i考奥部ではやや劣ることを指摘している。近年，

一 A 弔[1尽の英!業湾では養殖漁場の飽和状態にともなラ密殖あるいは漁場疲弊の結果として真

珠品質の低下がさけばれ，新漁湯への進出が目立っているが，新漁場が必ず?しも仕 kげ漁

場としての条件を満足しているとは限らず，また，養殖漁場の合理的利用の必要性から，

この穐の研究にたいしては強い熱志が払われている。

長崎県においても，この問題について関心をもっている業者もかなりあるが，新漁Jyja.t
買の凶難性や比較的漁場面積に余裕があるためか，他県におけるほどには充分な研究は行

なわれていない。しかし，大村湾内の養殖漁場も次第に湾口部へ，更に外海へと進出して

いる傾向にあることを考えると，この問題はもう -度本県にそくした方法で検討してみる

必要があるのではないかと考え，本試験を試みた。仕上げ漁場の利用は一般に大だま， 1-11 

だまについて行ない，採取前の一定期聞を仕上け、漁場へ移し養成しているのが背通である

がまず予備試験として当年ものについて色を，さらに2年ものは色，巻さの状態について

)lJ試を実施し，その結果を得たので報告する。報告に当り，試験の実施について御指導を

賜わった蓮足技官に深謝する。

1. 当年もの試験

試験方法

試験方法と結果

* Seiji Sakaguchi. The relation between the pear1 culture ground and quality of the cultured 

pear1s. 一一 Onthe quality of the cultured pear1s which displaced and cultured to the other grouncL 

in process of the pearl culture. Bul1. Nat1. Pear1 Res. Lab. 6: 695ー 701. 1961. 

1) 国立真球研究所業績 No. 83. (国立真珠研究所報告 6: 695-701. 昭和36年 5月)
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外海に位置する A漁場において， 1958イド 4

月中旬に1.3~1. 6分絞をそう入，給養後同漁

場で 9月まで養成し， 宇部は引続き同漁場で，

残りは 2等分し， 9 n ql旬に大村湾内のB，C 

漁場に移し養成した。 移列I~後は <iZ網かごを使
用，平r---(京j支は 2mとし，浜とげまでは只そ

5じは行なわず， 12月25日に金網かごだけを

交換した。なお，養成期間r!-1は月 3回あて，

岳ド!尚の水 ì~A削定と採水を行ない， J1i正素監を

定最し第21ヨに示した。

A 漁場は外出に1mした海域にあり湖の r梢
の差は大きい。ノKilrjlは夏季には B，C í~t場に
くらべて低めであるが，秋季には逆になり，

いわゆる外海的性格を示している。 B漁腸l士

大村主主n部にfu買する油内にあるので外海水

の影響も強いが，陸水の影響もかなり受けて

いる。 C漁場は大村湾奥部で滞!の交流は緩慢

で，気象条件に左右され易いので，夏季にお

ける水出の上:界は顕著であるが，秋季の気出

水 温

1 1 

11 ， 
， 
ρ ， 

12'月

A ，.._...~内〆
、--0-'.0-''''''''-イ

g 10 11 

ト - - 0 A 
0---岨o B 

--c 

12月

算~2 ほし 2ml霞の水温.塩素量.
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下降期にはその影響を受けて急激にド|容の一途をたどっている。

浜上げは1959年1月下旬に実施し，採取した真珠について統計学的処理を行ない比較検

討した。

総i
f11 
イ〈

浜上げよ1珠を肉眼的観祭により，ゴーノレド，クリーム，クリーム・ピンク，ホワイト・

ピンク，ホワイト，ブラックの 6系統に分類し，各治、j若におけるそれぞれの出現分布を示

したのが第 1表である。第 1表より養成漁場による真珠の色の出現分布状態を x2_検定す

れば，

x2s=22.26 n=10 Pr. {x2s>21.16} ニ2%

となり， 2%以下の危険率で有怠の去が認められる。

第1表真珠の色の出現分布

) :百分本
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情]ー符号の悶に差が認められる

第2表 x2
- 検定の表

組 合 せ

A， B 

I3， C 

A， C 

x2s x2 
- 検定

15. 70 

4.21 

11. 17 

Pr.切ら>13.3881 = 296 

Pr.切ら> 2.6751=75% 

Pr.切ら>11.0701 = 596 

第3表 ゴーlレド，クリーム系真珠の出現分布

( ):一分率

その他
漁場

A 

B 

C 

278 (66.5) 418 (100) 

166 (100) 

152 (100) 

こ Lで，どの漁場開に差があるかを調べるため 2漁場ずつの組合わせを作り検定する

と第 2表のとおりになる。すなわち B，C 漁場開には色の出現率に主主は認められないが，
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A 漁場と B，C漁局間にはそれぞれ 2%， 53ぢ以ドの危険率;で有怠の差が認められる。さ

らに分析を進めると，第 1表のか]一符号で示した漁場開で，それぞれ 5%以下の危険率で

有志の差が認められる。すなわち，ホワイト系は Aが多く， Bに少なく，クリーム・ピン

クは Bが多く， Aに少なく，ホワイト・ピンクは Cが多く Aに少ないといえる。なお，

ゴールドおよびクリームをとりまとめて示すと第 3哀のととくなり，漁場別の分布状態を

検定すれば，

x2s 6.07 n=2 Pr. {X2s::>5.99}ェ 5%

となり 551づ以下の危険率で宿志のまが認められる。すなわち，ゴーノレド，クリーム系の

単純な色調のものの出現率は A漁場が B，C 漁場より多いといえる。

H. 2年もの試験

i試験方法

さ!j1[:ものにおいては養殖過程中に他の漁場へ移し養成することにより，良好な結果が認

められたが，なお，一般に行なわれている r[:rだまについて迫試するためと， j寺子直後に現わ

れる色聞の変化を追究する目的で， 21'1二ものについての試験を実施した。供試ほ貝は大半j

湾産養殖 4年目 480個，ピース貝は養殖 3年ものを用いた。 1959年8月ドBjに外海的性絡

を有する A漁場において， IプクロJ2.0分段 (6.35土0.03mm)，Iワカ vJ 1.8分核 (5.75

=0.03mm)を後付け法により 2伺そラ段し，静養後，金網かごに30貝あて収察し，L~~下

深度は 2mとして， 1960年 6n [jl旬まで同漁場において養成， 480位|を 4等分して ;!cの

L[ 11 は 1960年 6}~ 15日にrjl間浜 kげを行なった。残り 3のうち 1はA漁場でづ!杭き養子白，

1は大村湾仁!部の B漁場へ 1は大村湾奥部の C漁場iへそれぞれ移し養成した。 l:l.そうじ，

養補かごの交換は1960年8月下旬 9月下手lJに各試験貝とも同 A条件のもとに行なった。

浜!二げは196Hf2月初旬に実施し，探取した真珠について漁場別の巻きの程度，色の出}Jt

分fr:i，ならびに1[1間浜上げだまとの色のIHf見分布状態の比較について統計学的処月!により

lt較検討した。

県

1. 貞一j朱の包について

浜上げ貞珠を肉眼的観察によって， ゴー jレド，クリーム，クリーム・ピンク，ホワイト

・ピンク，ホワイトの 5系統に分類し，そのよ1:現率を示すと第 4表のとおりになる。これ

より漁場によっての真珠の色の出現分布状態を X2_検定すれば，

X2s=18.23 n=8 Pr. {X2s">18.17}ニ 2第

となり 2%以下の危険率で有，去の差が認められる。すなわち養殖漁助により色のLUJ:5L分市

に走異があるといえる。

次にどの漁場開に乏があるかを調べるために 2漁場ずつの組合わせを作り倹定すると

第 5表のとおりになる。すなわち， B， C の漁場開には色の出現分布状態に廷は認められ

ないが， A とB，A とCの漁場開にはそれぞれ2%以下の危険率で宥志の差が認められる。

なお，分折を進めると~~ 4表の問 J 符号間にそれぞれ 5銘以下の危険率で有怠の差が認め
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第4友真珠の色の出現分布 ) :百分率

漁場

クリーム ホワイト l ホワイト
-ピシク -ピンク

25 5 144 
(17.36) '_'" (3.47) (100) 

45 7 137 
(32.85) (5.'11) (100) 

10 130 
(7.69) (100) 

同一符号ーの間に差が認められる

í1'~ 5 表 X~ -検 定 の 友

;:2 _検定

A， B (2-1) (5-1)ニ 4 Pr. {χ2S> 11.668} =~ 2<?6 

B， C 4 Pr.切ら>1.064} =909記

A， C 4 Pr.切ら>11.668} = 296 

られる。すなわち，クソームの単純な色調のものは Aが B，C漁場より多く，ホワイト・

ピンクは B，C 1 在~l易より少ないといえる。また 11 1 問浜上げだまの色の出現分街を示すと

6表のごとくなり，これと各漁場との間の色の出現分布状態の美奥のヂについて検定

すると第 7表のとおりになり，それぞれ 1%以ードの危険率で千f，i3:の去が認められる。さら

第6"交 !わ11iJiE上げ真珠の色のIliJ見分布

組 合 せ

A， a 

B， a 

C， a 

χ2S 

17.35 

15. 98 

14.65 

第7表 χ:2 _検定の Jミ

(2，，1) (5-1)ニ 4

4 

4 

) :百分本

17 110 
(15. 45) (100) 

;:2 喝検定

Pr. {X2s>13.277}ェ 1;6

Pr.切ら>13.277}= 1% 

Pr. {χ.，日>13.277}二 196

十こ各組合わせの11-1のどの色の間に差異があるかをj検定すると↓l間浜 j二げのものは， クY

ームについては B，C 漁J易より多く，クソーム・ピンクは C漁場より少なく，ホワイトは

A， B漁場より多い点において，それぞれ 5%.12.1，、ドの危険率での♂怠の尤:が認められる。

2. 真珠の巻きについて

浜上げだまを漁場別，色別に rfi:量を評量して， 1個汽りの平均F[3.:量でjJ'すと第 8表のと
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おりになる。第8表より 4系統の真珠の漁場間の平均註量の先についてF・検定を行なえば

プクロ Ho:σ2=0 Fsロ 3837/351=10.93 F 0 =~F26(0.05) =5.14 

ワカシ Ho:σ2τo Fs=2982/328= 9.09 Fo=F26(0.05)=5.14 

となり，ブクロ，ウカ νともに 5%O、トの危険率で10Jつ色、の去が認められる。すなわち，

漁場によって珠の巻きに去があるといえる。次に，どの漁J尋問に r}i量の売があるかを調

べるため 2漁場ずつの組合わせを作り，検定すると第 9表のとおりになる。第 9表より

そう核部位 組合せ

ブク ロ

ウ カi/

第 8表真珠の平 均 三E鼠

第 9表 F-検定 の 表

Fs 

703/141= 4.99 
3486 / 672= 5. 19 
7321 / 238 = 30. 76 

3741! 452= 8.28 
105/ 37= 2.84 

5100/495ェ 10.30

(市N:g) 

ブラック

0.425 
0.421 
0.408 

10. 13 
10. 13 
10. 13 

10.13 
10.13 
10.13 

A とC漁場の聞に 5%の危険率で合¥伝の売が認められる。すなわち，プクロ，ワカ νとも

にAが C漁場より真珠の巻ぎがj美し、といえる。

考 察

外海性漁場において引続き養成した真珠は巻きの点では-_.~般に良好であるが，色が単調!

なクリーム系のものが多い。これらを養婚過程中に大村湾r-I吉~ならびに湾奥部漁場へ移し

養成する lことにより，いわゆるピンク系の加わった色調のものの出現率を高めることがで

きたが，湾奥部漁場へ移したものは巻ぎの点で劣っていた。

真珠をその品質のl話からみる場合には色や巻きを独立のものとしてではなく，それぞれ

の関連において考えなければならないことから移嫡養成する場合の漁場の選定，組合わせ

もその合理性のもとに行なわなければならない。そのためには養嫡漁場を生産出からみた

特性に区分し，あわせてその海況特性を担保して，それぞれの漁場の利月171ラ態を科学的基

盤の上に確立させることが，これからの養殖業の上での大切な課題となると考えられる。

要 約

1) 当J'fもの 2千fものについて，外海性の漁場で一定期間養成したものを 3等分し，
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1は|司漁場で引続き養成，残りは大村湾 L1部ならびに大村湾奥羽;漁場へそれぞれ移殖養成

し，料 j各を異にする 3漁場で生産された1宝珠の品質を比較して，養殖過程1:11に他の漁場へ

移姑養成することの効果について検討したO なお 2年ものについては移殖するが]に一定

個数の 111間浜上げを行ない，その後に現われる色調の変化をj心究した。

2) 当年ものについて

外海'rf~ の A漁場において引杭全養成したものにはゴーノレド，クリーム系ならびにホワイ

トの単純な色調のものが多いが，湾 1-1部漁場へ移し養成したものはクリーム・ピンク系の

ものが多く ，ti:1奥部漁場へ移し養成したものはホワイト・ピンク系のものがA漁場にくら

べて多くなる傾向がある。

3) 2 {I:ものについて

外海性のA漁場において引杭ま安!ぶしたものは，時 LI部漁場へ移し養成したものより

純なクリーム系の色調のものが多く，ホワイト・ピンクは両漁場より少ない。なお，湾n
?沼へ移し養成したものは中間浜上げのものにくらべてクリーム系ならびにホワイト系の単

純な色調のものが少なくなり，湾奥 t~5へ移し養成したものは中間浜上げのものにくらべて

クリーム系が少なく，クリーム・ピンクが多くなる傾向があらわれている。外海性漁場に

引続き養成したものは中間浜上げのものとくらべてなホワイト系の色調のものは少な

くなるが，クリーム系のものの出現主主はそのまま引継がれており，移娘養成した両漁場の

ものにくらべて色誠の点においては大きな変化は認められない。 真珠の立ときについては，

外海性漁場で引続き養成したものはプクロ，ワカ乙/ともに湾奥部へ移し養成したものより

良仔といえる。

4) 外海性漁場において養殖した山氏は巻きの l~~では一般に良好であるが，色が単調

なクリーム系のものが多いので，外向性内i:年の両性をおびた海域に移し養成するなど， t魚

j討を組合せ利則することにより，いわわるピンク系のものの出現〉十を I~:J めることができ，

仕 Lげ養成として栄たす効果は大さくなるものと考えられる。

文 献

1) 木村三郎・ IllllAC 1959. 33'9三度試験養殖について.真珠研究会伊弘し部会会報 3(10)1--9. 

2) 山IJー笠・太町費者・月下字・片田清i欠 1957.養殖環成と挿核部位による真珠の色及び巻きの差異
について.国史真珠研報 2 : 137-141. 
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